


2015年度のボランティアセンター活動報告書刊行に寄せて

ボランティアセンター長　黒　田　　　勇　

関西大学ボランティアセンターは 2005 年 4 月に開設し昨年 10 周年を迎えました。
これまで、当ボランティアセンターに関係していただいた多くの教職員・学生・学生スタッフ・
学生スタッフOB・OGの皆さん・学内のボランティア団体、そしてボランティアの受け入れ団体
各位、行政・社会連携先の方々に対しまして、心より御礼申し上げます。
開設当初数名であった学生スタッフは、今では 80 名を超えるまでになりました。センター職員
と共に運営事業に携わり、学生目線から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行うことを理
念に、様々な分野の体験ツアーを企画運営し、関大生がボランティア活動を行う機会を数多く創
出したことで、一般学生の参加も年々増加し、その魅力に気づいてくれるようになりました。
当センターでは、学生がボランティア活動を通して、さまざまなスキルだけでなく人間力を身
につけ、「考動力」あふれ社会貢献できる人材へと育つよう取り組んできました。
2015 年度には、10 周年の節目に際し、日常の業務・活動以外に、これまでのボランティアセン
ターの取り組みを振り返るとともに、社会における大学ボランティアセンターの役割や、学生が
ボランティア活動に参加することの意義を再確認する二つの行事を開催しました。
まず、10 周年記念プログラムとして、「ボランティアセンターの、これまでと、これから」を
コンセプトに、「講演会とパネルディスカッション」を開催しました。
第 1部の講演会では、大阪ボランティア協会常務理事、早瀬昇氏による「ボランティア活動が
拓く世界～社会とつながる魅力と可能性」をテーマに講演いただきました。第 2部では、講演者
の早瀬氏と、本学社会学部の加納恵子教授、ボランティアセンター学生スタッフ卒業生と現役生
によるパネルディスカッションを行い、ボランティア活動の実践経験に基づいての熱い意見交換
があり、今後の方向性について、会場のみなさんと共に考える場となりました。
さらに、「10 周年記念写真展」も開催し、当センターの 10 年間の歩みを、わかりやすく、親し
みのある展示で振り返り、ボランティア経験のない学生たちへの理解を広げました。と同時に、
当センター学生スタッフには学生スタッフOB・OGとの活動のつながりを再確認する機会となり、
さらに絆を深める機会ともなりました。
当センターでは、一人でも多くの関大生がボランティア活動に魅力を感じ、最初の一歩を踏み
出すきっかけを見つけ、ボランティア活動のリピータになってほしいと願い支援しています。こ
れからも、ボランティアセンターの活動に対し、益々のご理解とご支援を賜りますようよろしく
お願いいたします。

2016 年 9 月　
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ボランティアセンター開設 10 周年に寄せて
文学部教授　赤　尾　勝　己

（2012 年 10 月～ 2016 年 9 月　学生センター副所長）

2015 年度に関西大学ボランティアセンターは、発足からちょうど 10 年を経過した。私の主観
的な印象かもしれないが、本学のボランティアセンターに集う学生たちは、普段のボランティア
活動において、学外の成人たちと関わる機会が多いためか、コミュニケーション能力が発達して
おり、卒業後どこに出ても大丈夫だという観を強くする。こうした学生たちの存在は、まったく
頼もしいかぎりである。今日の後期近代社会において「個人化」傾向が強まり、両耳にイヤホン
を入れてスマートフォンを操作しながら歩いている若い人たちが増えているが、本学のボラン
ティアセンターに集う学生たちは、そうした情報機器とほどよい距離をとっている。そこが賢い
のである。学生たちは、正課の講義や演習において培われる学力とは異なる能力を、ボランティ
ア活動を通して発達させているのである。こうした経験は、学生たちの将来の人生において何ら
かのかたちで生きていくにちがいない。
同年 11 月 21 日には、開設 10 周年記念イベントとして、本学第一学舎の千里ホールで、社会
福祉法人大阪ボランティア協会常務理事の早瀬昇先生の講演のあと、早瀬昇先生、社会学部教授
の加納恵子先生、ボランティアセンター学生スタッフOB、社会学部の現役学生スタッフ 4名に
よるシンポジウムが開かれた。ここで印象的であったのは、格差社会の中で子どもたちの育ちが
危うくなっている状況下で、子ども支援ボランティアの必要性が浮き上がってきたことである。
そして、活動の中で人間は「助ける～助けられる」関係を通して、実は「助ける側も助けられて
いる」ことに気づき、「自分らしさ」を発見して「市民」へと変わっていく過程が明らかにされ
たことである。近年、経済協力開発機構（OECD）の調査で、学歴が上昇するにつれて、ボラン
ティア活動を含む「市民的・社会的関与」（CSE）の度合いが、逆に低下するというデータがある。
関西大学ボランティアセンターで活動している学生たちが、卒業後もなんらかのかたちでボラン
ティア活動に関わっていただければと思う。同時に、本ボランティアセンターが次の 10 年に向
けてますます充実していくことを期待したいと思う。

寄　稿
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ボランティアセンター開設 10 周年を迎えて
関西大学  法人本部長　五　藤　勝　三

（2005 ～ 2006 年度 学生センター次長兼ボランティアセンター事務長）

ボランティアセンター開設 10 周年、まことにおめでとうございます。
早いものでボランティアセンター事務室（当時）が開設されて 10 年が経過しました。当時の
状況として、ボランティア活動への社会的関心の高まり、また、他大学における学生ボランティ
ア活動の活発化などそれぞれの大学においてボランティアセンター設置の動きがありました。正
課教育の一環としてボランティア活動を奨励している大学も多く、また、「以前は宗教色バック
グラウンドを持つ大学で開設されることも多かった中で、関西大学の取り組みは、他の一般大学
のモデルとなる取り組みとして当初から注目」（社会福祉法人 大阪ボランティア協会 早瀬昇氏・
関西大学ボランティアセンター「2005 ～ 2006 年度活動報告書」創刊号）していただいていたこ
とをあとから知りました。
開設当初の職場構成メンバーは、私と課員 1人でした。私は学生センター次長を兼ねて同セン
ター事務長を拝命し、主になって活動してもらう課員（現学生相談・支援センター事務グループ
長の神藤典子氏）も兼務で、専属の職員は 2人とも兼務でした。実際の業務運営においては、必
要に応じて随時、学生センター内の学生生活課（当時）奨学金担当者に手伝ってもらうことになっ
ていました。
ゼロからのスタートであったので、まず、事業内容や運営スタッフ、ボランティア運営協議会
等の内容を定めたボランティアセンター規程（内規）作りが最初の仕事でした。続いて運営協議
会の立ち上げ、業務内容の確定とスケジュールの作成、手話講習会の開催（既存の講習会の活用
を含めて）、大阪ボランティア協会の指導による講習会「はじめてのボランティア」、ボランティ
アリーダー講習会の開催などなどあっという間の 1年間でした。業務の合間を縫って他大学等の
状況調査等は主担者が行ってくれました。
開設年度の 12 月も半ば頃から、日本海側を中心に各地で記録的な豪雪が続き、新潟県や長野
県等で豪雪による災害ボランティア本部が設置されたとの情報が入りました。取り急ぎ、学生ボ
ランティアを派遣すべく、「雪かきボランティア・スノーバスターズ募集」と銘打って学生ボラン
ティアを募集しました。先方の情報収集、連絡先の確保、派遣学生の保険対応等々をまさに走り
ながら考えておりました。しかし、時折しも、後期試験を控えた時期であり、学生の応募者が少
なく、大学としての派遣はやむなく中止しました。しかし、応募してくれていた経済学部 3年の
2人の学生が、それこそボランティア（自費）で参加してくれたのが印象深く記憶に残っています。
もうあれから 10 年が経過しました。学生スタッフの体制も充実し、活動内容も多彩になって
きました。学生スタッフの育成講座、ボランティア活動支援プログラム、学生スタッフによる活
動、地域・関係機関との連携事業など当時とは比べものにならないくらい充実し、成長・発展し
てきていることは喜ばしい限りです。ボランティアセンター、学生スタッフ、学生ボランティア
の皆さんのご努力に敬意を表します。
私は、開設当初から、関西大学の規模からすると、大学への登録ボランティアは在学生の 10%
以上が必要だと考えていましたが、近い将来その数値を達成するものと期待しています。関西大
学ボランティアセンター並びに学生スタッフ、学生ボランティアの活動のますますの充実発展を
祈念いたしまして、10 周年のお祝いの言葉とさせていただきます。
関西大学ボランティアセンター、開設 10 周年まことにおめでとうございます。
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関西大学ボランティアセンターは、関大生のみなさんがボランティア活動を通して多くの学び

や気づき、貴重な経験等が得られるよう、日々新たなボランティア活動支援を模索しています。

2015年度、ボランティアセンターは設立10周年を迎えました。10周年記念プログラムとして、

「ボランティアセンター設立10周年企画写真展」、「ボランティアセンター設立10周年記念講演

会及びパネルディスカッション ～ボランティアセンターの、これまでと、これから。～」を実施

し、10年間のあゆみを振り返るとともに、これからのあるべき姿について考えました。

ボランティアセンターの取り組みについての広報にも力を入れ、ボランティアセンターメール

登録者に対してボランティア体験ツアーやおすすめボランティアの案内、講座の案内を行いまし

た。また、ボランティアセンター主催講座や学生スタッフ企画のボランティア体験ツアーをまと

めた「ボランティアカレンダー」の作成・掲出を行いました。

2015年度は千里山キャンパス以外のキャンパスでの広報にも力を入れました。昨年度より高槻

キャンパスに学生スタッフが誕生したことにより、2015年度は新入生歓迎行事を高槻キャンパス

でも行いました。また、高槻キャンパスの学生のボランティア参加者が増加しているため、普

段、千里山キャンパスにて実施している、関大クリーン大作戦を「関大クリーン大作戦in高槻」

とし、高槻エリアにおいても実施するなど、活動の幅を広げた１年となりました。

センター登録者は累計3,456名を突破しました。

 データ   ボランティアセンター登録者数

年度 登録者数

2005 28

2006 153

2007 230

2008 233

2009 288

2010 359

2011 422

2012 450

2013 422

2014 472

2015 399

計 3,456

2015年度ボランティアセンター事業報告

ボランティアセンター登録者数
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①学生スタッフガイダンス
②学生スタッフ養成講座
③学生スタッフ養成合宿
④学生スタッフ代表者及びグループリーダーとの
　ミーティング

⑤ボランティアセンター教職員と学生スタッフの懇談会
⑥学内ボランティア団体とのミーティング
⑦学生スタッフ活動報告会
⑧学生ボランティア団体合同企画
 「ボランティアフェスティバル」

学生スタッフ育成及び学生ボランティア団体への支援1

大阪家庭裁判所との連携事業「大阪家庭少年友の会学生ボランティアプログラム」連携事業4

①ボランティア入門講座～ボランティアって何？～
②ボランティアセミナー はじめよう！ボランティア
③コミュニケーションスキルアップ講座「学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー」
④災害ボランティアガイダンス
⑤テーマ別講座「レクリエーション講座」～“遊び”の幅を広げるために～
⑥ボランティアセンター設立10周年記念講演会及びパネルディスカッション「ボランティアセンターの、これまでと、これから。」
⑦動物愛護フィールドワーク ～動物愛護について学ぼう～

本学学生のボランティア活動支援のための講座・プログラムの実施
（2015年度の主なもの）2

学生スタッフによる活動3

2015年度ボランティアセンター事業概要

①ボランティア情報の紹介
②新入生歓迎行事「学生スタッフ活動紹介」
③関大クリーン大作戦～図書館の本の落書き消し～
④関大クリーン大作戦～大学周辺の清掃活動～
⑤関大クリーン大作戦 in 高槻
⑥ボランティア体験ツアー～淀川掃除ボランティア～
⑦ボランティア体験ツアー～小学生に防災について楽

しく学んでもらおう！学童ふれあいボランティア～
⑧ボランティア体験ツアー
　～子どもと学ぼう国際理解＠キッズミュージアム～
⑨ボランティア体験ツアー～千里にみんなの光を灯そ

う！千里キャンドルロード2015ボランティア～
⑩ボランティア体験ツアー キャンパスママまつり in 

関西大学
⑪第5回学生ボランティアと支援者が集う全国研究交

流集会への参加
⑫大阪マラソン給水ボランティア事前説明における

学生スタッフによるボランティア紹介
⑬頑張る人を学生スタッフと一緒に応援しよう！！
　～第5回大阪マラソン給水ボランティア～

⑭学園祭企画「めざせ！エコマスター
　～ゴミの山から宝を見つけよう～」
⑮ボランティアカレンダーの作成

他大学及び学外の機関との連携で行うもの
⑯ボランティア体験ツアー
　～みんなで守ろう！蛍の光ボランティア～
⑰ボランティア体験ツアー
　～第27回なにわ淀川花火大会 翌日清掃ボランティア～
⑱ボランティア体験ツアー
　～アユの産卵場を整備しよう！～
⑲ボランティア体験ツアー花植えボランティア in 高槻
　～新川を花で染めよう～
⑳ボランティア体験ツアー～芥川掃除～
㉑ボランティア体験ツアー～ミズヒマワリ駆除作戦～
㉒ボランティア体験ツアー明日香村「飛鳥光の回廊」ボラ

ンティア
㉓ボランティア体験ツアー～景観ボランティアin明日香村～
㉔第5回「淀川大掃除～みんなの力で輝く淀川～」
㉕エコキャップ運動
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関西大学ボランティアセンターは、2005（平成 17）年に、「本学学生の公益に適った社会参画活動
を支援することにより、学生の自主性と社会性の涵養に資すること」を目的として開設されました。
2015（平成 27 年）年はセンター設立 10 周年を迎えたこともあり、記念事業として写真展及び記念講
演会・パネルディスカッションを実施いたしました。また、10 周年を記念してクリアファイルや記念
タオルを学生スタッフが主体となり制作し、様々な機会で配布することでボランティアセンターの広
報活動にもつなげました。
10 周年という節目を経て今後もますますセンターの発展に努め、一人でも多くの関大生にボラン

ティア活動の魅力、また社会に参画することの意義を伝えながら、今後も継続的に関西大学にボラン
ティアの風を吹かせ一人ひとりの活動を支援してまいります。

ᴮǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ᜫ10͙֚ࢳ႕ ќᅊࠕ

ボランティアセンターは 2015 年度で設立 10 周年を迎えた。この 10 年
の間に多くの関大生にボランティアを広めてきた。10 周年を節目として
さらに活動を充実させ、一人でも多くの関大生にボランティアを経験し
てもらえるよう、きっかけ作りを行いたい。そこで、10 周年記念写真展
を実施し、ボランティアに参加したことのない関大生にはボランティア
センターと、その活動のこと、そしてボランティアの魅力を伝え、また
ボランティアに参加したことのある関大生にも写真を通して、様々なボ

ランティアがあることを知っても
らうことを目的とし、実施した。
10 年間を振り返りながら写真を探す作業は、現役学生スタッフ
にとって自分たちのアイデンティティを確かめる “ 活動 ” へと
変わっていた。過去の先輩たちの軌跡を見ながら、自分たちが
その積み重ねを受けて更なる大きな一歩を踏み出すことの重要
性を再確認する写真展となった。

日 　 時 11月16日（月）～21日（土）

場 　 所
千里山キャンパス 凜風館１階

ボランティアエリア、ライティングエリア、グローバルエリア

内 　 容 ボランティア活動写真の展示

ボランティアセンター設立10周年記念事業
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ᴯǽɹʴɬʟɫɮʵ

ボランティアセンターと学生スタッフの広報手段として、2008 年度から作成しており、配布したク
リアファイルは、受けとった学生が日常的に使用してくれることで認知度向上に繋がっている。2015
年度はボランティアセンター設立から 10 年を迎えたことを記念して、「私たちがボランティアでして
きたこと」をコンセプトにデザインした。カメラはボランティアの受け入れ先の人たちなどをイメー
ジしており、学生スタッフだけではボランティアはできず、そういう
人たちが支え、見守ってくれる大きな存在であることを忘れないよう
に、そして普段からの感謝を込めて中心に据えた。フィルムは、私たち、
そして過去の先輩たちがこの 10 年でやってきたボランティア体験ツ
アーを映し出し、その思いをみんなの心の中、思い出の中に記録とし
て残し、それを後の世代に伝えていき新しい物語を紡いでいくという
意味を込めた。ボランティア体験ツアーはキャンドルロード、大阪マ
ラソン給水、花植え、キッズミュージアム、ミズヒマワリ、淀川掃除
など、ボランティアセンターで活動している中でも代表的なものを選
んだ。体験ツアーの登場人物に塗ったたくさんの色は、個性豊かな学
生スタッフ、ボランティア体験ツアーを表している。

ᴰǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ᜫ10֚ࢳᜤॡʉɴʵ

ボランティアセンター設立 10 周年を記念し、
学生スタッフが考えたデザインでタオルを作成
した。作成したタオルは、ボランティア体験ツ
アーや淀川大掃除の参加者に配付することで、
ボランティアセンターや学生スタッフの認知度
アップにつながるとともに、共に活動する達成
感を感じることができたようだ。
明るい色彩を使用し「Thank ♥ You」という感謝のメッセージを込めたデザインは、“ 笑顔の花が

咲く ”ボランティア活動の魅力を形にした温かいものに仕上がっている。

ᴱǽᩜᛴޙ۾ʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂10֚ࢳᜤॡʡʷɺʳʪ

ǽǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ɁǾȦɟɑȺȻǾȦɟȞɜǿ

本学にボランティアセンターが開設されて 10 年が経過したことを
記念し、これまでのボランティアセンターの取組みを振り返るととも
に、社会における大学ボランティアセンターの役割や、大学生がボラ
ンティア活動に参加する意義を考える機会として実施した。

第１部ではボランティアセンターの立ち上げにもご尽力いただいた
大阪ボランティア協会常務理事である早瀬 昇 氏にご登壇頂いた。「ボ
ランティア活動が拓く世界～社会とつながる魅力と可能性～」という
主題のもと、大学ボランティアセンターの役割と大学生がボランティ

2015年度版（3,000部）
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アに参加することの意義についてお話しいただいた。軽妙なトークに会場は盛り上がりながら、今後
本学を起点としてボランティア活動の輪を広げる希望と可能性を感じとることができた。

また、第２部では赤尾学生センター副所長の司会進行のもと、早瀬 昇 氏に加えて本学ボランティ
ア連絡協議会委員である本学社会学部教授の加納 恵子 氏、ボランティアセンター学生スタッフＯＢ
である北畠 知幸 氏、同センター現役学生スタッフである児島 七海にも登壇頂きパネルディスカッ
ション形式で「ボランティア活動で成長に繋がったこと」や「今までで印象に残っているボランティ

ア」についてそれぞれ異なる立場から意見交換を行った。パネ
ルディスカッション終盤に「ボランティアの魅力を伝える機関
が必要とされないほどボランティアが浸透した社会が理想」と
いう意見が出るなど、今後そのような社会の実現に向けて本
学ボランティアセンターでも様々な魅力的なプログラムを実施
し、ボランティアをより身近なものにしていかなければならな
いと感じた。

日 　 時 11月21日（土）14：40～16：50

会 　 場 関西大学　第１学舎１号館　千里ホールＡ

講 　 師

第１部【講演会】　14：40～16：50

　大阪ボランティア協会　常務理事　早瀬 昇 氏

第２部 【パネルディスカッション】　15：50～16：50

　①大阪ボランティア協会　常務理事　早瀬 昇 氏

　②関西大学社会学部教授　加納 恵子 氏

　③ボランティアセンター学生スタッフＯＢ 北畠　知幸 氏

　④ボランティアセンター学生スタッフ 社会学部 ３年次生　児島 七海

受 講 者 数 100名

※次ページより 10 周年記念講演会とパネルディスカッションの様子をお届けします。
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第１部　【講演会】
　　「ボランティア活動が拓く世界  ～社会とつながる魅力と可能性～」

講師／社会福祉法人  大阪ボランティア協会 常務理事　早瀬　昇 氏

こんにちは早瀬です。過分なご紹介をいただき
ましてどうしようかと思いますけれども、今日は
「おめでとうございます」という感じの日ですよね。
10 周年を迎えたということで、設立から 10 年たっ
たわけですが、この大学ボランティアセンターを
関大につくるという時に少しご相談に乗らさせて
いただいたことがありました。また、今もずっと
経済学部で、前期にNPO・ボランティア論という
授業を担当しており、そんなこともあって今日はお邪魔しました。よろしくお願いいたします。

社会福祉法人大阪ボランティア協会は、1965 年というずいぶん昔、50 年前に生まれた団体です。
それこそ学生になったときからいろんな意味でずっと関わりを持ってきました。私はもともと理
系だったんですね。電子工学の勉強をしてエンジニアになるつもりで大学に行っていたんですが、
一方で、大阪にある大阪ボランティア協会でもボランティア活動をしていました。そこで、どち
らの道に進もうかなと思ったんですが、「まあ、ボランティア協会のほうがおもろそうやな」と思っ
て、こちらのほうの仕事をし出して、結局ずっとやってきました。5年前に大阪ボランティア協
会を辞めて、今はフリーランスなんですが、今もボランティアとして、大阪ボランティア協会で
常務理事をしています。
あと、今もちょっと紹介がありましたけれども、阪神・淡路大震災について、みなさんはご存
知でしょうか。「そんなんあったん？」という感じでしょうか。20 年も前の地震なんです。あの
ときに大きなボランティア活動の広がりがあって、そのこともあり、翌年の 1996 年、東京で日
本NPOセンターという団体をつくりました。3年前からそこの代表をしてるので、よく東京の
大手町にある事務所に出向いています。また、いろんな企業からサポートをいただいて、今は東
日本大震災の被災地のNPOのサポートをしているんですね。そういうことに関連することから、
よく東北に行っています。実は今日このプログラムが終わったあとも福島に向かう予定をしてい
ます。
今日は、ボランティアをしながら学んだことというか、得たことがたくさんあって、その辺の
ところを皆さんと共有することで、ボランティア活動の面白さみたいなものを再確認できたらい
いなと思ってまいりました。
それでは、まず１つ目に私自身が何でこういう活動をし始めたかという話をさせていただきます。

私が大学に入学したばかり 18 歳の時に、５月３日に、「真夜中に大阪のまちをぐるっと歩いて
みませんか」というイベントが新聞に載ってたんです。そこで面白そうやなと思ってしもたんで
すよ。思わんでええのに。でね、連絡先が東京だったので、何で東京なんかなと思いつつ、東京
の連絡先に、「詳しいことが決まったら教えてください」と葉書を送ったんですよ。書かんでよ
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かったのに、書いてしもたんです。そして 1週間ぐらいしたら、「何月何日に説明会をしますから、
天王寺のココに来てください」という連絡が来たんですよ。で、行ったんですよ、行かんでよかっ
たのに。この時、関西からは20通ぐらいそういう問い合わせがあったそうなんですが、実際に行っ
たんは僕だけやったんです。
そこで、行ったら、そのイベントは「ゆっくりズム」という名前だったんです。「ゆっくり大
阪のまちを真夜中に歩きませんか」という話で、「ああ、それ面白そうやな」と思って行ってみ
たわけですが、「ゆっくりズム」の看板が出てないんですね。どないなってんねんと思ったら、
そこには交通遺児を励ます会というグループが会場を借りていたんですよ。交通事故でたくさん
の大人が亡くなっていて、それで子どもが遺児、つまり、遺された子どもになる。その多くは母
子家庭になるんです。当時の（1972 年まで）自賠責の保険金が 500 万円でした。一番最初、自賠
責ができたとき（1956 年）の補償額はいくらだったと思いますか。一番最初は 30 万円です。全
然サポートできてなかった。母子家庭としてはものすごく厳しかったんですね。
そういうことがあって交通遺児をサポートするという運動がずっと広がってはいたんですが、

「こんなことやっててもあかん。どんどん交通事故で親が死んで子どもが交通遺児になってしま
う。これは車社会を見直さなければいけない」という話になったんです。それが「ゆっくりズム」
という活動の趣旨だったんです。でも、そんなことを知る由もありませんで、夜中に歩くことが
面白そうだなと思って。まあ、「ゆっくりズム」にだまされたっていう感じでボランティアの世
界に入っていきました。こんなはずではなかったんですけれど。
ところがですね、そこで面白いことがあったんです。どう面白いことがあったかというと、当
時は携帯電話も何もない時代でしょ。今から、42 年前。皆さんたちのお父さんお母さん方が若
いころの話、携帯も何もないもんやから、何があったかというと、私は結局、夜中に大阪のまち
を歩かれへんようになってしまったんですよ。事務局側に入った、スタッフになったんです。
事務所は心斎橋にあったんですが、そこで電話番をすることになったんですよ。すごく地味な
活動でした。ところが電話番をしていて何が起こったかというと、「朝日新聞です。今日の参加
者は何人いてますか」であったり、他にも「NHKですけど、今、先頭の方はどのあたりにいま
すか」と電話がかかってくる。18 歳の若者がマスコミの取材を受けるんですよ。「ああ、ひょっ
としたら俺は世の中を変えてるんではないか」。変えてへんちゅうねん。変えてないんですが、
これはすごくおもしろいなと思って。
それから、いろいろなことがありゆっくりズム、そして交通遺児を励ます会の活動がだんだん
盛り上がりだした。そこでぼちぼち活動に取りくんでいました。
活動に取り組む一方で私、大学でラグビーもしていたんです。ラグビーはラグビーで面白かっ

た。ところが、そのとき交通遺児を励ます会のリー
ダーをしていた男が「活動を辞める」って言い出
しまして。「僕、学校のことで忙しい」って言うん
です。彼は関大の学生でしたので、そう言えば皆
さんの先輩ですよ。「あいつが活動を辞めるのなら、
もうこのグループも終わりやな」って思ったんで
す。でも、そこで、何というか、責任を感じたんです。
交通遺児の家庭というのは当時ほとんど母子家
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庭でした。まず、交通遺児という場合、親が車にひかれはるか、車を運転していて自分が事故を
起こすか両方あるわけですが、交通事故で亡くなる人って実は男性の方がずっと多いんですね。
特に当時はそうだったんです。女性の方、お母さんが亡くなる場合もあるんですが、実は、少な
くても当時男性が亡くなり、母子家庭になった場合は「母子家庭のまま」なんです。一方で、お
母さんが亡くなって「父子家庭」になった場合は再婚される率がすごく高かった。結果的に交通
遺児家庭というのはほとんど母子家庭だったんですよ。
子どもからすると交通事故で親を失って、親が 30 代、40 代です。妻からしてみると、30 代、
40 代で急に夫が死ぬんです。お母さんは、いわば普通の専業主婦で働いておらず、家で家事をさ
れている方が多かった。その人が急に夫を失ったら、どうなるか。職がないんです。だから、も
のすごく厳しい生活に移行するわけです。そういうなかでずっと家庭訪問して勉強を教えたりし
ていたんですけど、その子らのことを思うと、「これはどうなんやろう」「活動を辞めてしまって
いいのかな」と思って。それでまあ、結局、私が代表になったんです。そこからちょっと活動に
のめり込んだというか。
ボランティアっていうのは、ご存じの人はご存じだと思いますが、「いつでも、どこでも、誰
でも、気軽に楽しく」できるものです。「いつでも、どこでも、誰でも、気軽に楽しく」。災害時
はたくさんのボランティアが活動しますよね。災害時のボランティアというのは、実はすごい初
心者向きなんです。なぜ初心者向きかと言いますと、行ける日に行ったあと、その後 1回も活動
しなくても、ちゃんと役に立つからです。1日限りでも全然大丈夫、現地に行けば役に立てるん
です。つまり、災害ボランティアは単発の活動がオーケーなんです。だから、結構活動に入りや
すい。
ところが、先ほどの家庭訪問のようなことをしていると、何というか、ぽっと行っておしまい
というわけにはいかないので、縁が、つながりができてきますよね。それで「いつでも、どこでも、
誰でも、気軽に楽しく」できる部分も時にあったりするんやけど、ううん、この活動は違うと思っ
て。やっぱりボランティアっていうのは、あるときに自分で責任感をもつと、ぐっとレベルが上
がるというか、段階が上がるんですね。そんなことでボランティア活動をずっとやってまいりま
した。
でね、これからボランティアをする人、すでにされている人、きっとこういう場に来られる人
なので、既に活動されている人が多いとは思いますが、ボランティアって大層なものではないと
いう気がするんです。どういうことかというと、結局、私がこの活動を始めた基本のパターンは、
「腰の軽さ」です。手軽に入ってみたり、その場に行ってみたり。腰の軽さというのはフットワー
クです、簡単に言うとね、フットワーク。フットワークというのが色々なものをつくる。
皆さんこれから社会人になったときに、私は「ネットワーク力」という力がものすごい重要な
ことだと気付かれるのだと思います。色々な人と知りあっているということがものすごい大きい。
ネットワークというのは、どうやってつくっていくか。それは、「フットワークの足し算」なんです。
いろんなとこにちょこちょこ行っていると、だんだんネットワークというのはできてくる。ネッ
トワークといったら、難しそうに聞こえるかもしれませんが、要は面識なんですね、 「あの人知っ
てる」ということです。
僕はその辺のところをすごく教訓に感じたのは、阪神・淡路大震災のときなんですが、阪神・
淡路大震災のときに、大阪ボランティア協会では、被災地にボランティアセンターをつくりまし
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た。日本で最初の災害ボランティアセンターです。
大阪ボランティア協会は本当に小さなNPOで、職員がちょっとしかいませんでした。災害ボ
ランティアセンターには、大阪ボランティア協会の全職員の 7割ぐらいが行っていたんですが、
それでも全然足りませんでした。ですが、そこへどんどんスタッフが増えてくるんですよ。アル
バイトを雇うとか、そういったことだけではなく、他の団体からのスタッフが集まってくる。
人数が足りないので、なんとか助けを求めようと全国のボランティアコーディネーター、社会
福祉協議会のボランティアセンターで働いている人、その人たちに応援を頼んだんです。「1週
間だけでええから来て、頼むわ。もう人足らへんねん」って言って頼んだ。その後、この人たちは、
ボランティアセンターの職員が 2人ぐらいしかいないので、1週間職場をあけるのが精いっぱい。
それで、これはだめだということで次の手を考えました。それは、付き合いのあった経団連の社
会貢献担当者、トヨタや三菱商事の担当者達にも来てもらうことです。彼らはその要請を引き受
けてくれて 1カ月の間、協力してくれました。
しかし、これだけではやっぱり足りないというので、キンチョールとか、サクラクレパス、ク
ボタという会社がリーダーになっている大阪工業会というグループ、ここが 2週間ずつ協力して
くれた。こんなことで、ものすごいたくさんの有給職員が集まってボランティアセンターをつくっ
たんです。これが何でできたか。
それは、ネットワークなんです。つまり、震災以前からこういう人らのことをよく知っとった
んですよ。僕は本当にあのとき思いました。「無駄にお酒を飲んでなかった」っていうことですよ。
本当に行く先々で酒を飲んでいるわけです、そういった仲間と。ネットワークって何かっていう
たら、携帯電話を知ってる人の数ですね。携帯電話の番号を知ってる人のことをネットワークと
言うんです。ネットワークは難しい組織じゃない。携帯でつながる人というのは、自分たちの仲
間です。ですから、そういうやっぱり腰の軽さというのが大切。ボランティアはそういうものだ
という話でございます。
最後、この話だけしてやめようと思います。いろんなつながりができてくるわけですが、これ
を何て読むかおわかりになるでしょうか。「絆される」。ボランティアっていうのは絆をつくるも
のだと思うんですね。「絆される」、これは私たちもよく使いますよ。漢字を使わなかったら、み
んな知っている言葉です。「絆（ほだ）される」と読みます。
絆（きずな）っていうのはね、日本語ではすごくいい言葉になっています。中国人の方がいらっ
しゃったらご存じかと思いますが、中国語で「絆」っていうのはあまりいい言葉ではないですね、
拘束を意味しますから。もともと「絆」っていうのは家畜をつないでる首綱や、馬の奇の騎綱と
いうところからきている言葉ですね。今は「きずな」の「ず」は「す」に点々を書くのが普通で
すけど、もともとは「つ」に点々だったんです。
今、「絆は」って言ったら、こういう背景があると思うんですよ。皆さんはボランティア活動
をされてる人です。そして、ボランティアに来てほしい人たちがいらっしゃいます。ボランティ
ア活動したい人と、ボランティアに来てほしい人たちというのはですね、双方一生懸命やってる
わけですが、一般的にはボランティア活動をしたい人のほうがボランティアに来てほしい人より
も、数が多い場合が一般的です。
阪神・淡路大震災のときに「ボランティア活動をしたい」って来てはる人たちが結構多かった
んですね。私たちのセンターには 2万 1000 人ぐらいの方が来られました。一方、ボランティア
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に来てほしいっていう依頼が 4800 件、すなわち 4倍以上、「したい人」のほうが多いのです。で
も双方の関係が難しいんですよね。
なぜか。それはボランティアに来てほしい人は、本当はボランティアに来てほしくないからで
す。なぜか。本当は家族に来てほしいんです。本当は行政の制度を利用したい。本当は企業のサー
ビスを買いたい。赤の他人に権利としても要求できないことを、お礼も払わずに援助を受けたい
人は少ないんですよ。
皆さん、どうですか、ボランティアを結構やっ
てる人も多いんじゃないかと思いますけど。「いや、
役所よりも、家族よりも、企業よりも、ボランティ
アがいい」って言ってくださる方がいればうれし
いんですけれど、実際にはそんな人はいません。
じゃあ、なぜ「ボランティアに来てほしい」って言っ
てくださるのか。「家族は、みんなが被災している」
「行政はパニックになっている」「企業を利用した
くてもお金がない」。仕方なくボランティアに頼むんですよね。しかも、ボランティアっていう
のは無償でしょ。遠慮してしまいがちです。
このあたりをどう考えるか。それが先ほどの関係にもつながるんですが、赤の他人に、権利と
して要求できないことを、お礼も払わずに援助を受けるって、しんどいことです。しんどいこと
なので、そんなときに普通どうするかって、普通は支援を受けることを諦めますよね。
そこで、最後、こんなことも活動の中で教えてもらったのでお話したいと思うんですが。ボラ
ンティアをする人と受ける人の関係って、実はボランティアをする人の方が、上から目線になっ
てしまいやすいんです。それをどう改善したらいいのか。それは、ボランティアに来てほしいと
言っている人がどういう人かということを考えることなんですね。そうすると、別のつながりが
できる。
ボランティアに来てほしいという人は、普通はボランティアを呼ぶことを諦めますよね、赤の
他人に、権利としても要求できないことを、お礼も払わずに援助を受けるのはしんどいから。と
ころが、ボランティアの応援を求める方は、諦められないんですね。今の状況を何とかしたいと
いう思いがあるから。ボランティアっていうのは、その「思い」に共感するんですね、「ああ、
それすごいな」って。かわいそうやからするというよりも、一緒に活動できたらいいなと思うん
ですね。そうなると共感する関係になるでしょ。「私【する人】、あなた【される人】」じゃない
んです。同じ夢を実現する仲間になるということなんですよ。
しかも、ボランティアのやる気を強めるのは、依頼する人の夢の提示の仕方とか、自発的な姿
勢なんですね。だから、ギブアンドテイクとは違う新しい人間関係ができる。このような人間関
係づくりっていうのは、たぶん皆さんが社会人になられるとき、いろんな取引先との関係でも、
行政との関係でも、同じ夢を共有できたら、すごい面白い関係ができる。たぶんボランティアっ
ていうのはそういうことを学ばせてくれる機会なのではないかと思います。最後のあたり、端折っ
てしまい申し訳ございませんでしたが、これで私の話を終わりたいと思います。どうもご清聴、

ありがとうございました。
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第２部　【パネルディスカッション】
（司会） 関西大学  学生センター副所長・文学部教授 赤尾　勝己 氏
（パネリスト） 社会福祉法人  大阪ボランティア協会  常務理事 早瀬　　昇 氏
 関西大学  社会学部教授 加納　恵子 氏
 関西大学  ボランティアセンター学生スタッフOB 北畠　知幸 氏
 関西大学  ボランティアセンター学生スタッフ 児島　七海 氏

○赤尾　それでは、時間になりましたのでこれから第 2部のパネルディスカッションを開始したい
と思います。まず最初に私のほうからパネリストのご紹介をさせていただきます。パネリストの
1人目は講演会から引き続きご登壇いただきます大阪ボランティア協会の早瀬昇先生です。

　続きまして 2人目は本学ボランティア連絡協議会委員であり、社会学部の教授を務めてらっ
しゃいます加納恵子先生です。加納先生は、社会福祉学、地域福祉論を専門とされておりまして、
社会活動としましては内閣府の障害者政策委員専門委員、大阪府男女共同参画審議会委員、また
日本障害者リハビリテーション協会の活動にも取り組まれていらっしゃいます。加納先生、どう
ぞよろしくお願いいたします。

○赤尾　3人目は、2014 年 3 月に本学を卒業されました北畠知幸さんです。
　北畠さんは、学生時代は本学ボランティアセンターの学生スタッフをされていました。大学入
学後すぐに、何となくボランティアセンターが主催している清掃ボランティアに参加したことが
きっかけで学生スタッフになられたとのことで、2011 年度にはボランティアセンターの学生ス
タッフの代表を務めておられました。本日は学生時代のご自身の活動も思い出しながら意見交換
をしていただければ幸いでございます。どうぞよろしくお願いいたします。

最後の 4人目のパネリストは、本学ボランティ
アセンターの現役学生スタッフであります児島七
海さんです。
　児島さんは現在、社会学部の 3年次生です。大
学入学前から関わっていた学習支援のボランティ
アを通して学生がボランティアに関わることの意
義や、ボランティアから社会問題に触れることの
大切さを広めたいとの思いから学生スタッフとし
ても活動を開始し、2014年11月から副代表を務めております。どうぞよろしくお願いいたします。

以上 4名の皆さまとこれからディスカッションをおこなっていきたいと思います。パネリスト
の皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。
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［今までで印象に残っているボランティア］

○早瀬　昔、『ボランティア拒否宣言』という資料を、障がい者の方が書いて、すごくボランティ
アの偽善さのようなものを突いてくる詩があったんです。そのことについてみんなで話し合った
りしていました。一線を越えて、何か援助する人とされる人というのではなく「人間同士でぶつ
かり合う」という体験ができたのが面白かったなと思います。

○赤尾　ありがとうございました。それでは加納先生、いかがでございましょうか。

○加納　早瀬さんと私、実は同世代なんです。で、自己紹介代わりにということで、印象に残っ
てる私のボランティア体験の話なんですけど、大阪の地下鉄にエレベーターを付ける運動。それ
は、私も皆さんと同じでとても初々しい学生だったときに出合いました。早瀬さんともこの運動
で共に活動しておりました。
でもね、1点、早瀬さんと違うところは、私自身が 2歳半のとき、ポリオって言ってね、小児
麻痺にかかったんです。今はもう予防接種ができ、世界でも撲滅センターができたんですよ。一
番最後に残ってたインドが大変やったんですけれども。このボランティアのタイトルは「そよ風
のようにまちに出よう」というさわやかですてきなもので、私も一緒に車いすを押して行ったん
です。そしたら、まあ段差だらけ。今みたいになかなか喫茶店も入れないというバリアフルな状
態でした。でも、あえて繰り出して行くんです。そして、地下鉄に、阪急に乗ろうとするんです
が、まず駅員さんが私たちを止めます。で、車いすを押している私のほうに向かって話しかけて
きます。私は駅員さんに「私は単なる介助者ですから、車いすに乗ってる人に話してください。」
と促します。車いすの当事者は、重度の言語障がいがある脳性麻痺の方です。駅員さんは一生懸
命聞き取ろうとするけど聞き取れない。当時の障がい者解放運動では、安易に通訳をすることは
禁じられていました。効率が悪くても「生の声に耳を傾け聞き取る努力」を求めたのです。駅員
さんの対応も様々で、時には無賃乗車を見逃したり（話し相手をすることが邪魔臭かったんでしょ
うね）、見逃さずに駅長室に連れていかれました。これが狙いです。車いすのアクティビストは、
駅長さんに「段差だらけの駅を作っておいて車いすユーザーを排除して、やっとの思いで階段を
のぼって来たんや。これでも他の乗客と同じ運賃取る気か」と議論を吹っ掛けます、しかも初め
ての人には聞き取るのが難しい言語障がいのある本人の生声を駅長さんは何度も何度も聞き返し
ながら聞き取っていきます。介助者として付き添っている学生の私は、通訳したい気持ちを抑え
て、駅長さんには本人の訴えを直に聞いてくださいと部外者に徹します。
こんな喧嘩行脚の積み重ね、団体交渉、署名運動 ･･･ といった当事者運動があって、今の交通
バリアフリー法があり、関大前駅にもエレベータが数年前にやっと設置されたわけです。
当時の福祉の目指してるところは、施設福祉が中心でした。しっかりした専門家がちゃんとし
た施設を、あるいは医療関係とかもそろえて「コロニー」っていう発想だったんですね。要するに、
一般の地域社会はバリアフルやからそこからお引き取り願って、別のところでつつがなく暮らし
てもらったらいいねっていう発想だったんです。ですが、「そよ風のように」車いすでまちに出
ていくことで、「福祉の専門家になるための勉強もいいけれども、専門家を目指すより、地域が
変わったほうが早いな」と思ったんです。そして福祉関係の道へ進むことになり、今に至るわけ
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です。
私は先ほどご紹介いただきましたように、地域福祉論という科目を社会学部で教えているんで
すけれども、「はみ出す福祉」、「生み出す福祉」といった具合に福祉を「広がっていくようなもの」
として捉えながら、地域福祉を教えています。現在の活動の原点というのがこういうボランティ
ア活動だったということです。昔々のお話でしたが、以上です。自己紹介に代えまして。

○赤尾　ありがとうございました。それでは、北畠さんいかがでございましょうか。

○北畠　私はボランティアセンター学生スタッフとして4年間、関西大学でボランティアに携わっ
ていました。学生スタッフというのは、関西大学の学生にボランティアを広めるという理念があ
りまして、自分自身ボランティアに参加する側でもありますし、ボランティアをしたい人と、ボ
ランティアを求めている行政機関、ボランティア団体、NPO法人と「ボランティアをしたい人」
をつないでいくコーディネーターという側面もあります。自分たちでボランティアイベントの企
画をして、関大生に周知をし、参加した関大生と一緒に活動するという「主催者としてのボラン
ティアの携わり方」もありました。本当に色々な携わり方をしてきました。
主催というかたちでは学内の清掃であったり、関大の図書館の本の落書き消しというボラン
ティアをやっていました。また、高槻の芥川で、胴長を着て川の中に入って外来種の草を鎌で刈
り取るというボランティアも実施しました。また、東日本大震災のときは、関西大学からバスを
出していただき、東北のほうでボランティアをしていたりとか。
ボランティアセンターの活動以外でも、近所の小学校で赤ちゃんぐらいの本当に小さい子から
2歳ぐらいまでの子と遊ぶボランティアをしていました。また、大学 4年次生のときだったと思
うんですけれど、京都で大雨による水害があったときは、南丹市のほうに 1人で原付を飛ばして
京都の山を越え、2時間かけてボランティアをしに行って、2時間かけて戻ってきてといったこ
ともしました。
一番印象に残っているボランティアを語るうえで、まず私のボランティアのルーツからお話し
ます。さっきのプロフィールにもあったんですけど、私が最初、ボランティアを始めるきっかけ
になったのは、ボランティアセンターが企画していた学内清掃に何となく参加をしたことです。
そこでいろんなことを聞いてちょっとボランティアをやってみようかなと。もともと高校のクラ
ブのときにもクラブ活動の一環として清掃活動をやっていました。運動部だったんですけれども、
部活動としてやっていまして、その活動が結構好きだったので、それに興味があって学生スタッ
フになったというかたちなんです。
一番印象に残っているボランティアは、そのルーツと関係している淀川大掃除です。今もボラ
ンティアセンターでは淀川掃除という活動をやっていると思うんですけど、私が大学 2年次生の
ときに結構大きな規模の掃除をやろうということになりまして、あのときは 500 人、600 人ぐら
いの学生を集めて淀川で掃除をしました。私がボランティアセンターの代表のときにやろうと
思って、それが最初の１回目です。そこから毎年実施しています。
最初は右も左も分からずに、いろんな人を集めたはいいものの、どう運営していくかっていう
のもわかりませんでした。自分は参加する側ではなくて運営する側だったんですけれど、500 人
という人数はすごく大人数なので、統制をとるというのも大変ですし、果たして本番がうまくい
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くのか、たくさん不安はあったんですけれど、学生スタッフのみんなで毎日遅くまでいろいろと
調整をしました。そして、当日いろんな人に来てもらって、何とか成功を収めることができました。
そのときに学生スタッフのなかでちょっと感極まって泣いてるスタッフもいまして、なかなか
ボランティアで泣くっていうようなことをそれまでしたことがなかったんで。それはただ単に達
成感というのもあるんですけれど、いろんな人が集まってくれて、自分たちの思いを共有し、掃
除をしてくれたのは、すごい感動的だという話をしていまして。私ももちろん達成感がありまし
たし、同じ 1つの思いを共有できる場だったんだなということをそこで感じたので、一番印象に
残っています。以上です。

○赤尾　ありがとうございます。それでは、児島さん、いかがでございますでしょうか。お願い
します。

○児島　今、北畠さんが全て「学生スタッフがどういうことをしてきたのか」っていうことを網
羅されたので。私は今まで印象に残ってるボランティアについて話をさせて頂きます。自分の自
己紹介のなかにもあったんですけど、私は学習支援のボランティアを大学に入る前からやってい
まして、そこを切り口に自分はもっとボランティアっていうものを広げられるんじゃないかなっ
ていうことで、学生スタッフになりました。
だから、ちょっとだけ学習支援って何なのかということも話したいし、やっぱりそれが自分の
なかでは一番軸であると同時に、存在が大きくなっているんで、そのことについて、少しお話し
します。ボランティアって困ってる人がいるから始まるなというのを思っていて、誰かが求めて
くれてるからスタートが必ずあると思うんですけど、この学習支援の背景にもやっぱり子どもの
貧困という、最近やっと新聞とかでもよく取り上げられるようになった大きな社会問題があるん
ですね。それを受けて毎週 1回公民館だったり、青少年支援施設みたいなところで、子どもたち
に学習面のサポートをしながら、実は居場所づくりという面が大きい、そんな活動をずっとやっ
ています。
先ほども早瀬先生のお話でもあったんですけど、ボランティアってすごい気軽にできるってい
うものでもありつつ、継続的にやるとやっぱり責任感が伴ってくるものだなと。で、その責任感
によってやっぱりすごい悩むんですよね。正直、別にアルバイトでもないし、お金も関わってな
いし、そんなに自分がやらなくてもいいことなのかもしれないんですけれど、その「責任感」を
伴うことによって、やっぱり得られるものもどんどん大きくなっていって。
初めて自分が 1年間丸々関わった子どもたちを見送るというか、高校生になったら学習支援は
一応終わりなんです。そのときにやっぱり感じたのは、何か自分が学校の先生になったというか、
ああ、こうやってボランティアを通して人と関係性を築いていくんだな、と。支えるというか、どっ
ちかっていうと伴走するという感じなんです。その子と一緒にずっと過ごしてきた時間っていう
ものの、やりがいとかを感じたときに、「ああ、ボランティアっていいな」と思ったし、これを
ボランティアとしてやることの意味ってすごい大きいなと感じました。そういう思いがあって今
に至ってるかなと思います。
ただ、片や、やっぱり継続性のあるボランティアだけが素晴らしいということではなくて、私
がボランティアセンターで出合ったボランティアのなかで「いいな」って印象に残ってるのは、
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大阪マラソンの給水ボランティアですね。何でこれがすごい印象に残ってるかというと、すごい
一体感が生まれてるところが好きで、ランナーの方とボランティアの人って、給水をしてる人と
走ってる人なので役割はまったく違うはずだし、大阪マラソンに参加してる目的も違うんです。
でも、その場を共有してる人たちとすごく単純に楽しめるんです。しかもボランティアをやって
る醍醐味ってやっぱり、「ありがとう」とか「お疲れさま」とかいう言葉だと思っているんですが、
そういう言葉をダイレクトにもらえて、すごいその場の一体感みたいなものを感じられるんです
ね。私はこのボランティアをやっていて楽しいなと思って、一番印象に残ってます。

○赤尾　ありがとうございます。ただ今、4名の方にお話を伺っていますと、早瀬先生と加納先生、
それから北畠さんと児島さんとの間で大きな世代的なギャップがありますね。そこで、早瀬先生
や加納先生のほうから何か若い北畠さんや児島さんに対してお聞きになりたいようなことはあり
ますか。

○早瀬　僕らのころのボランティア活動っていうのは、何というか、反体制運動的やったんです
よ、実は。会社でね、企業のボランティアしてるなんていうやつはもう絶対いません。もう隠し
てなあかん。つまり何か、まだ冷戦という時代やった。
そういう時代やったんで、社会問題に関わるって非常にネガティブっていうか、逆にそこで反
骨心が出る場合があったり。今そういうことって全然ないんだけど、ボランティアっていいこと
ですよね。そのなかで、何かむずがゆさというか、その辺はあります。それをうまいこと利用し
たらいいんじゃないですかね。

○北畠　そうですね、私は今、社会人 2年目なんですけれども、会社の人に「大学時代、何やっ
てたの」っていうふうに聞かれると、「大学時代、ボランティアの団体に所属していろいろやっ
てました」って答えるんですけれども、だいたい「すごいね」って言われるんですよ。
　ただ、私はそれがあんまり好きじゃなくて。

○早瀬　嫌やねんね、うん。

○北畠　別にそんなにすごいことをしてるわけではないので、何かそれがむずがゆいですね。昔
と逆のベクトルにすごいいってしまってるっていうのはありますね。そこのちょうど真ん中で、
自然に誰もがボランティアできるような状態が理想じゃないですかね。

○早瀬　僕らのときはほんとうに「変人」やった
んで、ボランティアをやってるやつ。

○加納　そうですね、まあ変人の 1 人というか。
ボランティアっていう言葉自体がまあ、そういう
扱いでした。
　何かこう青年奉仕活動とかがなかったんですよ
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ね。それに対して新しく「いやいや、社会活動だ」という発想が出てきた。みんなはそういう世
代で、われわれのころはちょっと萌芽期というか。
　ラジカルな時代だったんですけど、今の人たちにも、何というか、やっぱりボランティアの「や
る気・世直し・手弁当」っていうところは引き継いでもらいたいなっていう気持ちはあります。
だから十分引き継いでおられるというのはうれしく思いましたけれど。

○赤尾　ありがとうございます。そういうことで、最初のこのテーマでございますが、「今まで
で印象に残ってるボランティア」というところで自己紹介を兼ねてご紹介いただきました。そう
いう意味での世代の違いみたいなものから、ボランティア活動というのが市民社会のなかに完全
に浸透していったことで、もともと持っていた反体制的なとか、ラジカルだとかいったものがだ
んだんと薄まっていった。それが社会のなかにうまく取り込まれていったというか、そういう状
況のなかに今、若い皆さんたちはいらっしゃるということなのだと思います。

［今後チャレンジしたいボランティア］

○早瀬　ボランティアは社会のなかである程度「そんなんあるわな」っていう感じになってきて
いるし、最近はソーシャルであることって企業にとってもすごい重要なことですよね。「社会的
にいろんなことしてます」ということが、すごい企業のなかでも重要になっていて。
ボランティアの意欲っていうのは、やる気があるからできるのではないんです。できるから、
やる気があるんですよ。これはあらゆることがそうなんですけどね。ボランティアに限らず、勉
強でもそうですよ。勉強する、やる気がある人が勉強できるんと違う。勉強できるから、勉強す
る気になるんです。これは 40 年ほど前にエドワード・デシという人が発見した、心理学上の知
見ですね。内発的な意欲というのはどういうふうに生まれるか。それは達成感なんですよ。達成
感が意欲を高めるんです。だから、意欲があるから達成感ができるのではない。逆なんですよ。
だから、できる体験を、どんどんつくっていくとおもしろいんではないかなと思います。

○赤尾　ありがとうございました。加納先生、お願いいたします。

○加納　はい。「今後チャレンジしたいボランティア」ということなんですけどね、先ほど初々
しい学生時代の話をしたんですが、もうちょっとここに至るまでが長い歴史、人生があるんです。
皆さんにとっては学生の次ですね、スタートは非常勤講師として大学で教えたり、それから結婚・
出産し、振り返ってみるとですね、何て言うか、生活に応じたかたちのボランティアを自分のな
かで工夫して続けてきたというのがあるんですね。
さっき「頼む力がつながる力や」という話もありましたけれど、核家族態勢で子育てをすると
きに頼む力がないと大変なんですよ。まず首がすわらない赤ちゃんを片手でどう抱くかみたいな
ね。新米の母親ですから、地域、近所のベテランのばあちゃんたちに、SOSを出すんです。そう
すると、「うちの息子には近所にばあちゃんができて」というような状況になるわけです。一方で、
保育園とのつながりで、子どもの読み聞かせの会のようなことが地域ではじまるわけですね。
こうした地域のつながりが子育てを楽しくする。まじめに 1人で一生懸命、「よいお母さん」
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をやっていると、窒息しますね。孤立したりすることもありますし。そういう意味では、やっぱ
りボランティアというのは、その生活を広げていく。風通しをよくしていくっていう効果があり
ます。そうやって私も国際交流関係や、ホームステイの受け入れなど、その時々に合わせたかた
ちの様々なボランティアをやっていました。
皆さんもそれぞれの世代、それぞれの生活、そういったなかからボランティアの面白さってい
うのを味わってください。一度味わったら、忘れられないというものとして関わってもらえたら。
シニア世代の私としての今後のチャレンジは、学生時代から好きだった「アート」を通して多様
な人が繋がれる活動を「マイ地域」で生み出していきたいなと夢見ています。

○赤尾　ありがとうございます。それでは、続きまして北畠さん、いかがでございますでしょうか。

○北畠　はい。社会人になりまして、やはり学生のときに比べると、自分の自由に使える時間が
少なくなってきて、なかなかできてないのが実情です。ただ、今、サラリーマンをしながらもボ
ランティアをされてる方はたくさんいるので、何とか自分の時間をうまくつくって、何かできた
らいいなと思います。
あとは、会社でも、「会社として」ボランティアをやっていくっていうものがありまして。強
制ではないんですが、今そういうところが多いと思うんです。私もそういうものに参加できたら
いいなと。で、先ほど紹介のときに言っていただいたんですが、今、私は自転車のメーカーに勤
めていまして、自転車の営業をしています。会社のボランティアとして、会社が大阪の柏原市に
ありまして、その柏原市にある児童養護施設の子どもたちの自転車をボランティアで直してあげ
るという活動をやっています。
私はまだ機会がなくて参加はできてないんですけれども、この活動はうちの会社は自転車の
メーカーで自転車の知識を持った人がいるからできるボランティアです。なので、社会には誰で
もできるボランティアが色々ありまして、それも大切ですし、面白いんですけれども、ちょっと
自分だからこそできるボランティアを考えてみていて。まあ自分にしかできないっていうのは言
い過ぎですけども、自分が自転車のメーカーに勤めているから、自転車に対するボランティアが
できる。
私は今、枚方市に住んでるんですけれども、枚方市にはこういうボランティアがあって、例え
ば奈良に住んでる人はなかなかしにくいけれど、枚方に住んでいるから私はそのボランティアに
気軽に参加できるとか。ここにいる皆さんは学生の方が多いと思うんですけれども、学生で平日
に時間があるからこそできるボランティア。逆に平日は仕事だけど、土日にできるボランティア。
自分の今の社会的なポジションであったり、生活するうえのパターンであったりを考えてみて、
自分に合ったボランティアというのを探してみる。
それをやると、自分と社会で必要とされているボランティア、自分の好きなボランティアとの
マッチングっていうのは、そこをちょっと意識するとうまくいんじゃないかなと思ってるんです。
今の学生の皆さん、例えばそういうことを考えみて、地域性であったり、生活様式であったりっ
ていうのを考えることができたら、ボランティアの芽も広がるんじゃないかなと思います。

○赤尾　ありがとうございました。地域性であるとか、仕事の中身であるとか、そういったとこ
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ろで自分でやれるボランティアをやっていきたいということですね、はい。それでは児島さんお
願いします。

○児島　はい。今言おうとしてたことがかぶっちゃって、うわって横で思っていたんですけど。
最近ちょっと、子どもに関するボランティアっていうか、支援をしている団体さんを見る機会が
たまたまありまして。そこで本当に自分が知らなかったボランティアを知りました。例えば、双
子の家庭を支援するボランティアっていうのが今あるんですよ。しかもそれ、学生さんのボラン
ティアです。
どういうことに関わるかというと、双子の家庭の親御さんが集まる会があるんですが、で、そ
の会の間保育みたいなかたちで双子の子どもたちと関わっているボランティアがあったりだと
か。あと、地域でおじいちゃんがよく将棋をしていて、その将棋クラブに小学生が来て、そこに
将棋が好きな大学生がボランティアとして入るだとか。何か子ども 1つをとっても、関わり方っ
て本当にいろいろあって。他には散髪ボランティアとかもあるんですね。
だから、自分が好きな子どもと関わるボランティアは何だって思ったときに「ああ、学習支援だ」
みたいな感じがあったんですけど、今はすごいいろんなことがあって。自分が好きなことを生か
せるボランティアというのが本当に今幅広くできてるので。今後チャレンジしたいボランティア
というくくりで、ロビーワークボランティアというのも挙げてたんですけど、正直、本当にいろ
いろあり過ぎて、どれもやりたいなみたいな感じで思ってるので。まずは自分が好きなことが何
かって考えるところから、はじめてみたいというふうに思います。

○赤尾　ありがとうございます。児島さんからは子どもに関するボランティアをやっていきたい
というお話でした。ここでまたちょっとね、4名のパネリストの皆さんたちの間での話なんですが、
先ほど早瀬先生のほうからアメリカでは週末 3時間で完結するような、そういうボランティア活
動があるというふうにおっしゃいましたね。
こういったものがある背景というのは、やっぱりアメリカ社会の、日本の社会との違いなんだ
けども、アメリカはやっぱり教会活動、そういったものがやっぱり背景としてあるということで
しょうか。

○早瀬　宗教は関係ない。宗教がもしも関係あるなら、ポーランドなんかもっと活発ですよ。宗
教じゃない。あの国は、政府が嫌いなんですよ。政府に管理されるんやったら、自分らでするっ
ていう、そういう国ですね。宗教心だったら、イ
タリアのほうがもっと活発だと思いますけどね。
宗教性と市民活動の参加度との間に相関関係がな
いという。
逆に日本人は結構宗教心がないようであるよう
な世界ですから。要は、ボランティア活動ってい
うのは自分らで自分らの社会をつくるということ
ですよね。
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○赤尾　なるほど。はい、ありがとうございます。加納先生のところでも、子どもっていう話が
ありました。あとの北畠さんの場合もそうでしょうし、児島さんでもそうですけど、今、子ども
の育ちということがとても私にとっても重要なテーマになりつつあると思うんですね。子どもた
ちの遊びとか、メディア環境のなかで「生の自然」に触れられないとかね。そういうなかで子ど
もはこれからいったいどうなっていくんだろうかという、そういう何か危機感というものが若い
皆さんたちの間にもあるのかもしれませんね。その辺のところを、ボランティア活動を通して子
どもたちのこういう部分を何か伸ばしていければというものがあったら、ちょっとお伺いしたい
んですが、いかがでございましょうか。加納先生からお願いします。

○加納　若い世代、特に子どもはね、やっぱりお兄ちゃん、お姉ちゃんのことが大好きですから、
そういう意味でどんどん色々な面白いことを企画していったらいいんだろうと。楽しんでたら、
集まってくるっていうのがあると思うんです。ただ、先ほどね、児島さんが言われたように、やっ
ぱり子どもの貧困と言われるような、家庭間での格差ですよね。恵まれた家庭で、関西大学へ来
てる皆さん、まあまあ恵まれた家庭でっていうことを自覚されてるのかと思うんですけれども。
ただ、やっぱり、さっき言われたように、自分たちの社会のなかにいる。そうやってしんどい
子がいる、しんどい人がいる。自分もその社会の一員だという意味では放っておけないですよね。
特に子どもっていうのは、何も自己主張を言えないですよね。子どもの権利で認められるように
なってますけれども、現実的には難しい問題があります。どんなことでも楽しくとにかく遊ぶ、
解放してあげる。そういうことが大事かなと思います。

○赤尾　ありがとうございます。北畠さん、先ほど子どもたちにボランティアとして自転車の修
理ということだったですね。何かそのなかで得られたようなことはございますか。

○北畠　会社としてボランティアで小さい子の自
転車の修理をやってるんです。僕はまだ参加した
ことはないんですけれど、同期の社員が参加して
いるんです。自転車を直すということで子どもの
ところに行ってるんですけれども、修理自体はす
ぐに終わって、あとの時間は結構遊んでるらしい
んですね。自転車を直してくれるのもうれしいん
ですけれども、一緒に遊んでもらえる。先ほど加
納先生がおっしゃられていましたけれど、お兄ちゃんお姉ちゃんと遊んでもらうっていうことは、
すごい子どもが喜ぶんですね。
そこの施設も児童養護施設で、家庭の事情で預けられてる子が多いので、余計にそういうこと
がうれしいんです。で、色々な子どもと関わるボランティアっていうのがあると思うんですけれ
ども、そこで大人の、年代が近めの大人、高校生、大学生と遊ぶことで、子どもたちが大きくなっ
たときに下の子に何か遊んであげたり、そういう活動に参加していったりとか、まちで見掛けたと
きにその子を思いやる気持ちであったりというのが育まれていくのじゃないかなと、すごく感じ
ています。
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そのボランティアに行っている同期も、遊ぶこと自体も楽しいことであって、何かあんまり「ボ
ランティア」って堅苦しく考えなくても、「近所の子どもと遊んでいく」ということが、地域社
会とか、その子にとっていいことではないかなと感じているようです。

○赤尾　ありがとうございます。ボランティア活動を通して、自分と違う世代の人たちと関わる
なかで、子どもたち自身が何か生きる力というのを育んでいける、そんなきっかけになるのかな
と思いました。児島さん何か 1つ、最後にお願いします。

○児島　はい。なぜ、子どもに関わるボランティアに学生ボランティアが必要なのかってことな
んですよ。何でここまで若い人が求められるのかっていうことなんです。会場のみなさんに聞き
たいんですけど、皆さんの多くは学生さんじゃないですか。社会人の北畠さんみたいな人もいる
わけなんですけど、「学生の今、自分はもう大人だ」と思う人はおられますか。「私は一人前の大
人だ」みたいな。ああ、おられないですね。
たぶんこういうことだと思うんですよね。子どもたちと近く遊べる、心はまだ大人じゃないと
いうか、成人はしているけれどとか、子どもたちにとっては、すごく身近なモデル。だから、す
ごく絶妙なんですね。絶妙だと思うんです。でも、小学生や中学生ほど、責任感がないというこ
ともない。ほんとうに絶妙な人たちだからこそ求められていて。そして、すごい自分たちにも返っ
てくるものが大きくて。だから、子どもに関わるボランティアってやっぱり大学生が関わるべき
ですし、そこにまた地域のおっちゃん、おばちゃんとかが入ってくると、すごい豊かな地域にな
るなっていうのはすごく感じています。

○赤尾　ありがとうございます。今日ここにいらっしゃる方のほとんどが学生の皆さんですけれ
ど、そういう若い世代の皆さんたちと子どもとの関わりというのは、そのなかで育まれるものと
いうのは、皆さんにとってもいいものになってくるかなと思います。昨日の新聞にも出ていまし
たけども、子どもの引きこもりについての全国調査をいよいよ政府がやるというようなことにな
りました。そういうことで、子どもの生活のあり方みたいなものが、これから明らかになってい
くると思います。

［ボランティア活動の意義］

○早瀬　ボランティア活動に学生のときに関わったおかげで大人になれました、みたいな話なん
ですけども。たぶんね、さっきの障がい者の方々と接して、そこですごく学んだ話がありましたね。
つまり、助け合いっていうのは、助けられる人がいないと助け合いは成立しませんからね。助け
られることってすごい大変なんですけどね。
助けられるというのは、自分が SOS を出せることじゃないですか。SOS を出せないと、何が
起こるかというと、孤軍奮闘なんですよね。何かその自分の悩みを外に出すことって、なかなか
難しいんですよね。まじめな人ほど、その辺が厳しい。あとは、人に何か弱みを出すことが人格
的に弱い存在であるかのごとく言われるような雰囲気がありますね。そういうことじゃないんだ
よねっていうのを、うまくボランティアを通してつかんだのが本当によかった。それはつまり、
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いろんな人と出会うからなんだけども。

○赤尾　はい。それでは加納先生。

○加納　私の思うボランティア活動の意義っていうのはね、まず自分の経験から申し上げると、
ボランティア活動として自分が車いすを押してたんですね、まだ元気だし。片手ではあるんです
けれど、まあまあ押された人は不安だったかもしれないんだけれど、駅の階段の下で、忙しく上
り下りしている人を止めて、「ちょっと手伝ってください」って言うわけですね。
そうした活動のなかで私は当事者の方からものすごく怒られたんです。手伝いに行ってて叱ら
れるという。どういうことかっていうと、「あなたは障がい者としての自覚が足りない」って言
うんですね。 「健常者ぶって、健常者社会のなかで頑張ってええ格好してる。障がいを克服した
ように」私は確かに頑張って生きてきてたんですよ。何でも挑戦するっていってね、高校のとき
は卓球も頑張ってやったんだけれども、よう考えたら、やっぱり自分の障がいのある人としての
アイデンティティー、障がいを自分の個性の１つとして含みこんだ自分らしさ、そういったもの
に改めて出会えたのが、その人たちのおかげだったんです。これまでの自分がいったん否定され、
新たな自分に再構築されていく。
つまり、私の場合「当事者であるという自覚」が自分らしさを育てた、ボランティア活動が自
分を変えるチャンスを与えてくれます。
ボランティア活動はせまい福祉というより広く市民活動ととらえたほうがいい。で、市民って
いうのは吹田市民やからっていうので市民かっていうと、そうじゃない。市民活動っていう意味
での「市民になる

4 4 4

」っていうのは、やっぱりそういう意味で、意図して「やる気・世直し・手弁当」
というようなね、やっぱり社会のなかでの一員であって、この社会をよくしていく、変なことが
あったら、おかしいなと思ったら変えていく。そういった市民なんですよね。
パリで大変なテロが起こってます。それに関しては、フランスの同化政策のことが問題になっ
ていますけれども、今やっぱり大変なのは、排除されている若い世代の移民の人たちの不満がそ
の社会に対してああいうかたちですごく過激化して暴動になっていると言われていますね。
そういう意味で、ボランティア活動という社会経験が社会のメンバーになる、つまり包摂され
るわけです。特に若い世代、社会人になっていく、まあ卒業したら自動的に社会人って言うんで
すけれど。よく考えたら、会社人かな。それから縁があって結婚したら家庭人。で、家庭人と会
社人しかないんかなって。会社と家庭の間にやっぱり市民として、地域の住民として何かする、
つまりボランティア活動のようなものをする。そうするとすごく、生活が豊かになるというかお
もしろなってくるという話です。はい。

○赤尾　ありがとうございました。加納先生からはその活動を通して自分がこう変わって、その
なかで自分らしさというのが見えてくるという。最終的にはシチズンが、市民がという、そういっ
たお話でした。それでは、北畠さんいかがでございますでしょうか。

○北畠　ボランティア活動の意義ということなんですけれど、僕はどうしてもボランティアセン
ターの学生スタッフとして活動をした期間がほとんどですので、学生ボランティアの意義ってい
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う話になってきます。
ボランティアを求めてる側にとって、学生というのは、時間が比較的余裕があって。で、やっ
ぱりボランティアも高齢化している、ボランティアをする側もされる側も、高齢化しているとい
うところがあると思うんですが、若い人はやっぱりパワーがあるんですね。ただ行ってお話する
だけのボランティアとかも行ったことがあるんですけれど、そこに行っただけでも、「若い人が
来てくれて、パワーをもらってうれしい」っていうのを言ってくれたりという。ボランティアを
求めてる側にとっては、学生ボランティアって行くだけでもメリットになることがあるというこ
とを学生時代にすごく感じていました。
で、ボランティアをやる側の学生にとっての意義っていうとちょっと難しいかもしれないです
けど、いろいろとやっぱり得るものがあります。色々な自分の見識が広がったり、交友関係が増
えたり、自分のスキルも磨かれます。学生時代を振り返って、学生ボランティア側でも運営する
側でも、僕が一番いいなと思うのは、色々な人とすごくコミュニケーションを取れることですね。
まあボランティアの種類にもよると思うんですけれど、学生時代、どうしても同年代の人とのや
りとり、会話、コミュニケーションを取ることが多いと思うんですが、ボランティアって本当に
色々な種類があって、0歳の子から、おじいちゃん、おばあちゃん、障がいを持った人、いろん
な人とボランティアというなかで僕も関わりを持たせていただきました。
やっぱり社会に出ると、仕事上で色々な人とやりとりをしたり、コミュニケーションを取りま
すが同年代より、圧倒的に上の人や、違う年代の人のほうが多いんですね。学生時代は、なかな
かそういうコミュニケーションを取る機会がないと思うんですよ。あっても、アルバイト先の先
輩や、社員の人。そういったなかでいろんな人とコミュニケーションが取れないところを、ボラ
ンティアをやることで学生のうちにそういった機会を得られるというのは、学生ボランティアを
するうえでいいところだなと思っています。

○赤尾　ありがとうございました。コミュニケーション能力とか、そういったところが大きな意
義だということですね。それでは児島さん、お願いします。

○児島　このテーマをもらったときから、本当に自分のなかでいろいろ考えていて、はい。で、「1
個、これや」と思って出たものがあるんです。私がボランティアをする理由は「人がいるから」っ
て書いたんですよ。でも、よくよく考えると、これ最近、関大のポスターに「関大には、人がい
る」ってあるんですよ。かぶってて、どうしようって思ったんですけど、でも、本当にボランティ
アっていうのは、人だなって。よくも悪くも人だなって思っていて。環境を汚すのも人がいるから、
そうなってしまったら、だからボランティアがいるし。困っている人がいるからボランティアが
いるんですよ。動物が「助けて」って絶対に言わないし。本当にボランティアをきっかけにして、
この大学生活のなかでもう本当にたくさんの人に出会ったなって今でも思うし。
先ほど早瀬先生が「みんな変」っておっしゃってたんですけど、本当にボランティアに関わっ
ている人は変な人が多くて、そうじゃない人ももちろんいるんで、気を悪くされたら申し訳ない
んですけど、本当に変な人が多くて。
ボランティアセンターの活動をしてるなかで、団体のなかでもやっぱりあると思うんですよ。

「こいつ、よう分からへんな」とか、何かKYと言われる人、いませんかね。分からないけど、
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KYって言われる人ってたぶん、排除されると思うんですね、「この人は普通じゃない」というか。
でも、ボランティアだと関係なくて、誰がどんな特性とか、どんな性格であろうと、誰もが誰か
のためになれるというところが、すごいボランティアっていいなと思って。
ボランティアセンターのなかで私は一度、1年次生のときにですね、学外でボランティアをし
ている人たちだけが集まっているフォーラムがあったんですけれど。そこで、どこの大学のどな
たか忘れたんですけど、こういう感じのパネルディスカッションのときに「ここにいる人たちは
みんな変人です」って言って、ホワイトボードみたいなんに出されて。すごく、私はそれを聞い
たときに「何てことを言うんや」と思ったんですよ。すごく自分のなかでは意義あることをして
いるのに、変人って言われるんだと思ったんですけど。よくよく聞いてみると、「変人というのは、
変わってる人じゃなくて、変えていく人だ」と言われたときに、「ああ、すごいそうやな」と思っ
て、「ボランティアってみんな、【変えていく人】なんやな」っていうのが、私はずっと軸として
あって。だからこそ、変えていく人たちの集まりかなって。
ボランティアをするっていうのは、人がいるからで、その人っていうのはどんな人かって言わ
れると、変わってる、変わってると言われる。まだボランティアをしたことがない人たちから見
ると、「あの人たち、変わってるな」って思われる人たちの集まりかなと思うんですけど。まあ
人がいる限り、私はボランティアに関わっていたいかなって思います。

○赤尾　ありがとうございました。児島さんからは「ボランティアは人なんだ」って、「みんな
変わってるんだ」ということです。変人なんだけど、その「変人」っていうことは単に変わって
るということじゃなくて、「変えていく人」なんだという非常に面白いお話だったと思います。

［10年後の関西大学ボランティアセンターの理想像］

○早瀬　最低でも関西大学の残りの 3キャンパスに当然ボランティアセンターが設置されている
こと。それから、できれば専任のボランティアコーディネーターが配置されてるという状況です
かね。そういうのはぜひとも目指して欲しいですね、はい。

○赤尾　貴重なご提言、ありがとうございます。

○加納　今でもね、これだけ、学生スタッフさんというのかな、運営ボランティアの方が多くい
るので、ボランティアセンターの運営を、もっともっと学生主体で行って欲しいです。もちろん
職員さん、本当に熱心でサポーティブやと思うんですけど、それはあくまで脇としてですね、主
体は皆さんです。もっともっと伸び伸びといろんなことを企画して楽しませてください。

○赤尾　ありがとうございます。それでは北畠さん、お願いします。

○北畠　ボランティアに関する報道などいろいろ聞くなかで、これは賛否両論とか、いろんな考
え方の方がいらっしゃると思うんですけれども、将来的に一番いいのは「ボランティア」という
言葉がなくなること。みんなが自然にボランティアを意識せずにやるっていう社会が一番いいん
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じゃないかっていうのをよく聞いて、僕もすごいそう思うんですね。ですので、ボランティアセ
ンターがなくなってしまうのが、一番いいと思うんですよ。
ただ、それが 10 年後ってなるとなかなか難しいと思います。50 年後、100 年後もあるかもし
れないし、なくなってるかもしれない。ただ、そのボランティアっていうのをみんなが意識せず
にできるぐらい、そういう考え方が浸透できるような礎をこの 10 年間にもっともっとボランティ
アを広めるということで築いていってほしいと思います。

○赤尾　本当に極めて逆説的な話ですね。ボランティア活動が盛んになることによって、ボラン
ティアセンターが必要とされなくなるような、そういうことになってくるということです。はい、
それでは児島さん、お願いします。

○児島　また自分の話になるんですけど、2015 年の８月に私は、ボランティアセンターから離れ
てました。その間に、学習支援だとか、子どもに関するボランティア団体さんとかにいろいろ見
に行ったりしていました。そこで実際に話を聞いたんですけど、出てくる話ってだいたい「どう
したら学生がボランティアに来てくれるんだろう」とおっしゃっている方がすごく多くてですね。
何かそれを踏まえて、自分は 9月になってボランティアセンターに戻ってきたんですが、やっ
ぱり「ボランティアをしたい」と思ってる学生さんと出会うんですよ。何かそのときに「ああ、
つながってないやん」と思って、何かボランティアセンターの重要性を肌で感じて、「何してる
んやろう」と思ったんですね。
やっぱり思うのは、もうこの 10 年後、今までは結構体験ツアーだとか、そういうことを軸と
して、学生、関大生、自分たち学生やから「関大生にどうしよう」っていう、「関大生へ」とい
う軸で取り組んできたと思うんですけど、10 年後は大学生、関大生だけを見てては駄目だって
いうふうに今思っています。だから、ボランティアセンターがどうあるべきかをボランティアセ
ンターのなかで考えているっていう時期はもう、関西大学のボランティアセンターでは終わった
かなと思っていて。
あともう 1点、何か、最近どんどん「こうじゃ
ないか」みたいなところで人って動いてるんだなっ
てすごく思うんです、自分も含めて。何か「この
ボランティアってこうじゃないか」とか、「ボラン
ティアをしたことがない学生さんってこうじゃな
いか」とか、「学生スタッフって、ボランティアセ
ンターってこうじゃないか」といったように。でも、
そうじゃなくて、どんどん向き合っていかないと
いけないなと思っていて。特にやっぱり学生スタッフって、学生ですし、立場が難しくて。正直
よく思っていたのは、「学生らしくって何やねん」って思ってたんですよ。すごく抽象的だなと思っ
ていて。さっきも、自分でもよく思っているんですけれど、「いいね、若い人たちは」みたいなことっ
て、「若い人やから何があるんやろう」とかいろいろ思ってたんですけど。
やっぱり、目の前にいる人たちと向き合えることが、私たちのできることだなと思っていて。
それが学生さんだったり、たぶん地域の方だったり、職員さんだったりするんですけど、このボ
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ランティアセンターに関わる、構成してる 1人 1人が、「今、目の前にいる人が何を求めてるのか」
とか、「困りごとは何なのか」とか、「こうじゃないか」ということで終わらすんじゃなくて、実
際に向き合ってほしいし、向き合い続けてたら、それはやっぱり市民社会と言われるところにも
つながるんじゃないかなと思って。だから、もっと 10 年後にボランティアセンターは人を大事
にしてて、その出会いから生まれる何かに喜びを感じられる団体であってほしいなと、はい、思っ
ています。

○赤尾　ありがとうございました。皆さまいかがでしたでしょうか。今日、限られた時間ではあ
りますが、このパネルディスカッションのなかで、大きく 4つのテーマについて 4名の皆さんか
ら話をいただきました。常日ごろ、私自身もボランティアセンターの研修や、そういったものに
関わっておりますけども、本当に本学の学生さんたち、このボランティアセンターに関わってる
学生の皆さんたちは、素晴らしい学生だなって私自身も思っております。
これからも、どうかこうした場というものを学内にまずは広げていただきたいと思います。そ
して、いずれ皆さんが今度は卒業された後、今日はOBの北畠さんがいらっしゃってますけども、
卒業した後も、社会人になってからもですね、どうかこのボランティア活動を続けていただけれ
ばというふうに思うわけです。
実は私は「生涯学習論」という研究テーマをもっています｡ 私の専門の研究領域ですけども、
OECDという経済協力開発機構の 2000 年代の調査によりますと、学歴が上がれば上がるほど、
つまり大学の卒業者が多くなれば多くなるほど、逆にCSE（Civic and Social Engagement）、要
するに「市民的、社会的関与」という、社会に対するボランティアを含めたそういった関与とい
うものの率が低くなっていくという「参加のパラドックス」という現象が、実は指摘されています。
これは本当に意外な結果ではあるんですが、どうかここでのボランティア活動を関大だけのな
かにとどめるんじゃなくて、先ほど加納先生や早瀬先生もおっしゃったように、それを今度は社
会に出てからも、一市民としてですね、できるところからやっていくということを期待をしたい
と思います。
司会の不手際で時間のほうがちょっと超過してしまいましたが、これをもちましてパネルディ
スカッションのほうを終了させていただきます。パネリストの皆さん、どうもありがとうござい
ました。

連携事業

活動イメージ
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連携事業

活動イメージ

環境保全活動及び連携事業
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ᴮǽʦʳʽʐɭɬͶ᮷ʎɬ˂ ᵻࡺોʦʳʽʐɭɬᵻ

2007 年 5 月 11 日に市民団体である、淀川掃除に学ぶ会の
会長が来室され、同会が毎月第 1日曜日に実施している淀川
掃除のボランティア募集協力依頼を受けた。かねてからボラ
ンティア体験ツアーの実施を検討していた学生スタッフが
2007 年 8 月 4 日、ボランティアセンター職員と共に活動に
参加し、これを一般学生に対して行う「ボランティア体験ツ
アー」と位置づけ、以後継続して実施している。

参加者数は、2016 年 3 月には累計 5,900 名となった。関大
生にとって「気軽にできるボランティア」として親しみのあ
る活動として定着している。2011 年 1 月 21 日には、当セン
ター学生スタッフが国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務
所長より「淀川サポーター」として認定された。淀川サポー
ターとは、淀川サポート制度の下、淀川河川事務所が管理す
る一定区間で活動していること、且つ定期的に環境保全整備

活動を行っている団体に対して認定される制度である。また、この認定を受けたこと、本事業が
2011 年度で 5 年目を迎えた記念として、この年から本学と
連携協定を締結しているミズノ株式会社及び体育会本部等の
協力を得て「淀川大掃除～みんなの力で輝く淀川～」を開催
しており、2015 年度は 2 月 28 日（日）に 5 回目を行った。
当日は、約 600 名が参加し、社会人の方や併設校の生徒も参
加し、普段かかわることのないたくさんの方とかかわる機会
になり、参加者にとってよい経験となった。

ᴯ  Ȍ܌ᓦᅇஓᮓరˁᩜᛴڒ٥ޙ۾ᣵଆ̜ഈȍ

  飛鳥光の回廊  
本学では「明日香村と関西大学との地域連携に関する協定」に基づき、2006 年から 2010 年ま
での 5年間、学生ボランティアが飛鳥川における河川敷の環境保全及び景観改善を目的としたボ
ランティア活動に取り組んできた。
明日香村から発展的な事業として、明日香村が毎年開催してきた「飛鳥光の回廊」に、新たに
学生ボランティアの協力を仰ぎたい旨、本学の社会連携センターを通じて依頼があり、2011 年
度より本事業に参加している。
初年度は、当日のみ参加し、明日香村の方が予め考案した
デザイン図を基に、灯篭を並べ点火する形であったが、2012
年度より、企画の段階から学生が本事業にかかわり、明日香
村の方と一緒にデザイン図を考える形に変更し、よりやりが
いや達成感が感じられる活動になった。
本年度は、8月 29 日（土）・30 日（日）に開催され、一般
学生 26 名、学生スタッフ 30 名がボランティアとして参加し
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た。参加した学生たちは、「1日目は雨天のため点火できな
かったが、自分たちが考えたデザインに沿って灯ろうを並べ
ることが楽しかった」「来場者の方と話したり、デザインを
褒めていただいてうれしかった」という声があり、学生にとっ
ては有意義な時間を過ごせた様子であった。

  明日香村景観事業   ʤඈௗҰ੪ਗ਼ɾࡩࢁ২ۀࣄʥ
明日香村は、数々の日本の歴史的遺産を保有する地域であ
り、関西大学は、1972 年の高松塚古墳の発掘に故網干名誉
教授（明日香村名誉村民）など、明日香村と長きにわたり親
密な関係を築いている。そして、2006 年、あらためて地域
連携に関する包括協定を結ぶに至った。
2006 年、明日香村は村制 50 周年を迎えるに当たり、2006
年 11 月から 3年計画で明日香村村制 50 周年記念「花桃」記念植栽を地域連携事業の一環として、
本学と連携を深め、学生ボランティアの依頼を受けすでに 9年間がたち、明日香村の中心を流れ
る飛鳥川一斉清掃や、川沿いの草刈りなど数々の連携事業に参加してきた。2015 年度は、3月 6
日（日）に飛鳥川一斉清掃が実施され、一般学生 1名、学生スタッフ 8名が参加し、地域との連
携の一端を担うボランティア活動を行った。

ᴰ  Ȍࣈ᩸۾ˁᯚ഼ࢍˁÎÐÏศ̷ᓳࡺϘഒȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  ミズヒマワリ駆除活動  
2008 年 5 月 16 日に、当センターが防災関連行事で連携し
ている大阪府茨木土木事務所とNPO法人芥川倶楽部が来室
され、高槻市や市民団体も共同して取り組んでいる芥川（高
槻市）の「ミズヒマワリ駆除活動」のボランティア募集協力
依頼を受けた。
特定外来生物であるミズヒマワリは、非常に繁殖力が強く、
駆除活動を行わなければ川一面に繁殖して生態系を崩し、河川環境を破壊する。
学生スタッフが行っている「ボランティア体験ツアー～淀川掃除ボランティア～」では淀川の

環境を守り、淀川が流れ込む大阪湾の環境を守ることを目標
としているが、淀川の支流である芥川の環境を守ることは淀
川の環境を守ることにも繋がる。その想いから、学生スタッ
フは「ミズヒマワリ駆除活動」への参加を決め、以降継続し
て参加している。7年目を迎えた 2015 年度は 12 月 5 日（土）
に実施され、一般学生 4名、学生スタッフ 5名が参加した。
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  アユの産卵場所の整備活動  
2011 年度より、高槻市からの紹介で、NPO法人芥川倶楽
部の活動である「アユの産卵場所の整備活動」に学生スタッ
フが参加している。
本事業は、講師の方にアユの生態系や産卵場所の整備につ
いて詳しく説明していただき、環境問題について考えるよい
機会となることから、学生スタッフ企画の「ボランティア体
験ツアー」として実施している。10 月 17 日（土）当日は、

胴長靴を履いて川に入り、スコップやトンボなどでアユが産卵する場所の整備を行い、一般学生
13 名、学生スタッフ 8名がボランティアとして参加した。

ᴱ  ȌࢍيͶȈࡺᘬȻᓹɥަɞ͢ȉȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  蛍の観賞会  
2011 年１月に、学生スタッフが国土交通省近畿地方整備
局淀川河川事務所主催の「淀川サポート制度意見交換会」に
出席し、その際に高槻市市民団体「新川姫蛍と花を守る会」
の代表より声をかけていただいたことをきっかけに、かかわ
ることとなった。
当該団体は、高槻市の新川に生息する姫蛍の保護活動を中
心に活動する団体であり、姫蛍は大阪府で絶滅危惧種に指定
されていることから、毎年「蛍の観賞会」を開催し、観賞者に対して啓発ビラを配付し、環境問
題について考えてもらう機会としている。

学生スタッフは一般学生に、ボランティアとして「蛍の観
賞会」の運営スタッフとしてかかわることで環境問題につい
て考えてもらいたいという想いから、学生スタッフ企画の「ボ
ランティア体験ツアー」として、当該団体の活動に参加して
いる。
5月 23 日（土）当日は、ボランティアとして一般学生 23 名、
学生スタッフ 10 名が集まり、姫蛍の啓発ビラ配りや、観賞

会に彩りを添えるために灯ろうを並べた。灯ろうの配置については、事前に参加学生がデザイン
を考え「かがやけ☆ホタル」という文字に決定しデザイン図を基に設置した。

  花植え活動  
本活動は、市民団体「新川姫蛍と花を守る会」と庄所地
域連合自治会が毎年実施しているものであり、この活動に
2012 年度からボランティアセンター学生スタッフが関大生
に対して行う「ボランティア体験ツアー」として位置づけ、
三者協力のもと実施している。11 月 15 日（日）当日は、一
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般学生 1名、学生スタッフ 9名が参加し、学生が立案した花
植えのデザイン図を基に、チューリップ・パンジー・ビオラ・
スノーランドなどの球根や苗を地域の方と一緒に植えた。
参加学生からは、「地域の方と色々な話をしながら活動で
き、非常に有意義な時間を過ごすことができた」「地域の方
に来てくれてありがとうと言われたことがうれしかった」な
どの声もあり、ボランティア活動の良さを感じてもらうこと
ができた。

ᴲǽɲɽɷʭʍʡᤆӦ

身近なことからできる環境保護・国際協力活動として、2008 年 7 月からエコキャップ運動を
開始した。
エコキャップ運動は、NPO 法人「e-kotonet」などが中心となり行っている活動で、現在は
一般社団法人イーコトキャップが回収を行っている。エコキャップ運動協賛企業がペットボト
ルキャップを回収し、リサイクルすることによって得た利益（キャップ 400 個で 10 円）を認定
NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会」へ寄付するというものである。
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会」への寄付金は、20 円につき 1人分の
ワクチンが支援先の子どもたちに送られる。
当センターは、2015 年度も引き続きエコキャップ運動を行った。

ᴳ  Ȍ࣍᩸۾ᚹҜȻɁᣵଆ̜ഈȍ

  大阪家庭少年友の会学生ボランティアプログラム  
大阪家庭裁判所において行われている、「試験観察中の非行少年
への学習指導」ボランティアプログラムである。本年度で 10 年目
を迎えた。活動している学生たちは、大阪家庭少年友の会や家庭裁
判所調査官の方々からの評判もよく、真摯に活動に取り組んでいる。
ボランティアセンターとしても、学生にとって有意義なこの活動を
今後も支援していきたい。

＜活動までの流れ＞

①ボランティアセンターが法学部（裁判所関連）、社会学部（心理学関連）、政策創造学部（社
会福祉関連）、大学院心理学研究科などの教員への協力依頼。
②教員の推薦書を持参した学生を推薦。
③登録した学生への大阪家庭裁判所調査官等による研修。（活動中の悩みなども随時担当調査
官に相談可）
④少年の都合に合わせ活動日を決定。

2006年度 9名

2007年度 16名

2008年度 14名

2009年度 17名

2010年度 14名

2011年度 19名

2012年度 16名

2013年度 17名

2014年度 15名

2015年度 15名
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Ȍࢳߵ࣍᩸۾ՓɁ͢ȻɁᚐ̜ȍ

５月20日 ９月16日 ２月26日

大阪家庭裁判所にて

オリエンテーション

（学生13名）

大阪府警察学校

（大阪府泉南郡）

施設見学（学生11名）

大阪家庭裁判所にて学生ボランティ

アとの懇談会

（学生８名）

参加者全員の自己紹介をした後、調

査官より試験観察制度・少年審判・

学習指導等についての説明を受け、

裁判所庁内を見学した。

大阪府警察学校を訪問した。警察学

校についての講話の後、施設見学、

訓練の様子を見学した。

参加者全員が自己紹介をし、試験観

察中の少年の学習指導を行った上で

の問題点等、調査官を交えて今後の

学習指導方法について、意見交換を

行った。

ᴹࢳߵ࣍᩸۾ՓɁ͢ɛɝႆޙʦʳʽʐɭɬɋɁᴻ

指導回数：24 回（中 3 担当）

少年の学習意欲をよく引き出してくれました。兄的に接してもらったことがよかったと思っています。

指導回数：3 回（中 3 担当）

少年と良好な関係を築いていただいたおかげで、少年も学習指導の後はにこやかな表情をしており、勉強嫌い
な少年でもやる気になっていたと思います。

指導回数：6 回（中 3 担当）

少年から「分からないことを尋ねたり、積極的に勉強に取り組むことができました。」との感想をもらいました。
自分の力に気付き、前向きに進むきっかけとなったと思います。

指導回数：16 回（中 3 担当）

明るく優しく接してもらって、少年は大変喜んでいました。少年が来ないことを心配してもらっていて、それ
が少年にも伝わっていたと思います。

指導回数：6 回（中 2 担当）

少年は、学生ボランティアの指導は分かりやすいと言っており、学習指導で苦手な数学を少し理解できるよう
になったことで、やればできるという感覚を身につけられたのではないかと思います。個別に丁寧に優しく関わっ
てもらったことも、うれしかったのではないかと思います。

指導回数：8 回（中 3 担当）

勉強道具を準備できていないとか、時間を短くしてほしいというお願いにも、柔軟に対応してくださり、心強
く感じていました。学習指導時の少年の様子を伝えていただいたことも、少年の状況を把握する上で有益でした。

指導回数：7 回（中 3 担当）

最後まで親身にかかわっていただいた。回数、頻度、１回あたりの時間いずれも、こちら側の意向に沿って取
り組んでいただいた。

指導回数：8 回（中 3 担当）

少年は学習指導の延長を希望しました。少年は学習指導に積極的に取り組んでいました。

指導回数：6 回（中 2 担当）

丁寧で分かりやすい指導や少年に合わせた声掛けをしていただいたおかげで、少年も意欲的に取り組むことが
できたと思います。毎回、少年の希望に合わせた内容で臨機応変に対応してくださったことにも感謝しています。

指導回数：4 回（中 3 担当）

無口な少年でしたが、学生はなごやかに接しており、少年も「話しやすい。教え方も分かりやすい。」と述べ
ていました。

指導回数：3 回（中 2 担当）

最終回に、少年に対して、「少しでも勉強が楽しくなればいいなと思いながら指導しました。」と話しかけてい
ただき、少年も、「分かりやすかったです。ありがとうございました。」と答えていたのが印象に残っています。

指導回数：5 回（中 3 担当）

指導を担当した学生と少年との話し合いで、受験する高校の国語の過去問を一緒に解くことになりました。学
生は、少年の能力が高いと評価し、楽しいひと時を過ごしていたようでした。

※文中で女子も「少年」と表記しているが、例えば少年法では「満 20 歳に満たない者」を指し、児童福祉法では「小学校就学
から満 18 歳に達するまでの者」を指す。いずれも男子と女子を含んでいう。
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堺キャンパスのある堺市と関西大学は 2008 年に基本協定
を締結しており、大学の教育研究活動と地域資源を融合した
連携事業を実施している。その中で人間健康学部の学生は、
堺市の小中学校に出向いて児童生徒の運動促進を図る取り組
みに協力したり、地域の子どもたちを対象にスポーツ企画を
運営するなど、講義だけでは学べない経験を積み、大きく成
長している。また、関西大学が取り組む教育研究活動の成果
を社会に還元し、地域が抱える諸課題の解決に寄与すること
もめざしている。2015 年度は以下の事業にボランティアとして参加した。

事業名 開催日 時間 内容 講師
ボランティア

学生数
会場

住吉祭神輿渡御
ボランティア 2015

8/1
（土）

13：00 ～
20：00

住吉祭神輿渡御
ボランティア

－ 95 名
大和川～

住吉大社宿院
頓宮

人間健康学部
学生ボランティアネット

ワーク

4/17
（金）

15：00 ～
18：00

三国丘中学校
サッカー部での

サポート

－ 2 名

三国丘中学校

5/22
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

5/29
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

6/12
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

6/19
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

7/3
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

7/10
（金）

13：30 ～
16：00

－ 2 名

9/11
（金）

15：00 ～
18：00

－ 2 名

9/25
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

10/16
（金）

13：30 ～
16：00

－ 2 名

10/30
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

11/6
（金）

15：30 ～
18：00

－ 2 名

11/13
（金）

15：30 ～
18：00

－ 1名

11/20
（金）

15：30 ～
17：00

－ 2 名

11/22
（日）

13：00 ～
16：00

車いすバスケットボール
交流会

（行事参加者数 30 名）
－ 10 名

関西大学
堺キャンパス

体育館アリーナ

平成 27 年度
体力向上推進事業

6月～
3月

―

「スクールサポーター」
として

市内小中学校にて
レクレーション等を補助

－

5 名 上野芝小学校

4 名 榎小学校

5 名 福田小学校

5 名 三原台小学校

4 名 三原台中学校

堺スクールサポーター 6月～3月
学校生活・教育活動の

サポート
－ 23 名

堺市内
小・中学校

堺市と関西大学との地域連携事業は、関西大学の地域貢献協力資金により運営されており、
2010 年度から開始され、2015 年度で 6年目を迎えている。

住吉祭神輿渡御学生ボランティア

堺市との地域連携事業におけるボランティア活動（事務局：堺キャンパス事務室）
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ボランティアセンターでは、「ボランティアセンター職員と共にセンターの運営事業に携わり、
学生目線から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行う」ことを理念とする学生スタッフを
置いている。
ボランティアセンター職員は、学生スタッフが主体的に企画・運営ができるようにさまざまな
支援を行っている。また、学生スタッフは関大生にボランティア情報を紹介するために、研修及
び活動調査の一環として「ボランティア体験隊」を実施している。
以下は、当センターが実施しているプログラムである。

ᴮǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟɶɮʊʽʃ

学生スタッフになりたいという学生に対して、職員が 50 分程度のガイダンスを行った。内容
としては、ボランティア活動支援グループの位置づけ、クラブ・サークルとの違い、大学からの
支援が手厚いこと、自分たちがボランティア活動に参加するだけの団体ではなくボランティアの
魅力を発信する団体であることなどを中心に、ボランティアに関する諸注意や学生団体の運営に
ついてのアドバイスを行った。

ᴯǽʦʳʽʐɭɬʴ˂ʊ˂᭴ផ࣋

ボランティアセンター学生スタッフや学内ボランティア団
体のメンバー向けの講座として実施した。各団体における活
動をより活発に行うため、また本学でボランティアをより拡
げるうえで必要なコミュニケーションスキルを学ぶ機会を与
えることを目的に開催した。

日 　 時
12月３日（木）

18：00～20：00

場 　 所 千里山キャンパス　第２学舎　C401教室

講 　 師 シチズンシップ共育企画　代表　川中 大輔 氏

内 容 活動引き継ぎ講座　～“想い”の伝え方、受け取り方～

ᴰǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟ᭴ផ࣋

2015 年度は学生スタッフの登録者数が増加したこともあ
り、従来と同様の講座内容では内容が不十分であると判断し、
コミュニケーション力の養成や組織運営方法に係る内容を中
心に養成講座を４回実施した。
第１回では、ボランティアコーディネートを行う上で欠か
せない「傾聴」のテクニックについて学ぶ機会を設け、実践

学生スタッフ育成プログラム
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形式で理解を深めた。
第２回では養成合宿前にボランティアセンターでの半年間の活動を振り返ると共にコミュニ
ケーション力向上のためのワークに取組み、講師よりチームワークの大切さについて教授いただ
いた。
第３回は、バリアフリーマップの作成方法について学生相
談・支援センターの藤原隆宏氏より教授いただいた。座学に
加え、実際に学内を車いすで回りながら学んだため、深く理
解することができた。
第４回は春の養成合宿直前に実施したもので、午前の部
では広報活動の重要性について、午後は団体のアイデンティ
ティ確立について考える機会を設けた。

日 　 時
第１回　６月23日（火）

プログラム①18：00～19：00、プログラム②19：00～20：00

場 　 所 千里山キャンパス　第２学舎　C506教室

講 　 師
プログラム①　学生相談室　相談員　鵜飼　柔美　氏

プログラム②　ボランティア活動支援グループ　村上　翔也

内 容

傾聴講座 ～私の会話、相手はどう感じている？～

プログラム①　「傾聴に係るテクニックと実践」

プログラム②　「ボランティアコーディネート時の傾聴」

日 　 時
第２回　９月７日（月）

13：00～16：30

場 　 所 千里山キャンパス　第１学舎　実験実習・語学系教室（2）

講 　 師 シチズンシップ共育企画　代表　川中 大輔 氏

内 容 「チームワークを円滑化するコミュニケーション」

日 　 時
第３回　11月30日（月）

18：00～19：30

場 　 所 千里山キャンパス　第２学舎　C401教室

講 　 師 学生相談・支援センター事務グループ　藤原　隆宏 氏

内 容 バリアフリーマップを作ろう

日 　 時
第４回　３月８日（火）

午前の部10：00～12：30、午後の部13：30～16：00

場 　 所 千里山キャンパス　第２学舎　C506教室

講 　 師 ボランティア活動支援グループ　村上　翔也

内 容 養成合宿（春）前の振り返り講座
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ᴱǽʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟ᭴ն߂ᴥஂK ᭣᱖୫ԇᆅሱᴦ

９月９日（水）～ 10 日（木）に、奈良県の飛鳥文化研究
所にて夏の養成合宿を実施した。ボランティア活動支援グ
ループからは堀グループ長、村上、渡瀬が参加し、学生スタッ
フは 41 名が参加した。合宿では、「ボランティアセンター学
生スタッフが守るべきルールを決めるという目的を掲げ、学
生スタッフが普段から意識して守るべきことについて話し
合った。ボランティアセンターでボランティアの魅力を発信

するために、各自が意識しておかなければならないことにつ
いて、参加者全員で意見を出し合い理解を深めた。
春の養成合宿は、3月 14 日（月）～ 15 日（火）に飛鳥文
化研究所で実施した。ボランティア活動支援グループからは、
堀グループ長、村上、渡瀬が参加し、学生スタッフは 33 名
参加した。合宿では、「も
し学生スタッフ制度を

廃止し、事務職員だけのボランティアセンターになったら」
という想定をし、学生スタッフが運営を行う意義の再確認や、
自分たちの活動を客観的に捉えるワークに取り組んだ。これ
ら複数のワークに取り組むことで、学生スタッフは自身の存
在意義について熱く意見を交わした。

ᴲǽʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ˁ ˂ʃʉʍʟ͍᚜ᐐՒɆဳʴ˂ʊ˂ȻɁʩႆޙ ʐɭ̔ ɺ

学生スタッフへの日常的な支援として、月に１回程度職員と代表者がミーティングを行ってい
る。企画準備の進捗状況や団体運営についての相談が中心ではあるが、職員と学生スタッフのコ
ミュニケーションの場にもなっている。代表者を通して団体としてかかえている問題等について
話し合うことで、学生スタッフが団体として成長していけるよう支援している。また、学生スタッ
フは 7つの班に分かれて活動していることから、各班の間での情報共有の場として機能するよう
に、職員を交えて班リーダーとのミーティングを行っている。

ᴳǽʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟȾɛɞȈʦʳ̔ ʐɭɬͶ᮷ȉ

学生スタッフの目的である「ボランティアセンター職員と共にセンターの運営事業に携わり、
学生目線から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行う」ために、当センター職員から「ま
ず自分たちがさまざまなボランティア活動に携わることが重要である」と学生スタッフに働きか
けたことを機に 2010 年から実施している。本企画は、①学生スタッフが自らの体験を基にボラ
ンティア体験ツアーなどのプログラムを企画・実施し、関大生にボランティアの楽しさ、やりが
いを伝えること、②ボランティア募集団体代表者または担当者に話を伺い、関大生の活動状況を
調査し、コーディネートにつなげたり、新しいプログラム企画の参考にすることを目的に行った。
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ᴴǽʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ႆޙʃʉʍʟ๊Ӧ֖͢ڨ

活動報告会では、2015 年度の学生スタッフの取り組みに
ついて代表・副代表および各班リーダーが報告し、教職員と
の意見交換（学生スタッフに期待すること等）、および４年
次生の 4年間の活動をふりかえり、感想を話してもらった。
また、各班の発表内容を受けて赤尾副所長より講評があっ
た。今年度は発表者に加え、共に活動に取り組んできた 1・
2年次生も出席して成果及び課題を共に再確認した。講評で
頂戴したご意見については、学生スタッフ内で協議して次年度の活動に繋げることとした。

日 　 時
３月16日（水）

15：00～17：30

場 　 所 千里山キャンパス　凜風館４階　ミーティングルーム２

出 席 者

赤尾副所長・綱木次長・堀グループ長

ボランティアセンター職員・学生スタッフ代表・副代表

各班リーダー・ボランティアセンター学生スタッフ
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　ボランティアセンターでは、ボランティアに関わる足掛かりとしての講座やコミュニケーショ
ン能力の向上のための講座など実施している。

ᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽ ផ࣋ஓሌ᚜ǽ ᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽ

月 日 時　　間 講　　座　　名

4 27 18：00～19：30 ボランティア入門講座 ～ボランティアって何？～

6

1 14：40～16：10 ボランティアセミナー in 堺キャンパス　はじめよう！ボランティア

8 14：40～16：10 ボランティアセミナー in 高槻キャンパス　はじめよう！ボランティア

17 14：40～16：10 災害ボランティアガイダンス

19 18：10～19：40
学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー

～コミュニケーションスキルアップ講座～①

26 18：10～19：40
学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー

～コミュニケーションスキルアップ講座～②

7

1 18：00～19：30 「レクリエーション講座」～“遊び”の幅を広げるために～

3 18：10～19：40
学生生活で役立つコミュニケーションスキルセミナー

～コミュニケーションスキルアップ講座～③

11 21 14：40～16：50
関西大学ボランティアセンター設立10周年記念プログラム

ボランティアセンターの、これまでと、これから。

12 6 13：20～16：40 動物愛護フィールドワーク

各 種 講 座・講 演 会・フィールドワーク
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ᴧǽᴧǽᴧǽᴧǽյሗផ࣋ˁផ͢ˁʟɭ˂ʵʓʹ˂ɹǽᴧǽᴧǽᴧǽᴧ

ᴮǽʦʳʽʐɭɬоᩌផ࣋ ᵻʦʳʽʐɭɬȶȹͷᴼᵻ

ǽ  ʦʳʽʐɭɬʅʩʔ˂

ǽ  ᵻɂȫɔɛșᴞʦʳʽʐɭɬᵻ

ボランティアに関心のある学生やボランティアに参加した
ことがない学生に対して、活動のやりがいや楽しさを伝えた
り、活動に対する不安や疑問を解消し、ボランティア活動へ
の参加を促すこと、また、学生に本学ボランティアセンター
を気軽に利用してもらうために、当センターで受けられる
サービス等について紹介を行うことを目的に開催した。
当日は、学生スタッフ数名に初めてボランティアに参加し
たときの心境やその活動で得られた学び、また活動を通して
成長できたことについて話してもらった。

千里山キャンパス
（ボランティア入門講座）

堺キャンパス
（ボランティアセミナー）

高槻キャンパス
（ボランティアセミナー）

日 時
４月27日（月） ６月１日（月） ６月８日（月）

18：00～19：30 14：40～16：10 14：40～16：10

場 所

千里山キャンパス

凜風館　４階

ミーティングルーム２

堺キャンパス

SA202教室

高槻キャンパス

K棟地下１階　ギャラリー

講 師
社会福祉法人　大阪ボランティア協会

梅田　純平　氏

社会福祉法人　大阪ボランティア協会

岡村 こず恵　氏

受 講 者 数 20名 ２名 ９名

【受講者の声】

・新しいことを始めたいと思い講座に参加しました。思っていたよりボランティアに参加するハー

ドルは高くないと思いました。　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　（社会・１年次生）

・自分が思っていた以上にボランティアというものが世の中に溢れているんだなと思いました。私

は普段からボランティア活動に携わってはいますが、まだまだ知らないボランティアが多くあ

り、もっと様々なものに積極的に参加していきたいと思いました。　　 （総合情報・３年次生）

ᴯǽདʦʳʽʐɭɬɶɮʊʽʃ

日本各地で災害が頻発していることもあり、被災地域でのボランティア活動に興味を抱く学生、
また参加することを検討している学生が多くいる。そのような学生が、身体的・精神的な安全確
保の意識を高め、情報を十分に得たうえで意思決定を行えるようにすることを目的に災害ボラン
ティアガイダンスを実施した。
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東日本大震災後、災害を受けた地域は復興に向けて一歩ず
つ進んでいるものの、まだまだ課題は多く残っている。「少
しでも被災者の助けになりたい」という思いの学生も多いが、
活動へ参加する前に充分な情報を得たうえで被災地のニーズ
に向き合う必要がある。そのため多角的な視点を持って、需
要がある活動に取り組めるように、最新のボランティア活動
状況や被災地へ行く際の心構え、復興に向けて「私たち」が
できること、現地の方から見たボランティアの存在、など様々な視点に立ったガイダンス内容で
あったので、災害ボランティアを考える機会となった。

日 　 時 ６月17日（水）14：40～16：10

場 　 所 千里山キャンパス　凜風館　4階　ミーティングルーム２

講 　 師
社会福祉法人　大阪ボランティア協会　梅田　純平  氏

※高槻・高槻ミューズ・堺キャンパス同時中継

受 講 者 数 20名

【受講者の声】

・実際に災害ボランティアをした方の話を聞けたので、マスコミを通して知る現地の様子とはまた

違ったことを感じられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（文・１年次生）

・災害ボランティアは、力仕事が多かったりなどの固定概念がありましたが、また違った印象を持

ちました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（社会・１年次生）

・災害ボランティアはたくさん準備が必要だと思いました。また、ボランティアに参加する場合は

自分の意思だけでなく、相手側の求めるものを考えることが重要だと感じました。

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境都市工・３年次生）

ᴰǽ๊ႆႆޙȺमȷɽʩʯʕɻ˂ʁʱʽʃɷʵʅʩʔ˂

ǽǽᵻɽʩʯʕɻ˂ʁʱʽʃɷʵɬʍʡផ࣋ᵻ

ǽǽᴥпᴰوᴦ

学生生活を充実させるためにかかせないコミュニケー
ション力。コミュニケーションのコツさえ掴めば、誰でもコ
ミュニケーション力をアップさせることができる。本講座で
は、ワークをしながら聴き上手になる、話し上手になる、コ
ミュニケーション力アップの３つのコツを楽しく学んでもら
う機会を提供することを目的として開講した。本講座を通し
て学びとったことを学生生活やボランティア活動で活かし、
充実した学生生活を過ごしてほしい。
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日 　 時 ６月19日～７月３日（毎週金曜日・全３回） 18：10～19：40

場 　 所 千里山キャンパス　第２学舎　C505教室

講 　 師 大阪心のサポートセンター　代表　宮本　由起代　氏

受 講 者 数

第１回　６月19日（金）　22名

第２回　６月26日（金）　17名　 延べ60名

第３回　７月３日（金）　21名

【受講者の声】

・「聞く」と「聴く」の違いが分かりました。そして、相手のことを知りたいと思う気持ちが大切

だと思いました。心を開いていけるよう「開いた質問」をしようと思いました。

（文・１年次生）

・相手にこうしてほしいという事がある場合は、しっかり自分の気持ちを伝え、提案する話し方が

いいと分かり勉強になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（経済・３年次生）

・隠れた感情について考えることで感情のコントロールができるということを学びました。

（経済・４年次生）

ᴱǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ˁʐ˂ʨҝផ࣋

ǽ   Ȉʶɹʴɲ˂ʁʱʽផ࣋ȉᵻŽᤅɆžɁࢥɥࢿȥɞȲɔȾᵻ

　本講座は、子どもと多くかかわる機会がある学生や、大勢
の人を前に様々な催しを行う機会がある学生が大いに利用で
きる「レクリエーション」について実践を交えながら学ぶこ
とを目的として開催した。
　特にボランティア活動は子どもと関わる機会が多いが、突
然レクリエーションを行いたいと思っても、知っているレク
リエーションの選択肢が少なければ対応は困難である。本講
座の受講生は“遊び”の選択肢を増やすことを目標にし、真剣かつ楽しみながら講座に参加してい
た。
　また、レクリエーションを行うにあたって、参加者の全員が同じ身体条件で参加できるとは限
らないため、「誰でもできること」が重要であるとのことであった。体を動かし汗をかきながら
コミュニケーションをとる講座内容であったため、初対面の参加者同士が講座終盤には笑顔で仲
良く手を取りあっていたのが印象的であった。

日 　 時 ７月１日（水）18：00～19：30

場 　 所 千里山キャンパス　第２学舎　Ｃ506教室

講 　 師 関西大学　人間健康学部　涌井 忠昭　教授

受 講 者 数 24名

【受講者の声】

・様々なレクリエーションを実際に楽しみながら学ぶことができ、とてもよかったです。レクリ

エーションをする際、「全員ができるのだ」と思うのではなく、障がい者の立場に立って考える

ことも大切であると改めて思いました。　　　　　　　　　　　　　 　（総合情報・３年次生）
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・大学生でも子どもでも、高齢者でも楽しむことができるものだったので、様々な場で活用させて

もらおうと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （人間健康・４年次生）

ᴲǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ʟɭ˂ʵʓʹ˂ɹʡʷɺʳʪ

ǽǽӦ࿎ঢ়឴ʟɭ˂ʵʓʹ˂ɹ ᵻӦ࿎ঢ়឴Ⱦȷȗȹޙɏșᵻ

動物愛護に関するボランティアを探しにボランティアセンターへ来室する学生は多く、動物愛
護に興味を持っている学生は多いが、「動物の命」がさらさ
れている現状を知らない学生も多い。そこで、本フィールド
ワークへの参加を通して「動物と命」の現状を少しでも知っ
てもらい今後のボランティア参加へつなげてもらうことを目
的とし、フィールドワークを実施した。参加者は施設の方の
お話を真剣に聞き、人と動物の共存の在り方について真剣に
考えていた。

日 　 時 12月６日（日）13：20～16：40

場 　 所 公益財団法人 日本アニマルトラスト（大阪府豊能郡能勢町）

参 加 者 数 12名

【参加者の声】

・将来、動物愛護施設で働きたいと思っているので参加した。動物愛護施設がどういうことをして

いるのか、知ることができてよかったです。

・先日捨て猫を保護したことをきっかけに動物愛護に興味を持ち、今回参加しました。動物愛護施

設へボランティアに行くことは今すぐにはできませんが、募金活動など身近にできることから始

めたいと思いました。

֤छ講座のϙスタʔ
講座のポスターは、具体的な内容や写真などを入れて学生が興味を引くデザインに工夫しています。

ϘϥϯςΟΞೖ࠲ߨ
ʙϘϥϯςΟΞͬͯԿʁʙ

ʮϨΫϦΤーγϣϯ࠲ߨʯ
ʙ l༡ͼ z ͷ෯Λ͛ΔͨΊʹʙ

注 目

ϘϥϯςΟΞηϛφー JO ௬Ωϟϯύεߴ
ʙ͡ΊΑ ʂ͏ϘϥϯςΟΞʙ

ϘϥϯςΟΞηϛφー JO Ωϟϯύεࡖ
ʙ͡ΊΑ ʂ͏ϘϥϯςΟΞʙ

ϘϥϯςΟΞΨイμϯεࡂ
ֶੜੜ活Ͱཱͭίϛϡχέーγϣϯ

εΩϧηϛφー
ʙίϛϡχέーγϣϯεΩϧΞοϓ࠲ߨʙ

動ѪޢϑΟーϧυϫーΫ
ʙ動Ѫޢʹֶ͍ͭͯ΅͏ʙ

ؔେֶϘϥϯςΟΞηϯλーઃཱ
��पه೦ϓϩάϥϜ

ϘϥϯςΟΞηϯλーͷɺ͜Ε·Ͱͱɺ͜Ε͔Βɻ
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֤छ講座のϙスタʔ
講座のポスターは、具体的な内容や写真などを入れて学生が興味を引くデザインに工夫しています。

ϘϥϯςΟΞೖ࠲ߨ
ʙϘϥϯςΟΞͬͯԿʁʙ

ʮϨΫϦΤーγϣϯ࠲ߨʯ
ʙ l༡ͼ z ͷ෯Λ͛ΔͨΊʹʙ

注 目

ϘϥϯςΟΞηϛφー JO ௬Ωϟϯύεߴ
ʙ͡ΊΑ ʂ͏ϘϥϯςΟΞʙ

ϘϥϯςΟΞηϛφー JO Ωϟϯύεࡖ
ʙ͡ΊΑ ʂ͏ϘϥϯςΟΞʙ

ϘϥϯςΟΞΨイμϯεࡂ
ֶੜੜ活Ͱཱͭίϛϡχέーγϣϯ

εΩϧηϛφー
ʙίϛϡχέーγϣϯεΩϧΞοϓ࠲ߨʙ

動ѪޢϑΟーϧυϫーΫ
ʙ動Ѫޢʹֶ͍ͭͯ΅͏ʙ

ؔେֶϘϥϯςΟΞηϯλーઃཱ
��पه೦ϓϩάϥϜ

ϘϥϯςΟΞηϯλーͷɺ͜Ε·Ͱͱɺ͜Ε͔Βɻ
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まもるくん

「ボランティアセンター職員と共にセンターの運営事業に携わり、学
生目線から学生のボランティア参加のきっかけ作りを行う」ことを
理念に活動している団体です。また、学生スタッフは、関大生にボラ
ンティアを広めること以外に、ボランティア活動への参加や、学外で
行われるボランティアセミナーなどにも積極的に参加しています。
2015年度においては、新たに21名のスタッフが加入し、総勢80名
になり、2015年度も充実した活動となりました。
ここからは、そんな彼ら彼女らの活動を感想も含めて紹介します。

ボランティアηンタʔ学生スタッフͱ・・・

ボランティアηンタʔ
学生スタッフ活動ه
ボランティアηンタʔ
学生スタッフ活動ه
2015

ご案内ご案内

ボランティアセンター学生スタッフ活動記録
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけれど一歩踏み出せない」という学生がおり、学生
スタッフはそのような学生を後押しできるような、さまざまな取り組みを行っている。2015 年
度においては、定例の活動として 4つの取り組みを行った。

　当センターでは、職員がボランティアコーディ
ネートを行うだけではなく、学生スタッフも同じ関
大生にボランティア情報紹介を行っている。学生ス
タッフがボランティア情報紹介をする時間帯を設
け、ボランティアに関心のある関大生の想いを聞き、
その人に合ったボランティアを見つけるお手伝いを
している。

̍ɹ学生スタッフによるボランティアใհ

定例の活動

　千里山キャンパス総合図書館にて、本の落書き消
しボランティア活動を実施している。この活動は、
一番長く継続している活動であり、関大生に学内で
気軽に参加できるボランティアとして広まってい
る。落書きを消しゴムで消すだけではなく、ポス
ターや落書きを消すことができなかった本に貼る啓
発シールを作成し、落書き防止のための活動も行っ
ている。
　このボランティア活動に参加したことがきっかけ
となり、次のボランティア活動につなげてもらうこ
とも目的とし実施している。

̎ɹؔେΫϦʔンେ࡞ઓ�ʙਤॻؗの本のམॻ͖ফ͠ʙ

場所 千里山キャンパス　総合図書館 3階　グループ閲覧室

内容 図書館の蔵書の落書きを消し、特に汚れがひどい本には落書き防止の啓発シールを貼る。

　టのᕶంきをすというԨጠͽഈだが、参加者みんなで会話しながら֪ɗかなٍ気で

楽しく活動することができた。ᕶంきされたటがこんなにもあるということを参加者に

知ってもらえたこともよかったと思う。　　　　　　　　　　　　　   （社会・１年次生）

学生スタッフの声
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　学生の中には「ボランティアに関心があるけれど一歩踏み出せない」という学生がおり、学生
スタッフはそのような学生を後押しできるような、さまざまな取り組みを行っている。2015 年
度においては、定例の活動として 4つの取り組みを行った。

　当センターでは、職員がボランティアコーディ
ネートを行うだけではなく、学生スタッフも同じ関
大生にボランティア情報紹介を行っている。学生ス
タッフがボランティア情報紹介をする時間帯を設
け、ボランティアに関心のある関大生の想いを聞き、
その人に合ったボランティアを見つけるお手伝いを
している。

̍ɹ学生スタッフによるボランティアใհ

定例の活動

　千里山キャンパス総合図書館にて、本の落書き消
しボランティア活動を実施している。この活動は、
一番長く継続している活動であり、関大生に学内で
気軽に参加できるボランティアとして広まってい
る。落書きを消しゴムで消すだけではなく、ポス
ターや落書きを消すことができなかった本に貼る啓
発シールを作成し、落書き防止のための活動も行っ
ている。
　このボランティア活動に参加したことがきっかけ
となり、次のボランティア活動につなげてもらうこ
とも目的とし実施している。

̎ɹؔେΫϦʔンେ࡞ઓ�ʙਤॻؗの本のམॻ͖ফ͠ʙ

場所 千里山キャンパス　総合図書館 3階　グループ閲覧室

内容 図書館の蔵書の落書きを消し、特に汚れがひどい本には落書き防止の啓発シールを貼る。

　టのᕶంきをすというԨጠͽഈだが、参加者みんなで会話しながら֪ɗかなٍ気で

楽しく活動することができた。ᕶంきされたటがこんなにもあるということを参加者に

知ってもらえたこともよかったと思う。　　　　　　　　　　　　　   （社会・１年次生）

学生スタッフの声

　関大生にボランティアの魅力を感じてもらうため
に、身近な清掃ボランティアを体験してもらうこと、
また、学生スタッフと交流することで、ボランティ
アセンターを身近に感じてもらうことを目的として
実施した。

̏ɹؔେΫϦʔンେ࡞ઓ�ʙେ学पลのਗ਼活動ʙ

　淀川のゴミを拾うことで、大阪湾へゴミが流れ込
むことを防ぎ、たくさんの人が淀川を気持ちよく利
用できるようにする、環境と景観を保護する活動。
単発のボランティアをボランティア体験ツアーとし
て実施することで、ボランティアに参加することへ
の敷居を低くしている。本活動は、毎年たくさんの
関大生が参加し、関大生にとって「気軽にできるボ
ランティア」として親しまれ、2016 年 3 月で累計参
加者が 5,900 名を突破した。

̐ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙཎআボランティアʙ

日時 第１日曜日　9：00 ～ 11：00

場所 淀川河川公園　河川敷

場所 千里山キャンパス及び関大前通り

内容 ゴミ拾い

内容 淀川河川敷のゴミ拾い

参加者 延べ 823 名（ボランティアセンター学生スタッフを含む）

累計参加者 5,914 名

　環境について興味があり、自分のᄻで環境問ᭉのᝥᭉをつけるために、このボラン

ティアに参加した。活動はすȧくɗりがいがあった。もうߵし活動間が長くてもいいと

感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （環境都市工・１年次生）

　Փ人にわれて参加しました。日ᬰ、ࡺにୠඬによく来ているので、ȧみをથった

り、ࡺをきれいにすることに興味があります。次回も参加したいと思いました。

（社会・１年次生）

参加者の声
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活 動 風 景

新入生歓迎行事

キッズミュージアム

みんなで守ろう蛍
の光

4月～8月

飛鳥光の回廊
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2015年度ボランティアセンター学生スタッフ実施事業（年間表）

全Ͷ 大学班 ธ川班 高槻班 田班 明日ᮓ班 広ڨ部 ボラリー Ȱのͅ

4
月

・о生ජᣊ行事 ԛ
ࠞ・ᯚ഼

ǽ（4/2 ～ 4/4）

・関大クリーン大ͽ
 ～大学֚ᣃの
ຏો活動～（4/11）

・関大クリーン大ͽ
 ～大学֚ᣃの
ຏો活動～（4/19）
ƆᫎۿのȲɔ中ඨ

・ボランティア
カレンʊー
ͽ成

・Öïìõòù
ǽ（öïì®26）
ǽᄉ行（4/1）

5
月

・関大クリーン大ͽ
～ຏો活動とَ
ం館のటのᕶం
Ƞし～（5/30）

・ボランティア
体᮷ʎアー

ǽ～ 川 ો 
ボランティア～
（5/10）

・ボランティア体
᮷ʎアー

ǽ～ɒɦȽでަ
ɠșᴞᘬ の б
ボランティア～
（5/23）

・ボランティア
カレンʊー
ͽ成

・ボランティア
ʟɱスティバル
2015

ǽ（5/14・15）

・ศ大学との
ߋ ۢ ࠞ ۶ ఼
࿎ᮠ活動
（5/17）

6
月

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ᭴
成ផ࣋ Ͽᐱផ࣋

ǽ（6/23）

・関大クリーン大ͽ
 ～َం館のట
のᕶంȠし～

ǽ（6/23）

・ボランティア
体᮷ʎアー

ǽ～ 川 ો 
ボランティア～
（6/14）

・ボランティア
カレンʊー
ͽ成

7
月

・ 平 成 ÏÓÁËÁ ۿ の
川ͤᝢ 2015 ボラン
ティア（7/7）

・Öïìõòù
ǽ（öïì®27）
ǽᄉ行（7/1）

8
月

・ボランティア体᮷ʎ
アー ～ފȼɕと学ɏ
ș国᪨ျᜓ À キッ
ʄʩʯーʂアʪ～

ǽ（8/4・5）

・ボランティア
体᮷ʎアー ቼ
27 و Ƚ に ɢ
川ᓹཌ大会 
日ຏોボラ
ンティア（8/9）

・ボランティア
体 ᮷ ʎ アー 
～᭣᱖бのو
ࣗボランティ
ア～

ǽ（8/29・30）

9
月

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ᭴
成ផ（9/7）࣋

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ᭴
成ն宿（9/9・10）

・ボランティア体
᮷ʎアー

ǽ～小学生に᩻
དにȷいてഒ
しȢ学ɦでɕɜ
ȝșᴞ学  Ɉ
ɟȕいボラン
ティア～（9/16）

・大学ボランティ
アʅンター学
生スタッʟʅʩ
ナー（9/8・9）

10
月

・ᬷएɞ人を学生ス
タッʟとख़しɛ
șᴞᴞ

ǽ～ቼ 5 大᩸ʨラو
ʇンፈ෩ボランティ
ア～（10/25）

・関大クリーン大ͽ
～大学֚ᣃの
ຏો活動～

ǽ（10/11）

・ボランティア
体᮷ʎアー

ǽ～ 川 ો 
ボランティア～
（10/18）

・関大クリーン
大ͽ éî ᯚ഼
（10/3）

・ボランティア体
᮷ʎアー

ǽ～アʰのႇԶ
を϶しɛک
șᴞ～（10/17）

・ボランティア
カレンʊー
ͽ成

・大᩸ʨラʇ
ンፈ෩ボラ
ンティア事
Ұᝢ会に
ȝȤɞ学生
スタッʟにɛ
ɞボランティ
アጳ̿

ǽ（10/4）

・ศ大学との
ຏો活ࠞۢߋ
動（10/25）

11
月

・ボランティア体᮷ʎ
アー2015 学ٛ祭「ɔ
ȩȮᴞɲɽʨスター

ǽ～ɾʩのࠞȞɜを
ȷȤɛș～」

ǽ（11/1・3）

・ボランティアʅン
ターᜫ 10 ֚年͙
႕ќᅊࠕ

ǽ（11/16 ～ 21）

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ
᭴成ផ（11/30）࣋

・ボランティア
体᮷ʎアー

ǽ～ᓳ川ો～
ǽ（11/29）

・ボランティア体
᮷ʎアー
ᓹțボラン
ティア éî ᯚ഼
～川をᓹで
౫ɔɛș～

ǽ（11/15）

・ボランティア体
᮷ʎアー

ǽ～ԛにɒɦ
ȽのбをཌྷȰ
șᴞԛキャ
ンʓルʷーʓ
2015 ボ ラ ン
ティア～（11/7）

・ボランティア
カレンʊー
ͽ成

12
月

・ボランティアリー
ʊー᭴成ផ（12/3）࣋

・ボランティア体᮷ʎ
アーキャンパスʨʨ
ɑȷɝ éî 関西大学

ǽ（12/13）

・関大クリーン大
ͽ～َం館の
టのᕶంȠし～
（12/8）

・ボランティア体
᮷ʎアー

ǽ～ʩʄʜʨワ
リᮠͽ～
（12/5）

・ボランティア
カレンʊー
ͽ成

・Öïìõòù
ǽ（öïì®28）
ǽᄉ行（12/1）

1
月

2
月

・ቼ̡و「川
大ો

ǽ～ɒ ɦ Ƚ の
力でᢚȢ川
～」（2/28）

3
月

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ
᭴成ផ（3/8）࣋

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ
᭴成ն宿

ǽ（3/14・15）

・ボランティアʅン
ター学生スタッʟ
活動֖ڨ会（3/16）

・ボランティア
体᮷ʎアー

ǽ～ᜊボラ
ン テ ィ ア éî
日ᮓర～

ǽ（3/6）

・ቼ 4 学生ボو
ランティアと
ୈ者ȟᪿș
п国ᆅሱ交流
ᪿ会（3/4 ～ 6）
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　定例の活動とは別に、学内での企画や様々な社会問題の啓発活動を行っている。

企画・キャンペーン活動

　新入生歓迎オリエンテーション期間に、新入生に
学生スタッフの活動を紹介し、ボランティアや学生
スタッフに関心を持ってもらうために実施した。

̍ɹ৽ೖ生ߦܴ事

日時 4 月 2 日（木）～ 4日（土）
9：00 ～ 17：00

場所 千里山キャンパス　凜風館 1階
学生ラウンジ前
高槻キャンパス　B棟 2階 TB202

内容 ブースに来てくれた学生に、ボランティア活動や学生スタッフの活動紹介、ボラン
ティア情報の紹介を行う。また、大学内で、ボランティアセンター発行のクリアファ
イル、機関誌「Volury」などを配布する。

　本イベントは、学生スタッフを含む学内のボラン
ティア団体との合同イベントであり、2015 年度で 8
回目を迎えた。学生スタッフや学内ボランティア団
体メンバーは、一人でも多くの学生に自分たちの活
動を知ってもらうために、工夫を凝らした。

̎ɹボランティアフΣスティόϧ����

日時 5 月 14 日（木）・15 日（金）
10：40 ～ 16：10

場所 千里山キャンパス　凜風館 1階　ラーニングエリア、ステージ

参加団体 児童文化研究サークル子どもの国「あかとんぼ」、手話サークル「あっぷる」
児童文化実践サークル「うぷ」、ボランティアサークル「チャレンジャー」
文化会「ユネスコ研究部」、ボランティアセンター学生スタッフ
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　七夕の夜、人々の願いごとを託した LED を光源とする光の玉「い
のり星」を、天の川伝説にゆかりの深い天満橋（大川）に放流し、
川面に天の川をつくりだすイベント「平成 OSAKA 天の川伝説 2015」
に本学学生もボランティアとして参加した。本イベントは、市域の約
10% を占める河川を活かそうと、水都大阪の都市景観づくりを目的と
し実施されている。本学学生は「いのり星」放流のサポートを行った。

̐ɹฏ成04","ఱのઆ����ボランティア

日時 7 月 7 日（火）18：30 ～ 21：00

場所 大阪市中央区 大川・天満橋～北浜周辺

内容 「いのり星」（LEDを光源とする光の玉）
放流のサポート

　「ボランティアに参加したいけれど何をしたらよ
いか分からない」という学生のために、気軽に参加
できるよう学生スタッフがボランティア体験ツアー
として、姫蛍の観賞会の運営ボランティアを企画し
た。また、絶滅危惧種に指定されている姫蛍の観賞
を通じて、参加者が地域活性化や環境保護について
考える機会を作ることを目的とした。

日時 5 月 23 日（土）16：00 ～ 21：00

場所 大阪府高槻市新川沿い

参加者 一般学生 23 名、学生スタッフ 10 名

参加者 一般学生 31 名、学生スタッフ 12 名

内容 灯ろう作り・配置・点火、姫蛍に関する
啓発ビラの配布、姫蛍の観賞

　活動場が地Ыだったので、地Ыの環境

をަりたいと思い参加しました。地ڒの方とかかわることができてよかったです。ᘬもる

ことができ、とてもきれいでした。

参加者の声

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体ʮ৽ඣܬͱՖΛकるձʯ

̏ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙΈΜͳͰकΖ ʂ͏ܬのޫボランティアʙ
連 携 事 業

　第 27 回なにわ淀川花火大会の当日・翌日ボランティアに参加した。花火大会当日は運営ボラン
ティアに参加し、翌日は淀川河川敷の清掃を行った。

�ɹୈ��ճ�ͳにΘཎՖՐେձ�・ཌボランティア

日時 8 月 8 日（土）15：00 ～ 22：00

【花火大会当日ボランティア】

場所 十三・大淀地域 河川敷

内容 花火大会の運営、資料の配付、迷子係

参加者 学生スタッフ 11 名

日時 8 月 9 日（日）8：00 ～ 10：30

【翌日ボランティア】

場所 十三・大淀地域 河川敷

内容 清掃活動

参加者 一般学生 13 名、学生スタッフ 8名

　本学博物館主催のイベント「キッズミュージアム」に
参加した。一般学生・学生スタッフに子どもや保護者
との関わりのなかで、コミュニケーション能力や臨機応
変な対応力を身に付けることが期待でき、子どもと接す
る楽しさや、今日の国際化の中で国際理解の大切さを
知ってもらうことができる。また、子どもたちに遊びを
通して海外について知ってもらい、国際理解を深めても
らうことを目的とし実施した。

�ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙࢠͲͱ学΅͏ࡍࠃཧղˏΩッζϛϡʔδアムʙ

日時 8 月 4 日（火）9：00 ～ 16：30
8 月 5 日（水）9：00 ～ 16：30

場所 千里山キャンパス　関西大学博物館

内容 海外のアクセサリー作り、国旗作り、
パズルを通して海外について知っても
らい、国際理解を深めてもらう。

参加者 一般学生 11 名、学生スタッフ 40 名
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　七夕の夜、人々の願いごとを託した LED を光源とする光の玉「い
のり星」を、天の川伝説にゆかりの深い天満橋（大川）に放流し、
川面に天の川をつくりだすイベント「平成 OSAKA 天の川伝説 2015」
に本学学生もボランティアとして参加した。本イベントは、市域の約
10% を占める河川を活かそうと、水都大阪の都市景観づくりを目的と
し実施されている。本学学生は「いのり星」放流のサポートを行った。

̐ɹฏ成04","ఱのઆ����ボランティア

日時 7 月 7 日（火）18：30 ～ 21：00

場所 大阪市中央区 大川・天満橋～北浜周辺

内容 「いのり星」（LEDを光源とする光の玉）
放流のサポート

　「ボランティアに参加したいけれど何をしたらよ
いか分からない」という学生のために、気軽に参加
できるよう学生スタッフがボランティア体験ツアー
として、姫蛍の観賞会の運営ボランティアを企画し
た。また、絶滅危惧種に指定されている姫蛍の観賞
を通じて、参加者が地域活性化や環境保護について
考える機会を作ることを目的とした。

日時 5 月 23 日（土）16：00 ～ 21：00

場所 大阪府高槻市新川沿い

参加者 一般学生 23 名、学生スタッフ 10 名

参加者 一般学生 31 名、学生スタッフ 12 名

内容 灯ろう作り・配置・点火、姫蛍に関する
啓発ビラの配布、姫蛍の観賞

　活動場が地Ыだったので、地Ыの環境

をަりたいと思い参加しました。地ڒの方とかかわることができてよかったです。ᘬもる

ことができ、とてもきれいでした。

参加者の声

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体ʮ৽ඣܬͱՖΛकるձʯ

̏ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙΈΜͳͰकΖ ʂ͏ܬのޫボランティアʙ
連 携 事 業

　第 27 回なにわ淀川花火大会の当日・翌日ボランティアに参加した。花火大会当日は運営ボラン
ティアに参加し、翌日は淀川河川敷の清掃を行った。

�ɹୈ��ճ�ͳにΘཎՖՐେձ�・ཌボランティア

日時 8 月 8 日（土）15：00 ～ 22：00

【花火大会当日ボランティア】

場所 十三・大淀地域 河川敷

内容 花火大会の運営、資料の配付、迷子係

参加者 学生スタッフ 11 名

日時 8 月 9 日（日）8：00 ～ 10：30

【翌日ボランティア】

場所 十三・大淀地域 河川敷

内容 清掃活動

参加者 一般学生 13 名、学生スタッフ 8名

　本学博物館主催のイベント「キッズミュージアム」に
参加した。一般学生・学生スタッフに子どもや保護者
との関わりのなかで、コミュニケーション能力や臨機応
変な対応力を身に付けることが期待でき、子どもと接す
る楽しさや、今日の国際化の中で国際理解の大切さを
知ってもらうことができる。また、子どもたちに遊びを
通して海外について知ってもらい、国際理解を深めても
らうことを目的とし実施した。

�ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙࢠͲͱ学΅͏ࡍࠃཧղˏΩッζϛϡʔδアムʙ

日時 8 月 4 日（火）9：00 ～ 16：30
8 月 5 日（水）9：00 ～ 16：30

場所 千里山キャンパス　関西大学博物館

内容 海外のアクセサリー作り、国旗作り、
パズルを通して海外について知っても
らい、国際理解を深めてもらう。

参加者 一般学生 11 名、学生スタッフ 40 名
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　明日香村では毎年、「飛鳥光の回廊」にて、石舞
台をはじめ、伝板蓋宮跡や水落遺跡、飛鳥寺など、
明日香村内の代表的な史跡、寺社、施設をライトアッ
プし、20,000 本を超えるろうそくの明かりで彩るイ
ベントを開催している。2015 年度もその事業に、本
学もボランティアとして参加した。

日時 8 月 29 日（土）11：00 ～ 20：00
8 月 30 日（日）13：00 ～ 20：00

場所 奈良県明日香村石舞台古墳

内容 灯ろうのデザインを考える
（学生スタッフと一般学生の希望者）
灯ろうを並べ、点火する
明日香村散策
※雨天のため講話に変更

　１日ᄻはᫎのためᣩ中で中ඨになった。ᴯ日ᄻはߵしᫎが᪃っていたけれど、֪気あいあ

いと活動できてよかった。ୠኍがᫎのため中ඨになったが、その͍わりに᭣᱖についてのお

話を聞くことができたのは、とてもᬂᄌくためになった。　　　　　　　（社会・３年次生）

参加者の声

�ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙඈௗޫのճ࿓ボランティアʙ

参加者 29 日（土）一般学生 19 名、
　　　　　 学生スタッフ 21 名
30 日（日）一般学生 7名、
　　　　　 学生スタッフ 9名

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �r�ಸྑ໌ݝ߳ଜ
� ؔେ学Ҭ連携ηンタʔ
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活 動 風 景
　明日香村では毎年、「飛鳥光の回廊」にて、石舞
台をはじめ、伝板蓋宮跡や水落遺跡、飛鳥寺など、
明日香村内の代表的な史跡、寺社、施設をライトアッ
プし、20,000 本を超えるろうそくの明かりで彩るイ
ベントを開催している。2015 年度もその事業に、本
学もボランティアとして参加した。

日時 8 月 29 日（土）11：00 ～ 20：00
8 月 30 日（日）13：00 ～ 20：00

場所 奈良県明日香村石舞台古墳

内容 灯ろうのデザインを考える
（学生スタッフと一般学生の希望者）
灯ろうを並べ、点火する
明日香村散策
※雨天のため講話に変更

　１日ᄻはᫎのためᣩ中で中ඨになった。ᴯ日ᄻはߵしᫎが᪃っていたけれど、֪気あいあ

いと活動できてよかった。ୠኍがᫎのため中ඨになったが、その͍わりに᭣᱖についてのお

話を聞くことができたのは、とてもᬂᄌくためになった。　　　　　　　（社会・３年次生）

参加者の声

�ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙඈௗޫのճ࿓ボランティアʙ

参加者 29 日（土）一般学生 19 名、
　　　　　 学生スタッフ 21 名
30 日（日）一般学生 7名、
　　　　　 学生スタッフ 9名

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �r�ಸྑ໌ݝ߳ଜ
� ؔେ学Ҭ連携ηンタʔ
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　ボランティアセンター学生スタッフはみんなが協
力し多彩な活動を行っている。今後さらに活動を充
実させるために、今回の合宿では「新しい個性を見
つけ出す」「団体としての結束力を高める」ことを
目標に掲げて実施した。

�ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓Նʣ

日程 9 月 9 日（水）～ 10 日（木）

場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

参加者 参加者：44名（堀グループ長・村上・渡瀬、学生スタッフ 41名）

　子どもたちがࢠにЫ気でఊқはとまどいましたが、間が経つとともにᕶちᅔいてき

て楽しんで活動できました。子どもɗ学の先生から「楽しかった」というᕹをいただ

き、うれしかったし、ɗりがいを感じました。　　　　　　　　　　   （社会・ᴯ年次生）

学生スタッフの声

　豊津第一小学校の学童の先生より、昨年度実施し
た防災に係る出し物を、学童への防災教育の一環と
して今年度も行ってほしいと依頼を受け、実施した。

�ɹボランティア体ݧπアʔ
ɹɹʙখ学生にࡂにָ͍ͭͯ͘͠学ΜͰΒ͓ ʂ͏学ಐ;Ε͍͋ボランティアʙ

日時 9 月 16 日（水）13：40 ～ 16：30

場所 大阪府吹田市 豊津第一小学校

内容 防災に関する人形劇、クイズ、カルタ、
新聞紙で防災グッズ作り

参加者 一般学生２名、学生スタッフ13名
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内容 清掃活動

　昨年度より高槻キャンパスに学生スタッフが誕生し
たことにより、学生スタッフの活動の幅が広がった。
今回は高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパスの学
生が参加しやすいように、関大クリーン大作戦を高槻
エリアにて実施した。

��ɹؔେΫϦʔンେ࡞ઓ�JOߴ�௬

日時 10 月 3 日（土）10：00 ～ 12：00

場所 阪急高槻市駅～ＪＲ高槻駅周辺

参加者の声
　思ったよりɾミがߵなかったけれど、ຏોしながらᓨんな人と話せて楽しかったです。

次回はもうߵしኰٍをࢿȥて活動してみたいと思いました。　　   　（ኍӁᣲ・3 年次生）

一般学生 7名、学生スタッフ 12 名参加者

参加者の声
　ᦍりがܧきなことと、ˢ࣊ボランティア活

動をしてみたかったので参加しました。普段、

自ུとɈれあうことがないので、自ུとɈれ

あうことができてࢠによかったです。また

このようなൡ会があれɃ参加したいです。 

内容 川底を耕してアユの産卵場を整備する

　大阪府高槻市の NPO 法人芥川倶楽部の活動である
「アユの産卵場の整備活動」に参加した。アユは秋に
産卵するため、アユが産卵しやすいよう川底を耕し、
産卵場を整備した。また、参加者には高槻市の芥川に
天然のアユが生息することを知ってもらうとともに、
自然とふれあうことで環境保全について考えてもらう
きっかけとする。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙアϢの࢈ཛΛඋ͠よ ʂ͏ʙ

ʲ連携ઌ �rେࡕɺߴ௬ࢢɺ̣ ̥̤ ๏ਓև۞ָ෦

日時 10 月 17 日（土）10：00 ～ 12：00

場所 大阪府高槻市 芥川 城西橋上手右岸側

一般学生 13 名、学生スタッフ 8名参加者

連 携 事 業

　ボランティアセンター学生スタッフはみんなが協
力し多彩な活動を行っている。今後さらに活動を充
実させるために、今回の合宿では「新しい個性を見
つけ出す」「団体としての結束力を高める」ことを
目標に掲げて実施した。

�ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓Նʣ

日程 9 月 9 日（水）～ 10 日（木）

場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

参加者 参加者：44名（堀グループ長・村上・渡瀬、学生スタッフ 41名）

　子どもたちがࢠにЫ気でఊқはとまどいましたが、間が経つとともにᕶちᅔいてき

て楽しんで活動できました。子どもɗ学の先生から「楽しかった」というᕹをいただ

き、うれしかったし、ɗりがいを感じました。　　　　　　　　　　   （社会・ᴯ年次生）

学生スタッフの声

　豊津第一小学校の学童の先生より、昨年度実施し
た防災に係る出し物を、学童への防災教育の一環と
して今年度も行ってほしいと依頼を受け、実施した。

�ɹボランティア体ݧπアʔ
ɹɹʙখ学生にࡂにָ͍ͭͯ͘͠学ΜͰΒ͓ ʂ͏学ಐ;Ε͍͋ボランティアʙ

日時 9 月 16 日（水）13：40 ～ 16：30

場所 大阪府吹田市 豊津第一小学校

内容 防災に関する人形劇、クイズ、カルタ、
新聞紙で防災グッズ作り

参加者 一般学生２名、学生スタッフ13名
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　本学が協賛する「第５回大阪マラソン」の給水ボ
ランティアにおいて、学生スタッフとともに活動す
る一般学生を募り、一緒に活動することで、ボラン
ティアの楽しさ、やりがい、スポーツの魅力を感じ
てもらう。

��ɹؤுるਓΛ学生スタッフͱԠ援͠よ ʂ͏ʂ
ɹɹ��ʙୈ�ճେࡕϚラιンڅਫボランティアʙ

日時 10 月 25 日（日）7：30 ～ 12：00

場所 大阪マラソン第 1給水所
（5㎞地点・千日前東ブロック）

内容 給水所でのランナーへの給水サービス活動

学生スタッフの声
　参加者պۢ楽しく会話しながら活動でき、

ፈ෩しながらख़もしっかりすることができ

てよかった。活動ऻに、ボランティア参加者

みんなから「楽しかった」という声を聞くこ

とができてよかった。　　（社会・1 年次生）

　今回参加してよかったことは、たくさんのランʔーの方とɈれあえたことで、人とᩜわる

ということの楽しさを知れたことです。ख़していると、ランʔーの方が手をળってくださっ

たり、「ありがとう」とっていただいたり、ボランティアの私がᣡにЫ気をもらいました。

今回のՕᅁཟは、もっと事Ұにコʍʡの˶Ɍ方などを̙すɌきだったཟです。今回のՕᅁ

ཟは来年࣊に活かしたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　   　（文・１年次生）

参加人数 一般学生 69 名、学生スタッフ 29 名
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　大学生を対象としたブースが多く出される学園祭で、子どもが楽しめる場所を提供できればと考
え、学生スタッフが企画・実施した。また、近年、環境問題やゴミの分別についての関心が高まっ
ていることから、子どもに環境やリサイクルについて遊んで学んでもらえるブースを出した。一般
学生には、身近な場所でのボランティア活動のため、気軽に参加してもらえるようボランティア体
験ツアーとして実施した。

日時 11 月 1 日（日）、11 月 3 日（火）10：00 ～ 16：00

目的 ゴミに関する人形劇、リサイクル工作、エコマーク神経衰弱、すごろくを用いて
子どもたちに環境問題やゴミの分別について知ってもらう。

場所 千里山キャンパス　凜風館 1階　学生ラウンジ

参加者 11 月 1 日（日）一般学生 12 名、学生スタッフ 46 名
11 月 3 日（火）一般学生  8 名、学生スタッフ 49 名

��ɹボランティア体ݧπアʔ����学Ԃࡇ
��������ʮめ͟ ʂͤΤίϚスタʔ�ʙΰϛの͔ࢁΒๅΛ͚ͭݟよ͏ʙ�ʯ

ը༰ا

紙パックのビュンビュンごま作り、本作りを行
う。また、牛乳パックで作る観覧車の展示やダン
ボールで作った空気砲で遊ぶブースを設けた。

内容
ᶄ࡞

環境問題、ゴミの分別をテーマとしたストーリー
をもとに人形劇を行う。

内容
ᶃਓܶܗ

エコマークが描かれた大きなカードを使って神経
衰弱を行い、エコマークについて学んでもらう。

内容
ᶅΤίϚʔΫਆܦਰऑ

すごろくをしながら、ゴミの分別の大切さについ
て学んでもらう。

内容
ᶆ͢͝Ζ͘

　本学が協賛する「第５回大阪マラソン」の給水ボ
ランティアにおいて、学生スタッフとともに活動す
る一般学生を募り、一緒に活動することで、ボラン
ティアの楽しさ、やりがい、スポーツの魅力を感じ
てもらう。

��ɹؤுるਓΛ学生スタッフͱԠ援͠よ ʂ͏ʂ
ɹɹ��ʙୈ�ճେࡕϚラιンڅਫボランティアʙ

日時 10 月 25 日（日）7：30 ～ 12：00

場所 大阪マラソン第 1給水所
（5㎞地点・千日前東ブロック）

内容 給水所でのランナーへの給水サービス活動

学生スタッフの声
　参加者պۢ楽しく会話しながら活動でき、

ፈ෩しながらख़もしっかりすることができ

てよかった。活動ऻに、ボランティア参加者

みんなから「楽しかった」という声を聞くこ

とができてよかった。　　（社会・1 年次生）

　今回参加してよかったことは、たくさんのランʔーの方とɈれあえたことで、人とᩜわる

ということの楽しさを知れたことです。ख़していると、ランʔーの方が手をળってくださっ

たり、「ありがとう」とっていただいたり、ボランティアの私がᣡにЫ気をもらいました。

今回のՕᅁཟは、もっと事Ұにコʍʡの˶Ɍ方などを̙すɌきだったཟです。今回のՕᅁ

ཟは来年࣊に活かしたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　   　（文・１年次生）

参加人数 一般学生 69 名、学生スタッフ 29 名
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学生スタッフの声
　私が今までͶ᮷したボランティアの中でも

࿑に地ڒの方とのᩜわりを感じられた。この

ԛɷʭンドルロードのボランティアに参加しなけれɃҋ会えない人ᤎに会え、改めてボラ

ンティアが人と人をつなぐൡ会であると実感した。全てのɷʭンドルにཌがཌྷった、1 日

ᬷएってよかったとɗりがいを感じた。　　　　　　　　　　　　　　   （社会・ᴯ年次生）

内容 キャンドルの準備（色付け、デザイン）、
設置、点火、片付け

　地域活性化イベントである千里キャンドルロードに
参加することにより、千里ニュータウンという地域に
ついて知ってもらう。また、キャンドル配置デザイン
から学生が関わることにより、１から作り上げるとい
うやりがいを感じてもらい、ボランティアの楽しさを
感じてもらうことや次のボランティア参加につなげる
ことを目的とする。

��ɹボランティア体ݧπアʔ
ɹɹ��ʙઍཬにΈΜͳのޫΛ౮ͦ ʂ͏�ઍཬΩϟンυϧロʔυ����ボランティアʙ

日時 11 月 7 日（土）11：00 ～ 21：00

参加者 一般学生 4名、学生スタッフ 18 名

場所 大阪府豊中市 千里中央公園

内容 花植え活動、焼き芋大会

　2011 年１月に学生スタッフが国土交通省近畿地方整
備局淀川河川事務所主催の「淀川サポート制度意見交
換会」に出席し、その際に高槻市市民団体「新川姫蛍
と花を守る会」の代表より声をかけていただいたこと
をきっかけに、当該団体と庄所地域連合自治会が共同
で実施している花植え活動に本学が参加することに
なった。
　また、花植え活動は関大生にも参加しやすいという
ことから「ボランティア体験ツアー」という位置づけ
で実施した。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�Ֆ২͑ボランティア�JOߴ�௬
ɹɹ��ʙ৽ΛՖͰછめよ͏ʙ

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体�৽ඣܬͱՖΛकるձ
� ঙॴҬ連߹࣏ࣗձ
日時 11 月 15 日（日） 9：00 ～ 12：00

場所 大阪府高槻市庄所公園、高槻市新川周辺 一般学生 1名、学生スタッフ 9名参加者

連 携 事 業
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学生スタッフの声
　たくさんのɾミをથい、ᓳ֚ࡺᣃがきれいになっていくことがᄻでてわかりとてもɗり

がいを感じた。ຏો中、ࡺのすぐ近くのɾミをったりする場ᬂが多かったので長ᬊが必要

だと思った。また、ຏોするኰٍがࢿいので、もっと大人ୣで参加できると思った。

（環境都市工・1 年次生）

内容 芥川城西橋周辺の清掃活動

参加者 一般学生 2名、学生スタッフ 6名

　これまで学生スタッフは淀川掃除を企画してきた
が、淀川掃除において高槻キャンパスからの参加者が
増加傾向にあることを受け、高槻キャンパスにもさら
にボランティアを広めたいと考え、芥川掃除を企画・
実施した。活動は市民団体の「新川姫蛍と花を守る会」
と一緒に行った。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙևআʙ

日時 11 月 29 日（日）9：30 ～ 11：00

場所 大阪府高槻市 芥川城西橋周辺

連 携 事 業

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体�৽ඣܬͱՖΛकるձ

内容 胴長靴を履いて、ミズヒマワリ駆除活動を行う。

参加者 一般学生 4名、学生スタッフ 5名

　ミズヒマワリは外来植物の一種で繁殖力が非常に強
く、川の生態系に大きな影響を及ぼす植物であり、本
来の川を保護するためには継続的に除去を行う必要が
ある。そのために、2008 年から学生スタッフは連携先
とともに駆除活動を行っている。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙϛζώϚϫϦۦআ࡞ઓʙ

ʲ連携ઌ �rେࡕɺߴ௬ࢢɺ/10๏ਓև۞ָ෦

日時 12 月 5 日（土）10:00 ～ 12:00

場所 大阪府高槻市　芥川合流点付近、女瀬川右岸付近

連 携 事 業

学生スタッフの声
にоって活動することはとても楽しかったし、また、たくさんのミʄʜマʹリをᮠすࡺ　

ることができてࢠにɗりがいを感じられた。ఊጶ的に 870ëç のミʄʜマʹリをᮠするこ

とができた。しかし、ミʄʜマʹリはࢠに力が強いのでᮠ活動をしなけれɃまたす

ぐにۄえてしまう。ු年のፕፖ的な活動がとても大切なのだと感じた。　　（文・1 年次生）

学生スタッフの声
　私が今までͶ᮷したボランティアの中でも

࿑に地ڒの方とのᩜわりを感じられた。この

ԛɷʭンドルロードのボランティアに参加しなけれɃҋ会えない人ᤎに会え、改めてボラ

ンティアが人と人をつなぐൡ会であると実感した。全てのɷʭンドルにཌがཌྷった、1 日

ᬷएってよかったとɗりがいを感じた。　　　　　　　　　　　　　　   （社会・ᴯ年次生）

内容 キャンドルの準備（色付け、デザイン）、
設置、点火、片付け

　地域活性化イベントである千里キャンドルロードに
参加することにより、千里ニュータウンという地域に
ついて知ってもらう。また、キャンドル配置デザイン
から学生が関わることにより、１から作り上げるとい
うやりがいを感じてもらい、ボランティアの楽しさを
感じてもらうことや次のボランティア参加につなげる
ことを目的とする。

��ɹボランティア体ݧπアʔ
ɹɹ��ʙઍཬにΈΜͳのޫΛ౮ͦ ʂ͏�ઍཬΩϟンυϧロʔυ����ボランティアʙ

日時 11 月 7 日（土）11：00 ～ 21：00

参加者 一般学生 4名、学生スタッフ 18 名

場所 大阪府豊中市 千里中央公園

内容 花植え活動、焼き芋大会

　2011 年１月に学生スタッフが国土交通省近畿地方整
備局淀川河川事務所主催の「淀川サポート制度意見交
換会」に出席し、その際に高槻市市民団体「新川姫蛍
と花を守る会」の代表より声をかけていただいたこと
をきっかけに、当該団体と庄所地域連合自治会が共同
で実施している花植え活動に本学が参加することに
なった。
　また、花植え活動は関大生にも参加しやすいという
ことから「ボランティア体験ツアー」という位置づけ
で実施した。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�Ֆ২͑ボランティア�JOߴ�௬
ɹɹ��ʙ৽ΛՖͰછめよ͏ʙ

ʲ連携ઌ �rࢢຽ団体�৽ඣܬͱՖΛकるձ
� ঙॴҬ連߹࣏ࣗձ
日時 11 月 15 日（日） 9：00 ～ 12：00

場所 大阪府高槻市庄所公園、高槻市新川周辺 一般学生 1名、学生スタッフ 9名参加者

連 携 事 業
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内容 道案内ボランティアとキャンパスツアー
サイエンスセミナーの補助

参加者 一般学生 1名、学生スタッフ 24 名

　NPO 法人関西大学カイザーズクラブおよび NPO 法
人チルドリン主催の「キャンパスママまつり in 関西
大学」に学生スタッフも参加した。「ママまつり」は、
ママの「好き」「得意」「経験」を集約し、全国展開し
ているイベントである。ボランティアセンター学生ス
タッフは、①道案内ボランティアとキャンパスツアー、
②サイエンスセミナーの補助を行った。また、参加学
生に地域との交流の場を創出することも目的とし、ボ
ランティア体験ツアーとして実施した。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ΩϟンύスϚϚ·ͭΓ�JO�ؔେ学

日時 12 月 13 日（日）10：00 ～ 16：00

場所 関西大学 千里山キャンパス

　吉本興業創業 100 周年と産経新聞創刊 80 周年を機に
誕生した「淀川寛平マラソン」に本学学生もボランティ
アとして参加した。本大会は「東日本大震災被災地復
興支援」をメインテーマに掲げ、誰でも楽しく参加で
きるチャリティー大会として、淀川河川公園と淀川河
川敷を舞台に開催されている。

��ɹཎฏϚラιン����

日時 2 月 14 日（日）9：30 ～ 16：30

場所 淀川河川公園枚方地区

参加者 一般学生 30 名、学生スタッフ 13 名

内容 完走されたランナーに記録証（完走証）を印刷し、手渡しする。
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内容 道案内ボランティアとキャンパスツアー
サイエンスセミナーの補助

参加者 一般学生 1名、学生スタッフ 24 名

　NPO 法人関西大学カイザーズクラブおよび NPO 法
人チルドリン主催の「キャンパスママまつり in 関西
大学」に学生スタッフも参加した。「ママまつり」は、
ママの「好き」「得意」「経験」を集約し、全国展開し
ているイベントである。ボランティアセンター学生ス
タッフは、①道案内ボランティアとキャンパスツアー、
②サイエンスセミナーの補助を行った。また、参加学
生に地域との交流の場を創出することも目的とし、ボ
ランティア体験ツアーとして実施した。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ΩϟンύスϚϚ·ͭΓ�JO�ؔେ学

日時 12 月 13 日（日）10：00 ～ 16：00

場所 関西大学 千里山キャンパス

　吉本興業創業 100 周年と産経新聞創刊 80 周年を機に
誕生した「淀川寛平マラソン」に本学学生もボランティ
アとして参加した。本大会は「東日本大震災被災地復
興支援」をメインテーマに掲げ、誰でも楽しく参加で
きるチャリティー大会として、淀川河川公園と淀川河
川敷を舞台に開催されている。

��ɹཎฏϚラιン����

日時 2 月 14 日（日）9：30 ～ 16：30

場所 淀川河川公園枚方地区

参加者 一般学生 30 名、学生スタッフ 13 名

内容 完走されたランナーに記録証（完走証）を印刷し、手渡しする。

　「ボランティア体験ツアー～淀川掃除ボランティ
ア～」が、2007年から始まり、2015年度で９年目を
迎えた。また2011年１月21日に国土交通省近畿地方
整備局淀川河川事務所長より「淀川サポーター」と
して認定されたことから、記念事業として2011年度
から実施している。
　当日は、本学と連携協定を締結しているミズノ株
式会社の社員約30名と約600名の関大生と関大関係
者が参加した。

��ɹୈ̑ճʮཎେআ�ʙΈΜͳのྗͰً͘ཎʙʯ

ʲ連携ઌ �rϛζϊࣜגձࣾ

日時 2 月 28 日（日）10：00 ～ 12：00

場所 淀川河川公園

共催 関西大学
ミズノ株式会社

協力団体 ボランティアセンター学生スタッフ
体育会本部
国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所

参加者 約 600 名
（ミズノ株式会社　社員 30 名を含む）

ゴミの回収量 約 101 袋（約 4.6 トン）

本活動に参加することで、1 人でも多く
の関大生にボランティアに関心を持っ
てもらい、ボランティア活動への参加
を促す。

目的

　今回қめてࡺ大ોに参加しました。開会ࣻ、ᩐ会ࣻのձ会をөめることになったので

いつもの活動よりも፯एしました。ձ会にᩜしては、よく声がࠍいていたとってもらえた

のでよかったと思います。活動については、Ͷᑎ会の人が多いɺルーʡだったこともあり、

活気のある活動になりました。ࡺภいなどのԲ᪙な場にоɠうとする人もୣ人いましたが、

ˢ回ᝢすれɃすぐにሉ動してくれたのでスタʍʟ側としてはありがたかったです。ሉ動す

る際も、みんなきれいにҚになってሉ動してくれたおかȥでスʪーʄに活動できました。

（環境都市工・1 年次生）

学生スタッフの声

連 携 事 業
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　本研究交流集会では、学生ボランティアを支援する
大学と地域関係機関の担当者間の連携協力を深めると
ともに、学生間の交流と学び合いの機会とし、それぞ
れの具体的な事例や課題について情報交換や協議を行
うことを目的に開催されている。本学ボランティアセ
ンター学生スタッフも参加し、分科会での発表やブー
ス出展を行った。

��ɹୈ�ճ学生ボランティアͱ支援ऀ͕ू͏શूྲྀަڀݚࠃձへのࢀՃ

日程 3 月 4 日（金）～ 6日（日）

場所 国立オリンピック記念青少年総合センター

参加者 学生スタッフ 9名

内容 ボランティアに関するシンポジウム、
学生ボランティアとのワークショップ、
ブース出展

　飛鳥川の清流復活、環境美化と景観形成を図るため、
明日香村住民や関係者と協力し、河川周辺の清掃活動
を実施した。また、午後からは野菜収穫体験をさせて
いただいた。ボランティア体験ツアーにすることで、
参加学生に自然環境に関する啓発を促し、今後のボラ
ンティアの参加につなげてもらうこともねらいとした。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙ؍ܠボランティア�JO�໌߳ଜʙ

日時 3 月 6 日（日）10：00 ～ 16：00

場所 奈良県明日香村
岡高市橋付近から飛鳥川下流

参加者 一般学生 1名、学生スタッフ 8名

内容 飛鳥川周辺での清掃活動

学生スタッフの声
　ԟҰ中の᭣᱖ࡺຏોはみんなが積極的にཌ

ʚɿミを持ち、Ꮖɗʤʍトボトル、ጤ᭒など

のɾミをથっていた。意۶にも多くのɾミがあって、ɗりがいがあった。ԟऻからのᕗՖ

ሮͶ᮷は、たくさんのᕗをՖሮしたり、ʝʕールをはがすというʡʋᣁഈͶ᮷ができた。

私はこのようなͶ᮷はқめてだったので、とても楽しかったし、ᕗのំ知ឧ、ᣁഈ知ឧを

ଡ଼えていただき、とてもためになった。　　　　　　　　　　　　　　　　（文・2 年次生）
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　本研究交流集会では、学生ボランティアを支援する
大学と地域関係機関の担当者間の連携協力を深めると
ともに、学生間の交流と学び合いの機会とし、それぞ
れの具体的な事例や課題について情報交換や協議を行
うことを目的に開催されている。本学ボランティアセ
ンター学生スタッフも参加し、分科会での発表やブー
ス出展を行った。

��ɹୈ�ճ学生ボランティアͱ支援ऀ͕ू͏શूྲྀަڀݚࠃձへのࢀՃ

日程 3 月 4 日（金）～ 6日（日）

場所 国立オリンピック記念青少年総合センター

参加者 学生スタッフ 9名

内容 ボランティアに関するシンポジウム、
学生ボランティアとのワークショップ、
ブース出展

　飛鳥川の清流復活、環境美化と景観形成を図るため、
明日香村住民や関係者と協力し、河川周辺の清掃活動
を実施した。また、午後からは野菜収穫体験をさせて
いただいた。ボランティア体験ツアーにすることで、
参加学生に自然環境に関する啓発を促し、今後のボラ
ンティアの参加につなげてもらうこともねらいとした。

��ɹボランティア体ݧπアʔ�ʙ؍ܠボランティア�JO�໌߳ଜʙ

日時 3 月 6 日（日）10：00 ～ 16：00

場所 奈良県明日香村
岡高市橋付近から飛鳥川下流

参加者 一般学生 1名、学生スタッフ 8名

内容 飛鳥川周辺での清掃活動

学生スタッフの声
　ԟҰ中の᭣᱖ࡺຏોはみんなが積極的にཌ

ʚɿミを持ち、Ꮖɗʤʍトボトル、ጤ᭒など

のɾミをથっていた。意۶にも多くのɾミがあって、ɗりがいがあった。ԟऻからのᕗՖ

ሮͶ᮷は、たくさんのᕗをՖሮしたり、ʝʕールをはがすというʡʋᣁഈͶ᮷ができた。

私はこのようなͶ᮷はқめてだったので、とても楽しかったし、ᕗのំ知ឧ、ᣁഈ知ឧを

ଡ଼えていただき、とてもためになった。　　　　　　　　　　　　　　　　（文・2 年次生）

　春合宿は、「ボランティアセンター学生スタッフと
しての自覚を高め、次年度につなげる」ことを目的と
して実施した。また、例年より開始時間を早め、ワー
クの数を増やしたことにより、有意義な合宿となった。

��ɹ学生スタッフཆ成߹ ʢ॓य़ʣ

日程 3 月 14 日（月）～ 15 日（火）

場所 飛鳥文化研究所・植田記念館

参加者 33 名（堀グループ長・村上・渡瀬、学生スタッフ 30 名）

学生スタッフの声
　ɺルーʡʹークでは、今まででˢႭ積極的にᄉし、自分の意をみんなとцするこ

とができたと思います。また、「もしも学生スタʍʟがࣔඨされたら」のʹークでは、活動

中に自分がᄻをտけることができていなかった、様々なཟについて気ȸき、ᚗを受け

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （社会・2 年次生）

　今回の合߂はいつもよりʹークのୣも多く、間も長かったためᄱりだくさんだったと

思う。また、今回қめてであɠう４回生ʡレʆンʎもよかった。トークショーのような感

じだったが、ڜᔍしくなく会ឰにいるような気持ちで聞けて楽しかった。ʚスの中での

アɮスʠレɮクɗగのᄻᜁましͶなど今回はқめてのことが多くて新ᰚだった。大۰Э

実した合߂だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （文・2 年次生）
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2015 年度の代表を務めさせていただいております。
私には代表に就いた時から変わらずにずっと持っている心構えがあります。
“ 関わるみんなに少しでも楽しんでほしい ” という思いです。代表と
してボランティアセンター学生スタッフの取りまとめをしております
が、学生ボランティアの皆さんにボランティア体験ツアーを楽しみ、ボ
ランティアの魅力に気付いてもらうことはもちろんですが、加えて学生
スタッフが多くの時間を使い企画したボランティア体験ツアーを自分
たち自身でも楽しむことも重要だと考えています。

私たちが楽しむことにより、楽
しい雰囲気が生まれ、学生ボラン
ティアの方もより楽しみながらボ
ランティアの一歩を踏み出せると考えています。

また、今年度は高槻エリアでも多くのボランティア体験
ツアーを行うことにより、高槻キャンパス、高槻ミューズ

キャンパスの学生も気軽にボランティアに参加できるようになってきました。
同じ関大生として、身近な活動から地域をキレイにしたいという思いやボランティアをしてみ
たいという思いを実現できるようになってきています。

今年度は、ボランティアセンター学生スタッフ一丸とな
り「関大生にボランティアを広める」という言葉の関大生
という部分について考えた 1年となりました。
これからも千里山キャンパスだけでなく、高槻、高槻
ミューズ、堺キャンパスと連携して、ボランティアをして
みたいが、一歩を踏み出せないという関大生をつないでい
くことができればと思っています。

また、2015 年度でボランティアセンターが設立され、10
年が経ちました。
先輩たちからの想いをつなぎながら、学生ボランティア
の想いに応えながら 10 年が経過しました。
つないでくださった先輩たちはもちろんのこと、後輩た
ちにも誇れる 10 年目にしたいと思います。

ボランティアセンター学生スタッフ代表

2015年度代表　２年次生　˧上　ᄽ̅

学生スタッフ代表からの一言
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ᴮǽޙ۾ȻȪȹɁԲൡከျ ᵻʦʳʽʐɭɬ๊Ӧί᪙ɋɁӏоɁܟӘᵻ

　ボランティアセンターでは、学内のボランティア団体（届出団体）に対して、活動の安心安全
を確保するために「ボランティア活動保険」への加入の奨励をしている。また、大学からボラン
ティア（地域貢献）活動を依頼することもあるため、学生の経済的負担を軽減するために保険加
入相当額を助成している。

Ӓ 成 団 Ͷ

手話サークル「ȕっɊる」、児୫化ᆅሱサークル子どɕのّ「ȕかとɦɏ」

児୫化実践サークル「うɊ」、ボランティアサークル「チャレンʂャー」

୫化会「ʰネスコᆅሱ部」、ボランティアセンター学生スタッフ

学生団Ͷ「ᵈᵒᵊＣ」、「ᵔᵂᵓＯ」

ᴯǽʦʳʽʐɭɬʅʽʉ˂ˁႆޙʃʉʍʟˁޙюʦʳʽʐɭɬيͶȻɁʩ˂ʐɭʽɺ

　ボランティアセンター学生スタッフが中心となって、ボランティア団体とともに、定期的にミー
ティングを実施している。このミーティングを行うことにより、ボランティア活動に関する情報
共有をはじめ、ボランティアフェスティバルや新入生オリエンテーション期間に協力して勧誘活
動を行うなど、学生団体同士の連携が促進されている。

開 催 日 時

４月 13・20・27 日、５月１・８・18 日、６月１・15・29 日、８月 24・31 日、９月７・

14・28 日、10 月５・19 日、11 月９・23 日、12 月７・21 日、１月７日、２月 15・25 日、

３月３・７・17・24・31 日（全 28 回）12：20 ～ 12：50

場 所 千里山キャンパス　凜風館 4 階　会ឰ室１

参 加 団 Ͷ

手話サークル「ȕっɊる」、児୫化ᆅሱサークル子どɕのّ「ȕかとɦɏ」

児୫化実践サークル「うɊ」、ボランティアサークル「チャレンʂャー」

୫化会「ʰネスコᆅሱ部」、ボランティアセンター学生スタッフ

　学юボランティアيͶとのミーティンɺでは、ボランティア活動にᩜする情報цɗ、յيͶがどのよう

な活動をしているのかを知るൡ会となっています。また、お̠いを知るために̬ํ会を͙႕・実施し、普段

のミーティンɺに来ていないʫンʚーとも̬ํができ、知り合いがۄえました。今ऻは、ˢ፳にボランティ

アの͙႕ができれɃいいなと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　（学生スタʍʟ 2 年次生）

学生スタッフの声

ボランティア団体への支援
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ᴰǽʦʳʽʐɭɬʟɱʃʐɭʚʵ 2015

　本イベントは、関大生に学内のボランティア団体に
ついて知ってもらうと共に、各部の新入部員獲得のた
めに 2008 年度から実施し、2015 年度で 8 回目となる。
ブースには、ボランティアに関心のある学生が多数訪
れ、新入部員の獲得に繋げることができた。また、団
体同士で交流を図ることができ、有意義な時間を過ご
すことができた。

実 施 日 ሌ 5 月 14 日（木）・15 日（金）

場 所 千里山キャンパス　凜風館 1 階　ラーニングエリア、ステーʂ

参 加 団 Ͷ

児୫化ᆅሱサークル子どɕのّ「ȕかとɦɏ」、手話サークル「ȕっɊる」

児୫化実践サークル「うɊ」、ボランティアサークル「チャレンʂャー」

୫化会「ʰネスコᆅሱ部」、ボランティアセンター学生スタッフ

ᴱǽʦʳʽʐɭɬيͶɁ̬ํ͢

　ボランティア団体のミーティングに参加している団体同士で交流を図りたいという声が上がっ
たことから、2010 年度より実施している。交流会では、各団体に他の団体について関心を持って
もらうことはもちろん、自分とは異なった意見を持った人と出会う “ きっかけ ” にも繋がり、有
意義な時間を過ごすことができた。

実 施 日 時 5 月 7 日（木）18：00 ～ 19：45

場 　 　 所 千里山キャンパス　第 2 学舎　C302 教室

参 加 団 Ͷ

児୫化ᆅሱサークル子どɕのّ「ȕかとɦɏ」、手話サークル「ȕっɊる」

児୫化実践サークル「うɊ」、ボランティアサークル「チャレンʂャー」

୫化会「ʰネスコᆅሱ部」、ボランティアセンター学生スタッフ
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学外助成案内及び推薦

۶Ӓᦂޙ

　学外の学生支援組織や社会福祉協議会は、学生のボランティア活動の振興のための助成を行っ
ている。ボランティアセンターでは、これらの団体から寄せられる助成金の案内を学内ボランティ
ア団体に情報提供を行ったうえで推薦し、助成が受けられるよう支援している。今年度は以下の
とおり助成金が支給された。

Ӓ成団Ͷ：一般財団法人  学生サポートセンター
ᗢ団Ͷ：学生団体「ＫＵＭＣ」
Ӓ 成 ᭊ：100,000 円
活動内容：「防災啓発」と「ボランティア活動による地

域貢献」の 2つを軸として高槻ミューズキャ
ンパスを拠点に、高槻支部・千里山支部に
わかれて活動を行っている。小学生への防
災の出前授業の実施や、防災関連のイベン
トの参加、防災グッズ作りなどを通して楽
しく防災を発信している。また、活動の中心となっている高槻市やその周辺地域で行
われる数多くのイベントにボランティアとして参加し、「学生の視点」から地域活性
化に取り組んでいる。

Ӓ成団Ͷ：社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会
ᗢ団Ͷ：児童文化研究サークル
　　　　　子どもの国「あかとんぼ」
Ӓ 成 ᭊ：20,000 円
活動内容：毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪

問し、子どもたちに人形劇や紙芝居、ゲー
ムなどのプログラムを披露したり、外遊び
を通して子どもたちと交流を行っている。
また、年末には、子どもたちを招待して劇
を披露する「チルドレンコンサート」といったイベントも実施している。

Ӓ成団Ͷ：社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会
ᗢ団Ͷ：手話サークル「あっぷる」
Ӓ 成 ᭊ：20,000 円
活動内容：聞こえる、聞こえないに関わらず、日々の

手話学習や手話劇、手話コーラスなど手話
パフォーマンスの発表を通して、サークル
メンバーの総体的な手話表現力向上を目指
している。また、他大学や地域のサークル
との交流によって実践力を養いつつ、手話
の普及も行っている。

　本学では、社会貢献活動を団体の活動として行っている学生がいる。彼らの活動は、学外から
も高く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボランティア依頼が多数寄せら
れる。
　ここでは、団体の活動紹介と活動に関わっている活動者の声を紹介する。

社会貢献を行う学生団体

　聞こえる・聞こえないに関わらず、楽しむことを大切に日々手話の学習や、手話
エンターテイメント（手話歌・劇）などの練習を通して、表現力とは何か、を意識し、
その向上に取り組んでいます。学園祭ではそれらを発表することで手話の普及、イ
メージチェンジなどを図っています。また、他大学との交流や、地域のサークルで
の活動で実際に聞こえない方と会話することで実践力を高める活動も行っています。

̍ɹखαʔΫϧʮ͋ͬるʯ

目的

　週に 2 回、手話の学習会を行っています。加えて手話歌や劇などの発表で、団
体としての統一感を意識しながら色んな人たちに活動の成果を見てもらう機会も
あります。更に他団体との交流会で施設の準備から考えたり、手話通訳の依頼に
応えたりと、大学外に活動の幅を広げています。それらの活動を通して、たくさ
んの人々との出会い、今までにない経験を積むこともできます。

【主な活動】
・関西大学主催手話交流会　　・学園祭での手話劇・歌発表
・声なし合宿　　　　　　　　・With Festa（手話歌発表会）

内容

　私たち手話ɿークル「あっɊる」は11ఌの学ٛᇞで、ඟに合わせて手話を᚜す手話コー

ラスと、セリʟに手話を͇けて行う手話Ӆをᄉ᚜しています。聞こえにᩜΡなく多くの方

に楽しんでもらえるᄉ᚜をᄻൈに、ᴵఌからጙ３かఌ間ᎃをፖけます。छ日はͅ大学の

学生ɗ社会人など、多くの方にに来ていただきました。とても፯एしましたがᄉ᚜ऻに

は大きなᤎ感をीることができました。　　　　　　　　　　　　   （社会・ᴯ年次生）

活動者の声
○学園祭

　私たちあっɊるはఌにˢ࣊Ʌまわりଡ଼で保ᑎボランティアをさせていただいていま

す。Ʌまわりଡ଼では、聴ᜁ障がいをもつ子どもたちの保護者が講を受けます。その

間、私たちは子どもたちとᤅんでशっています。ᴯදくらいのߴさなお子さんだと、「お

ීさんーᴞ」とよくะいてしまいます。ですが、どのお子さんもおɗつの間になるとታ

いっɄいになります。Ʌまわりଡ଼で、声、文ޏ、手話どの方ศでも伝えたいことが伝

えられないᫍしさを感じることもあります。　  　　　　　　　　　　    （ศ・ᴯ年次生）

○ひまわり教室でのボランティア
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　本学では、社会貢献活動を団体の活動として行っている学生がいる。彼らの活動は、学外から
も高く評価されており、ボランティアセンターを通して各団体にボランティア依頼が多数寄せら
れる。
　ここでは、団体の活動紹介と活動に関わっている活動者の声を紹介する。

社会貢献を行う学生団体

　聞こえる・聞こえないに関わらず、楽しむことを大切に日々手話の学習や、手話
エンターテイメント（手話歌・劇）などの練習を通して、表現力とは何か、を意識し、
その向上に取り組んでいます。学園祭ではそれらを発表することで手話の普及、イ
メージチェンジなどを図っています。また、他大学との交流や、地域のサークルで
の活動で実際に聞こえない方と会話することで実践力を高める活動も行っています。

̍ɹखαʔΫϧʮ͋ͬるʯ

目的

　週に 2 回、手話の学習会を行っています。加えて手話歌や劇などの発表で、団
体としての統一感を意識しながら色んな人たちに活動の成果を見てもらう機会も
あります。更に他団体との交流会で施設の準備から考えたり、手話通訳の依頼に
応えたりと、大学外に活動の幅を広げています。それらの活動を通して、たくさ
んの人々との出会い、今までにない経験を積むこともできます。

【主な活動】
・関西大学主催手話交流会　　・学園祭での手話劇・歌発表
・声なし合宿　　　　　　　　・With Festa（手話歌発表会）

内容

　私たち手話ɿークル「あっɊる」は11ఌの学ٛᇞで、ඟに合わせて手話を᚜す手話コー

ラスと、セリʟに手話を͇けて行う手話Ӆをᄉ᚜しています。聞こえにᩜΡなく多くの方

に楽しんでもらえるᄉ᚜をᄻൈに、ᴵఌからጙ３かఌ間ᎃをፖけます。छ日はͅ大学の

学生ɗ社会人など、多くの方にに来ていただきました。とても፯एしましたがᄉ᚜ऻに

は大きなᤎ感をीることができました。　　　　　　　　　　　　   （社会・ᴯ年次生）

活動者の声
○学園祭

　私たちあっɊるはఌにˢ࣊Ʌまわりଡ଼で保ᑎボランティアをさせていただいていま

す。Ʌまわりଡ଼では、聴ᜁ障がいをもつ子どもたちの保護者が講を受けます。その

間、私たちは子どもたちとᤅんでशっています。ᴯදくらいのߴさなお子さんだと、「お

ීさんーᴞ」とよくะいてしまいます。ですが、どのお子さんもおɗつの間になるとታ

いっɄいになります。Ʌまわりଡ଼で、声、文ޏ、手話どの方ศでも伝えたいことが伝

えられないᫍしさを感じることもあります。　  　　　　　　　　　　    （ศ・ᴯ年次生）

○ひまわり教室でのボランティア
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　吹田市内の学童訪問や長期休みを利用した小学校への訪問、地域行事などで子ど
もたちとふれあい、その関わりを通じて私たち自身も成長したいと考えています。

̎ɹࣇಐจԽڀݚαʔΫϧࢠͲのࠃʮ͔͋ͱΜ΅ʯ

目的

　毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪問し、子どもたちに人形劇や紙芝居、
ゲームなどのプログラムを披露し、ドッヂボールや鬼ごっこなどの遊びを通じて
子どもたちと交流をしています。

【主な活動】
・毎週水曜日の学童訪問　　　　　　　　　　　　　 ・公演（地域行事への参加など）
・夏合宿（大阪府以外の小学校へ泊りがけで訪問）
・チルドレンコンサート（普段訪問している学童の子どもたちを招待し、演劇を披露する）

内容

　۳合߂では大᩸ࣈ以۶のߴ学ಇにᜪ問させていただき、普段行っている人ढӅɗጤᓱࠊ

をするのはもちɠん、ᤆ動会ɗおɃけࠎ୧など様々なɮʣントに参加します。1日中子

どもたちとˢ፳にᤈȧし、新しいᄉɗ自分たちも長できます。ߴ学ಇにลまるという

普段できないͶ᮷もでき、あかとんɏの۳の᭛物ᝂとなっています。 　　  （ศ・ᴯ年次生）

活動者の声

○夏合宿

　ʋルドレンコンɿートは、普段ᜪ問させていただいている学ጥさんにӅɗʊンス、ɼー

ʪなどを行う、あかとんɏのʫɮンɮʣントです。ᴯ年生がիటをͽり、１年生がじ、

３年生、４年生は᚛ᚽɗᓋիの大ᤍщをͽるなどあかとんɏ全員がˢͶとなって子どもた

ちに楽しんでもらえるよう１つのӅをͽりあȥます。　　　   　　　　　  （ศ・ᴯ年次生）

○チルドレンコンサート
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　吹田市内の学童訪問や長期休みを利用した小学校への訪問、地域行事などで子ど
もたちとふれあい、その関わりを通じて私たち自身も成長したいと考えています。

̎ɹࣇಐจԽڀݚαʔΫϧࢠͲのࠃʮ͔͋ͱΜ΅ʯ

目的

　毎週水曜日に吹田市内にある学童保育へ訪問し、子どもたちに人形劇や紙芝居、
ゲームなどのプログラムを披露し、ドッヂボールや鬼ごっこなどの遊びを通じて
子どもたちと交流をしています。

【主な活動】
・毎週水曜日の学童訪問　　　　　　　　　　　　　 ・公演（地域行事への参加など）
・夏合宿（大阪府以外の小学校へ泊りがけで訪問）
・チルドレンコンサート（普段訪問している学童の子どもたちを招待し、演劇を披露する）

内容

　۳合߂では大᩸ࣈ以۶のߴ学ಇにᜪ問させていただき、普段行っている人ढӅɗጤᓱࠊ

をするのはもちɠん、ᤆ動会ɗおɃけࠎ୧など様々なɮʣントに参加します。1日中子

どもたちとˢ፳にᤈȧし、新しいᄉɗ自分たちも長できます。ߴ学ಇにลまるという

普段できないͶ᮷もでき、あかとんɏの۳の᭛物ᝂとなっています。 　　  （ศ・ᴯ年次生）

活動者の声

○夏合宿

　ʋルドレンコンɿートは、普段ᜪ問させていただいている学ጥさんにӅɗʊンス、ɼー

ʪなどを行う、あかとんɏのʫɮンɮʣントです。ᴯ年生がիటをͽり、１年生がじ、

３年生、４年生は᚛ᚽɗᓋիの大ᤍщをͽるなどあかとんɏ全員がˢͶとなって子どもた

ちに楽しんでもらえるよう１つのӅをͽりあȥます。　　　   　　　　　  （ศ・ᴯ年次生）

○チルドレンコンサート

　児童文化の啓蒙と発展に寄与し、吹田市内に限らず、社会に貢献できることを
目的としています。その中で子どもと関わることで子どもを楽しませることはも
ちろん、自分たちも活動を楽しむことを基本とし、子どもの成長だけではなく自
分たちの成長にもつながるような活動をしています。

̏ɹࣇಐจԽ実ફαʔΫϧʮ͏ʯ

目的

　毎週水曜日に吹田市内の小学校の学童保育を訪問し、子どもたちと遊んだり、
うぷのプログラムであるペープサート（紙人形劇）、紙芝居、身体を動かすゲーム
を子どもたちの前で披露しています。また、その他にも夏休みの長期休暇を利用
して地方の小学校に訪問し、体育館をお借りして 2 日間公演を行う合宿公演やこ
ども野外カーニバル、普段訪問している小学校の子どもたちを大学に招待するイ
ベントを行っています。

【主な活動】
・新入生歓迎会　　　　・吹田市こども野外カーニバル
・学童保育訪問　　　　・夏合宿公演
・学園祭　　　　　　　・KUシンフォニーホールでのイベント開催

内容

　ɮʣントは普段の活動でᜪ問している学ጥの子どもたちを大学にગशしてуを行うと

いうものです。ᎃఙ間がͅの行事と違って長く設けられているため先ᢝ方ɗպ回生との

Ꭲがりの大切さを意ឧでき、టႭでは自分たちが全力で仕上ȥたもので、子どもたちにታ

を˫えられる感動をीられます。　 　　　　　　　　　　　　 （ԇ学生֤工・2 年次生）

活動者の声
○イベント

　۳͡み中に、地方の全ಇ生ा 100 人以˩のߴ学ಇにᜪ問させていただき 2 日間にわたっ

て子どもたちと様々なʡロɺラʪを行います。ఊқはよそよそしい子どもたちが、間と

ともにどんどん心を開いてくれてʡロɺラʪを楽しんでくれるݎをて、とてもうれしく

感じます。おҝれ会で子どもたちがంいてくれたʫʍセーʂは、私のかけがえのない物

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ԇ学生֤工・ᴯ年次生）

○夏合宿
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　ボランティアサークル「チャレンジャー」は視覚特別支援学校や障がい者福祉
施設のイベントにボランティアとして参加することによる社会貢献を目的として
います。また、普段接する機会の少ない障がいを持つ方とのかかわりを通して障
がいに対する理解を深め、私たち自身も成長することを目指しています。

�ɹボランティアαʔΫϧʮνϟϨンδϟʔʯ

目的

　視覚特別支援学校での行事における手引きやサポート、障がい者福祉施設「ゆ
うゆう会」での行事における車いすでの移動のお手伝いや食事介助、トイレ介助
などを行うことが主な活動内容です。また、子どもとふれあうボランティアや 24
時間 TVの募金活動も行っています。

【主な活動】
・視覚特別支援学校での活動　　　・障がい者福祉施設「ゆうゆう会」での活動　
・24時間ＴＶ募金活動　　　　　　・「まちつく」への参加
・吹田こどもまつり

内容

　ᄼ学ಇではˢ፳にトランʧリンɗʠランコをするときもあれɃ、ᤕҋをすることもあり

ます。学۶での活動ではᄻのえない方をどのように楽しませるか考えたり、֚りの人へ

のᥓਁɗ障がいを持った方にԲ᪙を知らせるよう気をᥓったりするため、፯एします。し

かしその࣊に障がいを持った方のጠዩなታɗ、楽しそうなમ動に̿護している自分自身

がЫ気をもらいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（ศ・３年次生）

活動者の声
○盲学校

　əうəう会ではఌにˢ࣊、障がいをお持ちの方々とˢ፳にኟᬂのໝをに行ったり、ᇘ

ੑへۻをに行ったりクリスマス会ɗɼーʪをしたりなど楽しく活動しています。қめ

は障がいをお持ちの方とすることにߦして、፯एだったり˪ާだったりがあったりする

かもしれませんが、活動に参加していくうちに楽しくコミʯʕɻーションをとれるように

なり、障がいをお持ちの方が楽しそうな᚜情をせてくださるのがとてもݼしくɗりがい

を感じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ศ・ᴯ年次生）

○ゆうゆう会

Ɔ「まちつく」とは、ʊンボールをΈってŽまちžをつくる۳͡みの

。学生տけʹークショʍʡですߴ　
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　ボランティアサークル「チャレンジャー」は視覚特別支援学校や障がい者福祉
施設のイベントにボランティアとして参加することによる社会貢献を目的として
います。また、普段接する機会の少ない障がいを持つ方とのかかわりを通して障
がいに対する理解を深め、私たち自身も成長することを目指しています。

�ɹボランティアαʔΫϧʮνϟϨンδϟʔʯ

目的

　視覚特別支援学校での行事における手引きやサポート、障がい者福祉施設「ゆ
うゆう会」での行事における車いすでの移動のお手伝いや食事介助、トイレ介助
などを行うことが主な活動内容です。また、子どもとふれあうボランティアや 24
時間 TVの募金活動も行っています。

【主な活動】
・視覚特別支援学校での活動　　　・障がい者福祉施設「ゆうゆう会」での活動　
・24時間ＴＶ募金活動　　　　　　・「まちつく」への参加
・吹田こどもまつり

内容

　ᄼ学ಇではˢ፳にトランʧリンɗʠランコをするときもあれɃ、ᤕҋをすることもあり

ます。学۶での活動ではᄻのえない方をどのように楽しませるか考えたり、֚りの人へ

のᥓਁɗ障がいを持った方にԲ᪙を知らせるよう気をᥓったりするため、፯एします。し

かしその࣊に障がいを持った方のጠዩなታɗ、楽しそうなમ動に̿護している自分自身

がЫ気をもらいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（ศ・３年次生）

活動者の声
○盲学校

　əうəう会ではఌにˢ࣊、障がいをお持ちの方々とˢ፳にኟᬂのໝをに行ったり、ᇘ

ੑへۻをに行ったりクリスマス会ɗɼーʪをしたりなど楽しく活動しています。қめ

は障がいをお持ちの方とすることにߦして、፯एだったり˪ާだったりがあったりする

かもしれませんが、活動に参加していくうちに楽しくコミʯʕɻーションをとれるように

なり、障がいをお持ちの方が楽しそうな᚜情をせてくださるのがとてもݼしくɗりがい

を感じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ศ・ᴯ年次生）

○ゆうゆう会

Ɔ「まちつく」とは、ʊンボールをΈってŽまちžをつくる۳͡みの

。学生տけʹークショʍʡですߴ　

　私たちはユネスコ憲章にある「心の中に平和の砦を」と言う理念に則り、主に
子どもたちとの交流を中心としたボランティア活動を行っています。子どもたち
には普段あまり関わることのない大学生との交流を通じて異世代交流の楽しさと
集団行動の大切さを学んでもらうことを目的としています。また、子どもたちと
ともに行動することにより、部員の行動力や責任感を培い、新たな成長につなげ
ていくことも目的の 1つです。

�ɹจԽձʮϢωείڀݚ෦ʯ

目的

　吹田市在住の子どもたちと月に１度交流する「ユネスコスクール」を中心に活動
しています。「ユネスコスクール」では運動や料理、科学実験など様々な活動をしたり、
遠足や宿泊学習を行っています。また夏休みには過疎地の小学校を訪問し、２～３
日にわたり現地の子どもたちとの交流を行っています。他にも吹田市を中心に、地
域のイベントの運営補助や清掃活動などのボランティア活動もしています。

【主な活動】
・ユネスコスクール　　　　  ・吹田ハロウィンパレード　　 ・過疎地の子どもたちと交流　
・ハロハロＳＱＵＡＲＥ　　  ・文化フェスティバル　　　　 ・さくら広場
・旧西尾家住宅でのボランティア

内容

　ఌに１࣊開ϸされるこの活動では、田市のߴ学ಇをߦ象に参加者を募り、ᤅびɗ社会

学を通してߴ学生との̬ํを行っています。はじめは˪ާがっていた参加зも大学生ɗͅ

のߴ学ಇのՓᤎと活動をцにしていくにつれ、つながりを感じ、次回の活動を楽しみにして

くれるݎをることができました。私はこの活動で子どもとのつながりを感じることができ

ましたし、さらに活動の中で自ུと子どものާ全に気をᥓっている自分に気ȸき、長を感

じることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ኍӁᣲ・１年次生）

活動者の声

○ユネスコスクール

　ハロハロÓÑÕÁÒÅとは۶ّにルーʎを持つ子どもたちに日టのଡ଼ᑎɗ学ಇの߂ᭉをଡ଼

える活動です。この活動では「۶ّにルーʎを持つ子どもたちにとって、ここ日టがࠊ心

地のいい場になってほしい」という思いをもってʰʗスコᆅሱだけでなくͅのボラン

ティアのᄒさんと活動しています。自分がଡ଼えたとこɠを「分かったᴞ」とってくれる

のは大۰うれしいことです。さらに、様々なّの子どもがいるので、たくさんの文ԇに᜔

れる៱重なൡ会でもあります。　　　　   　　　　　　　　　　　　　　（文・３年次生）

○ハロハロSQUARE
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　私たちは社会安全学部（高槻ミューズキャンパス）で日々学んできた知識を活
かして、防災の知識をより多くの人に知ってもらうために、社会に向けた防災知
識の発信を主な活動としています。災害が起こった時に自分たちの伝えた知識が
活かされることを目標にしています。また、地域のお祭りなどでのボランティア
にも参加し、地域貢献活動も並行して行っています。

�ɹ学ੜஂମʮ̢̠̪̘ʯ

目的

　防災に関わる活動では、地域の小学校における防災の出前授業や様々なイベント
に参加し、ゲームなどを通して防災の知識を楽しく学んでもらっています。地域貢
献活動では、高槻市や茨木市、吹田市を中心に様々なイベントでのボランティアに
積極的に参加しています。

【主な活動】
・小学校での防災の出前授業　　　　　　・図書館での防災絵本の読み聞かせ
・防災ゲームや防災グッズの作成　　　　・地域のイベントでのボランティア

内容

　᩻災ଡ଼ᑎဳでは、高഼市юのߴ学ಇを中心に、災害ɗ事から身をަる方ศを伝える᩻

災ҋҰૌഈを行っています。᩻災というと、ߵしᫍしそうにも聞こえますが、子どもたち

に、᩻災ɺʍʄに᜔れてもらうことɗ、ߴ学ಇ֚ᣃのќᅊからԲ᪙な場を考えてもらう

ことにより、子どもたちもˢ፳に参加できるૌഈをͽっていくことで、楽しく᩻災につい

て学んでもらうことをᄻൈにしています。᩻災のことを楽しく伝えることは、いつもᝁ行

᧷のᣵፖですが、͓間との相ᝬɗ、子どもたちのჀ問からは、多くのᄉがीられ、子

どもᤎとˢ፳に私たち自身も長できることがᰀ力です。   　　　（社会ާ全・ᴯ年次生）

活動者の声

○防災教育

　ᵈᵒᵊᵀでは、ɮʣントのボランティアなどを通して多くの地ڒの方々と̬ํするൡ会

があります。2015年に参加したボランティアʟɱスティʚルで私たちは立Ͷハʀードマʍ

ʡをΈい地ڒの方々と᩻災のᤧᫍについて考えました。᩻災について地ڒの方々に伝え

るだけでなくպに多くのことを地ڒの方々からଡ଼えていただきました。たくさんの学び

をीたɮʣントでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （社会ާ全・ᴯ年次生）

○地域イベント
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　私たちにできる事を楽しくボランティアを行う事が目的です。キャンパスのあ
る堺で、地域に根差した活動を行っております。またボランティアを行うにあたっ
て、自分たちで連絡、調整、企画、そしてボランティア先で交流や経験をする事
によって、様々な事を学んでいきます。

�ɹʮ̬̫̚ ̤ʯ

目的

　私たちのサークルで主に行っている活動は、幼稚園訪問と大和川清掃です。幼稚
園と大和川はキャンパスから歩いて行ける距離にあり、地域に根差した活動をして
います。また福祉施設にてレクリエーションを行ったり、学外のボランティアにも
参加しています。ボランティア情報の共有も行っています。

【主な活動】
・大和川清掃　　　　　　　　　　　　　　　・幼稚園訪問
・福祉施設でのレクリエーション事業　　　　・マラソンボランティア

内容

　大֪ࡺは、学ಇの近くにํれているࡺという事でとても近い٣ސです。ธࡺ୧のȧみを

થい、ࡺがきれいになっていくのは気持ちがよくݼしいです。先ᢝᤎとわいわいしながら

ȧみをથうのは楽しく、ȧみをたくさんથうことができてᤎ感を味わえました。

（人間健康・ᴯ年次生）

活動者の声

○大和川清掃

　ϸし物の႕をしているは楽しんでくれるのか、そして子どもᤎの相手मがөまるの

かと˪ާでしたが、実際に子どもᤎと᜔れ合うとˢ፳に楽しめてよかったです。ߵしの

間でしたが、子どもᤎと話せてЭ実した活動になりました。　   　（人間健康・１年次生）

○幼稚園訪問

　私たちは社会安全学部（高槻ミューズキャンパス）で日々学んできた知識を活
かして、防災の知識をより多くの人に知ってもらうために、社会に向けた防災知
識の発信を主な活動としています。災害が起こった時に自分たちの伝えた知識が
活かされることを目標にしています。また、地域のお祭りなどでのボランティア
にも参加し、地域貢献活動も並行して行っています。

�ɹ学ੜஂମʮ̢̠̪̘ʯ

目的

　防災に関わる活動では、地域の小学校における防災の出前授業や様々なイベント
に参加し、ゲームなどを通して防災の知識を楽しく学んでもらっています。地域貢
献活動では、高槻市や茨木市、吹田市を中心に様々なイベントでのボランティアに
積極的に参加しています。

【主な活動】
・小学校での防災の出前授業　　　　　　・図書館での防災絵本の読み聞かせ
・防災ゲームや防災グッズの作成　　　　・地域のイベントでのボランティア

内容

　᩻災ଡ଼ᑎဳでは、高഼市юのߴ学ಇを中心に、災害ɗ事から身をަる方ศを伝える᩻

災ҋҰૌഈを行っています。᩻災というと、ߵしᫍしそうにも聞こえますが、子どもたち

に、᩻災ɺʍʄに᜔れてもらうことɗ、ߴ学ಇ֚ᣃのќᅊからԲ᪙な場を考えてもらう

ことにより、子どもたちもˢ፳に参加できるૌഈをͽっていくことで、楽しく᩻災につい

て学んでもらうことをᄻൈにしています。᩻災のことを楽しく伝えることは、いつもᝁ行

᧷のᣵፖですが、͓間との相ᝬɗ、子どもたちのჀ問からは、多くのᄉがीられ、子

どもᤎとˢ፳に私たち自身も長できることがᰀ力です。   　　　（社会ާ全・ᴯ年次生）

活動者の声

○防災教育

　ᵈᵒᵊᵀでは、ɮʣントのボランティアなどを通して多くの地ڒの方々と̬ํするൡ会

があります。2015年に参加したボランティアʟɱスティʚルで私たちは立Ͷハʀードマʍ

ʡをΈい地ڒの方々と᩻災のᤧᫍについて考えました。᩻災について地ڒの方々に伝え

るだけでなくպに多くのことを地ڒの方々からଡ଼えていただきました。たくさんの学び

をीたɮʣントでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （社会ާ全・ᴯ年次生）

○地域イベント
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　初めて手話サークル「あっぷる」に参加した時から大げさに言わ
ずとも世界が変わりました。「手話って何？」そんな状態だった私
に手話の魅力を伝え、引っ張ってくれる先輩方の姿に憧れ、今年度
は代表を務めることになりました。老若男女を問わない手話でのコ
ミュニケーションは 18 年間生きてきた私の人生を大きく変えてく
れました。あっぷるは非常に様々な人が集まってくるサークルです。
休み時間はメンバーが集い、語り合い、笑う、そんな風景を見ることが出来ます。そして、団体
としては、他の大学の手話サークルと合同企画をたてたり、ボランティア活動に積極的に参加し
たり、毎週メンバーを楽しませる為に会議したりするというメリハリを持っています。高い技術
と高い意識、それを兼ね備えたあっぷるの活動を通して私も共に成長してきた、と胸を張って言
うことが出来るようになりました。今自分に出来ることは何か、そう考えたとき思うのは、この
みんなが集まるあっぷるという場を守りたい、続けたい、ということです。今年度は例年より多
い新入生に見られながら毎週の活動を代表としてこなしています。残り活動を精一杯、メンバー
と共にやり抜くんだと決めています。

֤団体のදऀの
खαʔΫϧʮ͋ͬるʯ දɿ҆ߴ��େو

　あかとんぼとして活動していく中で、大切に思うことが３つあり
ます。１つ目は、普段訪問させていただいている学級の子どもたち
の成長です。１年生から３年生までの長い間関わるので、長期にわ
たってみんなの成長を感じられるということがとても素敵に思いま
す。２つ目は、あかとんぼ内での交流です。学級訪問だけでなく、
公演依頼など様々な活動をしていく中で、チームワークがとても重
要になります。ですので普段からの交流を大切にしようと強く感じます。３つ目は、みんなの笑
顔です。私たちの活動を通じて子どもたちを楽しませることができたり、また地域の方々にも笑っ
ていただけることがとても励みなっています。あかとんぼの代表として、活動に協力していただ
いている皆様への感謝を忘れずに、皆様を笑顔にできる活動をしていけるよう精進してまいります。

ʮ͔͋ͱΜ΅ʯࠃͲのࢠαʔΫϧڀݚಐจԽࣇ දɿٶຊ��େᏻ

　私はうぷでの学童保育や夏合宿など特別な活動を通して、この
活動の素晴らしさを知りました。そして私は代表になりさらにそ
のことを強く実感しました。
　今年行った千里第二こどもカーニバルでは、たくさんの子ども
たちが見に来てくれ、とても喜んでくれました。夏合宿では、小
学校の職員の方や現地の方、その他さまざまな方々のおかげで無
事公演を行うことができました。その小学校の子どもだけでなく、地元の子どもたちも来てくれ、
大いに盛り上がりました。
　私は日々の活動一つ一つにおいて、協力してくださっている方々にとても感謝しています。そ
のような活動に携われていること、その活動の代表を務めていることに誇りを感じます。これか
らも感謝の気持ちを忘れず、子どもたちに楽しんでもらえるように全力でサークル活動に取り組
んでまいりたいと思います。

ಐจԽ実ફαʔΫϧʮ͏ʯࣇ දɿখઘ��थ
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　私はボランティアが好きです。活動するたびに今までできなかったこ
とができるようになっていき、成長を感じられるボランティアが大好き
です。今年度は代表という立場でボランティアをしておりますが私自身
経験が浅いため周りの方たちに頼ることもあります。障がいを持った方
の接し方、言葉でのコミュニケーションはなくても障がいを持った方が
どのような気持ちなのか読み解く力など初めて活動される方でなくても
難しいことはたくさんあります。代表として、また、先輩として後輩たちがボランティアの中にやりがい
と楽しさを見つけられるよう精進していきたいと思います。

ボランティアαʔΫϧʮνϟϨンδϟʔʯ දɿ෦߁��೭

　大学に入ったら何か人の役に立ちたい、ボランティアがしたいという
思いがありました。そして自分は子ども好きということもあり子ども関
係のボランティアを中心にしているユネスコ研究部に入部しました。そ
こで活動をしていると、ある活動の最後に子どもを迎えに来たある親
御さんに「子どもが、友達ができて嬉しいと言っているんです。これ
からもよろしくお願いします」と言うお言葉をいただきました。それを
聞いた瞬間にユネスコ研究部でボランティアをしていてよかったと感じました。私たちの部活は、この
ように人と人をつなげ、そこから部員が成長することのできる場所です。人と人がつながると、温か
い気持ちが芽生えます。そのお手伝いをできるユネスコ研究部は素晴らしい部活です。これからも、
人と人のつながりを大切にできる部活であり続けたいと思います。

จԽձʮϢωスίڀݚ෦ʯ දɿᖛຊ��ଠ

　私は学生団体 KUMC の活動の中で様 な々経験をしました。私はこ
の団体に入ったことで、多くの人と出会いました。大学４年間の過ごし
方は人それぞれですが、このようなボランティア活動に携わると、日頃
の生活の中だけでは絶対に出会えなかったであろう多くの方と知り合え
ます。そして私は活動を通して出会った人々からたくさんのことを学び
ました。ボランティア活動には本当に多くの魅力が詰まっています。そ
してその活動に共に取り組める仲間や、活動を通して知り合った素敵な人々は私の価値観を大きく変
えてくれました。今の私がいるのは、このボランティアを通して出会った人々と、この学生団体
KUMCがあったからだと言えます。

学生団体ʮ̢̠̪̘ʯ දɿਗ਼ਫ��ஐֆ

　ボランティアに興味を持ちサークルに入り、今では代表をやらせて頂
き、月日が流れるのはとても早いと実感しております。WEVO では、
幼稚園訪問と大和川清掃を中心に活動を行っております。幼稚園訪問
の際、園児たちに「楽しかった」や「また来てね」と言われる度に大
変嬉しいです。また今回福祉施設で初めて、自分たちでチラシ作成か
ら企画を行いました。チラシ作成や車椅子レクリエーションにおいて、
一から企画を練るのは大変でしたが、良い経験となりました。今後と
も様 な々ボランティアを行い、成長していきたいと思います。

ʮ̬̫̚ ̤ʯ දɿଠా��ͻ͔Δ

　初めて手話サークル「あっぷる」に参加した時から大げさに言わ
ずとも世界が変わりました。「手話って何？」そんな状態だった私
に手話の魅力を伝え、引っ張ってくれる先輩方の姿に憧れ、今年度
は代表を務めることになりました。老若男女を問わない手話でのコ
ミュニケーションは 18 年間生きてきた私の人生を大きく変えてく
れました。あっぷるは非常に様々な人が集まってくるサークルです。
休み時間はメンバーが集い、語り合い、笑う、そんな風景を見ることが出来ます。そして、団体
としては、他の大学の手話サークルと合同企画をたてたり、ボランティア活動に積極的に参加し
たり、毎週メンバーを楽しませる為に会議したりするというメリハリを持っています。高い技術
と高い意識、それを兼ね備えたあっぷるの活動を通して私も共に成長してきた、と胸を張って言
うことが出来るようになりました。今自分に出来ることは何か、そう考えたとき思うのは、この
みんなが集まるあっぷるという場を守りたい、続けたい、ということです。今年度は例年より多
い新入生に見られながら毎週の活動を代表としてこなしています。残り活動を精一杯、メンバー
と共にやり抜くんだと決めています。

֤団体のදऀの
खαʔΫϧʮ͋ͬるʯ දɿ҆ߴ��େو

　あかとんぼとして活動していく中で、大切に思うことが３つあり
ます。１つ目は、普段訪問させていただいている学級の子どもたち
の成長です。１年生から３年生までの長い間関わるので、長期にわ
たってみんなの成長を感じられるということがとても素敵に思いま
す。２つ目は、あかとんぼ内での交流です。学級訪問だけでなく、
公演依頼など様々な活動をしていく中で、チームワークがとても重
要になります。ですので普段からの交流を大切にしようと強く感じます。３つ目は、みんなの笑
顔です。私たちの活動を通じて子どもたちを楽しませることができたり、また地域の方々にも笑っ
ていただけることがとても励みなっています。あかとんぼの代表として、活動に協力していただ
いている皆様への感謝を忘れずに、皆様を笑顔にできる活動をしていけるよう精進してまいります。

ʮ͔͋ͱΜ΅ʯࠃͲのࢠαʔΫϧڀݚಐจԽࣇ දɿٶຊ��େᏻ

　私はうぷでの学童保育や夏合宿など特別な活動を通して、この
活動の素晴らしさを知りました。そして私は代表になりさらにそ
のことを強く実感しました。
　今年行った千里第二こどもカーニバルでは、たくさんの子ども
たちが見に来てくれ、とても喜んでくれました。夏合宿では、小
学校の職員の方や現地の方、その他さまざまな方々のおかげで無
事公演を行うことができました。その小学校の子どもだけでなく、地元の子どもたちも来てくれ、
大いに盛り上がりました。
　私は日々の活動一つ一つにおいて、協力してくださっている方々にとても感謝しています。そ
のような活動に携われていること、その活動の代表を務めていることに誇りを感じます。これか
らも感謝の気持ちを忘れず、子どもたちに楽しんでもらえるように全力でサークル活動に取り組
んでまいりたいと思います。

ಐจԽ実ફαʔΫϧʮ͏ʯࣇ දɿখઘ��थ
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　ボランティアセンターでは、関大生にボランティア活動の魅力を伝えるために次の広報活動を
おこなっている。

ᴮǽ×åâɿɮʒ

　タイムリーな情報を発信し、ボランティア参加に繋がるように心がけた。

広 報 活 動
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ᴯǽʦʳ̔ ʐɭɬʅʽʉ˂ʴ ʟ˂ʁ ʍʒɁоႆп׆ᥓ͇

　2010 年度より、ボランティアセンターの認知度アップとボランティアセンター学生スタッフ
を含む学生のボランティア団体の新入生獲得を目的に作成し、新入生全員に配付している。
　作成以降、センター来室者が増加した。また、学内のボランティア団体においては新入部員の
増加に繋がった。

ᴰǽൡᩜᝒȈÖïìõòùᴥʦʳʴ˂ᴦȉɁᄉᚐ

　職員と学生スタッフが編集委員となって作成した。職員は、アドバイスと校正を中心とし、学
生スタッフの自主性を引き出すように支援した。
　・vol.26（4 月 1 日発行）、vol.27（7 月 1 日発行）、vol.28（12 月 1 日発行）
　・ vol.26 は 12,500 部（新入生に対するボランティアガイダンス等で配布）、vol27・28 は 2,000
部発行

2015年度版（12,500部）
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「Volury」Vol.26（2015年４月１日ᄉ行）

新入生͚ʹ
ϘϥϯςΟアηϯλーɺϘϥϯςΟア

ηϯλーֶ生ελッϑɺϘϥϯςΟアஂମの
հΛ͠ ͨɻ·ͨɺϘϥϯςΟアηϯλーઃཱ
��पه೦߸ͱ͠ ͯϖージΛ૿͠ɺ
ϘϥϯςΟアηϯλー��प
のาみհͨ͠ɻ
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「Volury」Vol.27（2015年７月１日ᄉ行）

ϘϥϯςΟア

ίーσΟωーτのհɺ

Նの͓͢͢ΊϘϥϯςΟア

のհΛ行ͬͨɻ
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「Volury」Vol.28（2015年12月１日ᄉ行）

ϘϥϯςΟア
ମݧπアーのհɺ
ϥϯキϯάࣜܗで
ϘϥϯςΟアใの
հΛ行ͬͨɻ
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ʦʳʽʐɭɬͶ᮷֖ڨ

　ボランティアセンターは、活動参加者がボランティア体験についてふりかえる機会を作るため
に、体験報告を寄せてもらうよう呼びかけをしている。また、体験報告をホームページなどに掲
載し、自由に閲覧できるようにすることにより、具体的なイメージが湧きやすく、同じ関大生が
参加したボランティアであれば、安心して参加できるという学生も少なくないようである。
　ここでは、2015 年度に学生から寄せられた体験報告を一部紹介する。

学 生 の 声

ґ  ၥہ

内 容 大学周ᣃのຏો活動

日 ሌ ４月11日（土）

感 想

　ボランティア活動にᒾ֞がȕり参加しました。きれい

に見えてɕ意۶とたȢȨɦɾミがᕶȴているɦȳȽと९

いました。田ࢍはᡅ上ཽᇣඨにɕかかɢらず、タバ

コののɾミがᄻ立ȴました。ൡ会がȕれɃまた参加

したいです。　　　　　　　　 　（۶ّ語・１年次生）

ґ  学校

内 容 َం館の本のᕶంきし

日 ሌ ６月23日（火）

感 想

　ఊқにアイスʠレイクを行ったことでੜȴᜓけることが

できた。Ȱのȝかげか本఼の活動でȕるᕶంきしをして

いる時ɕ᪬の人同ۢでいろいろȽことを話しȽがらഒしȢ

活動できていたと९う。私は1ёしかȮȽかったが全Ͷ

では40ёɕの本をすことができたのでよかった。

（法・２年次生）

ґ  イʣント

内 容 子どɕに遊びをᣮしてّ᪨理ᜓについて学ɦでɕらう

日 ሌ ８月４日（火）・５日（水）

感 想

　子どɕたȴがഒしȰうに参加してȢれてよかった。ໄ϶

階でɗらȽけれɃいけȽいことのੰ૱がᫍしȢ、大۰Ƚ

ことɕȕったがɒɦȽでӒけ合って活動できた。ボラン

ティアの៎ߦ者でȕる子どɕたȴのことをᐎえȽがら、企

画・ᤆ؆できたことɕよかった。どの活動でɕ、៎ߦ者の

ことをᐎえることが大ҒȽのȳとめて९った。

（୫・１年次生）

― 86 ―



ґ  ၥہ

内 容 アʰのႇԶ場を϶する

日 ሌ 10月17日（土）

感 想

　ᑡ長をᅔて川の中をᐖしたり、アʰが川を上りɗすい

ようにスコップでᆀを取りȢȽど、ௐȽかȽかでき

ȽいͶ験ができた。参加者同ۢ、会話しȽがら川の中を

ᐖす作業はとてɕഒしȢ、ボランティア活動でȕること

をॗれるȢらいでȕった。自ུとɈれȕい、ボランティ

アのഒしȨをめて感じることができた。

（୫・１年次生）

ґ  イʣント

内 容 キャンドルのໄ϶、設Ꮪ、点火、࿁ȸけ

日 ሌ 11月７日（土）

感 想

　గからۻまでの活動で、振り返ってɒるとፀഫʙードȽ

ボランティアȳった。ጤコップにりとしてᆂを入れる作

業と、デʀインᣮりにጤコップを˶べる作業の２つを行っ

たが、後者がᫍしい作業ȳった。ˢᓐのȝ様から見てき

れいに見えるように˶べるのは大۰ȳったが、ɒɦȽで協

ӌしȽがら˶べた。ᔍәして˶べたጤコップに火がཌྷり、

૫いていたᣮりのᓨにȽった時はᤎ成感がȕった。ボラン

ティア同͓ۢᓦȢȽれてうれしかった。　（୫・１年次生）

ґ  まȴȸȢり

内 容 公ٛɗ川の土手にᓹをえる、ᓹえのデʀインをᐎえる

日 ሌ 11月15日（日）

感 想

　地ڒの方とˢ፳にഒしȢ活動でき、常によかった。

ᓹのሗ᭒ɗտき、成長後の大きȨȽどᐎえȽけれɃȽ

らȽいことɕ۹Ȣȕるが、地ڒの方がˣߚに教えてȢȳ

Ȩったȝかげで、いいɕのを作ることができてɗりがい

を感じられた。えるȳけでጶɢるのではȽȢ、手入れ

のȝ手伝いɗ成長したݎɕ見たいと९った。

（୫・１年次生）

ґ  ၥہ

内 容 川ภいのຏો活動

日 ሌ 11月29日（日）

感 想

　日曜日のボランティアȳったので参加しɗすかった。

私はྊ手をધって川の中ɗ手がࠍかȽい所のɾミを引き

Ȯる役ᄻを͖Ȩれたが、ྊ手をધってሉ動するのは̙߆

想͏上にȢ、ܤॴには大۰ȳと९った。活動中にラン

ニングをしている方から「ȝれȨま。ȕりがとう！」

とɢれ、まȨかۦをかけてɕらえると९ɢず、ો

をしてよかったとᤎ成感を感じた。また、地ڒの方から

「ᔌい人が۹ȢてӒかります」とɢれ、参加してよ

かったと९った。　　　　　　　　　（୫・２年次生）
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ґ  ၥہ

内 容 ミズʜマワリのᮠ活動

日 ሌ 12月５日（土）

感 想

　ᑡ長をᅔて川に入りミズʜマワリのᮠを行った。ᑡ

長をᅔるൡ会はȰれɎど۹ȢȽいと९うので、៱ȽͶ

験でȕった。また、はじめは川にたȢȨɦのミズʜマワ

リが生いᔗっていたが活動後はきれいにȽȢȽったので

ɗりがいがȕった。活動場所ɋሉ動するときに学生ボラ

ンティア同ۢ交流できたことɕよかった。

（ၥہ᥆１・ࡾࢍ年次生）

ґ  イʣント

内 容 サイエンスショーのᛃӒ

日 ሌ 12月13日（日）

感 想

　今回サイエンスショーのᛃӒをȨȮていたȳいた。子どɕたȴに加えᜆॅȨɦたȴɕ

いたためかȽりの人数がᪿまっていた。私は子どɕたȴに円᭣行ൡリングの作り方を教

えた。子どɕたȴに「ȕりがとう」とってɕらえうれしかった。̙想͏上にたȢȨɦ

の子どɕたȴが఼場し、大۰ȳったがɗりがいを感じられる活動ȳった。

（୫・２年次生）

ґ  イʣント

内 容 ᤍಘ内、イʣントのᵍᵏ活動

日 ሌ 12月13日（日）

感 想

　イʣントの開催自Ͷが今回қめてで、企画階からґからȽいことȳらけでしたが、

本Ⴍはᒱൡख़۰にߦख़することができた点がよかったと९います。「ᤍಘ内していま

す」というᅆをᮐからかけていたことで、఼場者の方はᤍをᐨきɗすかったようで、

ᅆを作ってよかったと९いました。また、ᅔȣるɒをᅔてᵍᵏ活動を行ったのです

が、想Ѕ͏上に子どɕがᪿまってきてȢれてݼしかったです。ᅔȣるɒをᅔて階を

上ることは大۰でしたが、ᛃӒの人がいたので本当にӒかりました。今回の活動をᣮし

て、しいボランティアに参加することのഒしȨを実感しました。またしいボラン

ティアに行ってɒたいと९いました。 　　　　　　　　　　　　　　 （୫・１年次生）
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ボランティアセンター内規
　 制定　平成17年４月28日　

（ᠲ　）

第１条　この内規は、関西大学学生センター規程（以下「規程」という。）第12条第２項の規定に基づき設置す
るボランティアセンター（以下「センター」という。）の運営等に関して必要な事項を定めるものとする。

（ᄻ　ᄑ）

第２条　センターは、本学学生の社会参画活動を支援することにより、学生の自主性及び社会性の涵養に資する
ことを目的とする。

（事　業）

第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（1）ボランティアの相談に関すること。
（2）ボランティア情報の収集及び提供に関すること。
（3）ボランティア講習会に関すること。
（4）関係行政機関、学外ボランティア団体等との連携・協力に関すること。
（5）その他ボランティアに関すること。

（登　録）

第４条　センターの利用を希望する学生は登録するものとする。
（センター長）

第５条　センターにセンター長を置き、学生センター所長をもって充てる。
（ボランティアᣵፅ協ឰ会）

第６条　センターにおけるボランティアの基本方針、具体的活動内容等を協議するため、規程第12条第２項の規
定によりボランティア連絡協議会（以下｢協議会｣という。）を置く。

　２　協議会は、次の者をもって構成する。
（1）センター長
（2）学生センター副所長　１名
（3）専任教育職員のうちから学長が指名する者　若干名
（4）学生サービス事務局長
（5）学生サービス事務局次長
（6）ボランティア活動支援グループ長
（7）事務職員（ボランティア活動支援グループ・高槻キャンパスグループ・高槻ミューズキャンパスグルー

プ・堺キャンパス事務室）若干名
　３　協議会の議長は、センター長とし、副議長は、議長の指名による。
　４　第２項第１号、第２号及び第４号から第６号までに規定する委員の任期は役職在任中とする。
　５　第２項第３号に規定する委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
　６　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、前任者の残

任期間とする。
　７　協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。
（学生スタッフ）

第７条　センターに、学生スタッフを置く。
　２　学生スタッフは、第３条に規定する事業に参画し、本学学生のボランティア活動を支援するものとする。
第８条　この内規に定めるもののほか、ボランティアに関し必要な事項は、協議会の議を経て定める。
（事　務）

第９条　ボランティアに関する事務は、ボランティア活動支援グループが行う。
　附　則
　　この内規は、平成17年４月１日から施行する。
　附　則
　　この内規（改正）は、平成18年10月12日から施行し、平成18年8月1日から適用する。
　附　則
　　この内規（改正）は、平成21年４月１日から施行する。
　附　則
　　この内規（改正）は、平成22年４月1日から施行する。
　附　則　
１　この内規（改正）は、平成26年４月１日から施行する。
２　この内規（改正）施行の際に第６条第２項第３号により選出される委員の任期は、同条第５項の規定にかか
わらず平成26年９月30日までとする。

資　　　料
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関西大学ボランティアセンターにおけるボランティア団体の紹介に関する方針
　2007年１月11日　

　関西大学ボランティアセンターでは、以下に該当するボランティア団体の活動を紹介します。
　　１　公益性・公共性が高い活動。
　　２　営利を目的としない活動。
　　３　活動にあたり、安全性が高いと判断される活動。
　　４　受け入れた学生に対し、教育的配慮を伴った対応をする団体における活動。

（１）ボランティアӭᪿの受͇

①初めてボランティア活動を募集する団体は、「団体の責任者の名刺」、「組織概要がわかるパンフ
レット等」および「ボランティア募集チラシ（A4サイズに限る）」を持参のうえ、来室をお願いしま
す。（教育委員会等の公共的機関の場合はこの限りではありません。）
②来室時に所定の「ボランティア団体登録用紙」に記入をお願いします。
③ボランティア募集団体には、必要に応じて、規約、役員名簿、収支報告書、活動報告等の団体の実績
がわかる書類等の提出をお願いすることがあります。あらかじめご了承ください。
④学生等がボランティア活動を行った際に、募集条件と異なる状況が判明した場合、精神的・肉体的苦
痛を受けた場合等には、そのボランティア団体の募集を停止します。
⑤個人からのボランティア募集は受付いたしません。（地域の社会福祉協議会、大阪ボランティア協会
およびその他関連機関へご依頼ください。）

（２）ボランティア団Ͷ・活動のᤣްژໄ（以下に該当するものは受付できません。また、この選定基準
は受付時のみでなく、活動中にも適用いたします。）
①法令に違反するもの。
②公序良俗に反するもの。
③人体に有害なもの、危険が伴うもの。
④政治的・宗教的活動を主たる目的とするもの。
⑤関西大学ボランティア連絡協議会が不適当であると判断するもの。

（３）ボランティア受け入れ団Ͷとの႑し合ɢȮ

　ボランティア受け入れ団体と関西大学ボランティアセンターとは、以下の点を申し合わせ事項として
確認します。
①ボランティア受け入れ団体はボランティア申込者に対し、活動内容や条件等を提示し、その内容につ
いて両者の間で合意のうえ、活動を始めることとする。
②ボランティア受け入れ団体は活動を始める前に、オリエンテーション等を実施し、活動に必要な情報
や留意点をあらかじめ伝達し、活動が始まった後は、必要に応じて研修・支援等を行うこととする。
③ボランティア活動中は、各団体ボランティア担当スタッフとともに活動を行うこととする。
④学生がボランティア活動を行う際には、あらかじめボランティア保険に加入していることを必ず確認
し、未加入の場合は活動させないこととする。
⑤次の内容を含む活動については紹介できないこととする。
（ア）22時以降６時までの深夜早朝活動
（イ）精神的、肉体的苦痛が心配されるもの
（ウ）水泳監視、ベビーシッターおよび病人の介護等の人命にかかわることが予想されるもの
（エ）車の運転
（オ）本来、有資格者によってなされるべき活動

（４）е事ᬱ

　　ボランティアセンターで紹介するボランティア情報に関して発生したトラブル等に対し、ボランティ
アセンターでは責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

以上　
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法 人 本 部

大 学 本 部

常
任
理
事
会

理

事

会

総 合 企 画 室

総 務 局

財 務 局

管 財 局

初 等 中 等 教 育 事 務 局

学 長 室

学 事 局

高 槻 事 務 局

堺 事 務 局

入 試 事 務 局

学 生 サ ー ビ ス 事 務 局

キ ャ リ ア セ ン タ ー 事 務 局

学 術 情 報 事 務 局

内 部 監 査 室

社 会 連 携 グ ル ー プ
先端科学技術推進機構グループ
高 大 連 携 グ ル ー プ

国 際 教 育 グ ル ー プ
国 際 研 究 ・ 協 力 グ ル ー プ
国 際 プ ラ ザ グ ル ー プ

教 務 事 務 グ ル ー プ
授 業 支 援 グ ル ー プ
学生相談・支援センター事務グループ
学 部 ・ 大 学 院 事 務 グ ル ー プ
専 門 職 大 学 院 事 務 グ ル ー プ
教 育 改 革 支 援 グ ル ー プ

秘 書 課
総 務 課
人 事 課
東 京 セ ン タ ー

管 財 課

初 等 中 等 教 育 課
高 中 幼 事 務 室
北 陽 事 務 室
初等部・中等部・高等部事務室

学 長 課

高 槻 キ ャ ン パ ス 事 務 グ ル ー プ
高槻ミューズキャンパス事務グループ
堺 キ ャ ン パ ス 事 務 室

保 健 管 理 セ ン タ ー 事 務 室
キャリアセンター事務グループ
キャリアセンター理工系事務グループ

学 生 生 活 支 援 グ ル ー プ
奨 学 支 援 グ ル ー プ
ボランティア活動支援グループ
ス ポ ー ツ 振 興 グ ル ー プ

入 試 グ ル ー プ
大 学 院 入 試 グ ル ー プ
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入 試 広 報 グ ル ー プ

研 究 支 援 グ ル ー プ
研 究 所 事 務 グ ル ー プ
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シ ス テ ム 開 発 課

2015年度　事務組織図
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奈良県明日香村で8/29（土）・8/30（日）に行なわれた「飛鳥　光の回廊2015」。
このイベントは明日香村各地を灯ろうで灯し、お寺のライトアップやオブジェが設置されるというもの。
関西大学は明日香村と地域連携を結んでおり、その一貫として5年前からボランティアセンター学生スタッ
フがこのイベントに参加しています。

一日目の8/29（土）は残念ながら雨のため、灯ろうを使ったイベントは中止となってしまいましたが、二日目
の8/30（日）は一部中止となったものの無事開催されました。その様子をレポートします！

 
お昼時の飛鳥。すでに人がたくさん集まっています。
雨が降っていたこともあり、空気が澄んでいて、とても気持ちいい！

  

日が暮れると、灯ろうに火が灯され幻想
的な風景が広がります。こちらは石舞台
エリアに設置されていた「飛鳥　光の竹
回廊」。

この日、関西大学ボランティアセンターの学生スタッフ3名に苦労したところと見所をお聞きすることができま
した。

左）商学部2年生の秋房さん、中央）今回リーダーを務めている文学部2年
生の遠藤さん、右）昨年リーダーを務めていたという社会学部3年生の岡本
さん

遠藤さん）大変だったのはやっぱり天気ですかね･･･。1日目は中止になって
しまいましたし、2日目の今日も当初の予定より縮小して行っています。
岡本さん）1日目に設置は完了していて、今日は火を灯したんですけどカップ
にたまっていた水を捨てて、そして火をつけて･･･という作業を石舞台エリア

に設置された灯ろう約950個分（！）行いました。あと、今年から後片付けにも参加するので、それも大変です
ね。
秋房さん）見所･･･。どこでしょう･･･。
ほとゼロ）全部ということですかね？
3人）そうですね！　見所は全部です！（笑）

では見所は「全部」の灯ろうをどうぞ！　今年の灯ろうのテーマは「花鳥風月」。
  
　　　　　　　　　　　　　　　　

  

石舞台の周りを見事に「花鳥風月」をテーマとした灯ろうが彩っていました。
会場では「分かった！　花鳥風月になってるんやわ！」とお客さんのたのしそうな声も聞こえてきます。
夏休み最後の思い出に、と家族連れの方もたくさんいらしていましたが、みなさん感嘆の声をあげてらっしゃ
いました。

 石舞台エリア以外でもアート作品や灯ろうの展示が行われていました。
とてもキレイだったので、こちらも少しご紹介！

 

 

 

 

明日香村全体を使ったアートイベント「飛鳥　光りの回廊2015」。
同時開催されていた「飛鳥光の食舞台＆世界の肉バルin飛鳥」も含め、多くの方々が楽しんでいらっしゃいま
した。
わたしの中で「飛鳥＝歴史・自然」というイメージだったのですが、今回行ってみると、歴史や自然を感じるこ
とはもちろん、それだけではない土地の魅力・人柄の良さを感じることができました（一般家庭の前で住民の
方が展示している切り絵を見ていたら、その住民の方に串こんにゃくをいただきました）。
こういったイベントをきっかけに明日香という土地の魅力を再発見する。そのきっかけ作りに関西大学の灯ろ
うも一役かっていました。これこそ「地域貢献」ですね！

ライトアップされた
石舞台

灯ろうは石舞台
内部にまで設置

伝飛鳥板蓋宮跡（でん　あすかいたぶきのみやあと）でのアート展示

街灯は無く灯ろうの光を
頼りに歩いていく

高松エリア
｢SPACE EGG -創造の卵-｣

高松エリア「光りの地上絵」

こちらは「花」。　 お次は「鳥」。

「風」。扇子で起こした風が風車を回しています。 最後は「月」。

― 95 ― ― 96 ―



ʢ΄ͱΜͲ0ԁେֶɹϗʔϜϖʔδΑΓɹ�0�5�9���ʣ
IUUQ���IPUP[FSP�DPN�FOKPZNFOU�MFBSOJOH�SFQPSU�ඈௗޫͷճ࿓@ؔେֶ�

奈良県明日香村で8/29（土）・8/30（日）に行なわれた「飛鳥　光の回廊2015」。
このイベントは明日香村各地を灯ろうで灯し、お寺のライトアップやオブジェが設置されるというもの。
関西大学は明日香村と地域連携を結んでおり、その一貫として5年前からボランティアセンター学生スタッ
フがこのイベントに参加しています。

一日目の8/29（土）は残念ながら雨のため、灯ろうを使ったイベントは中止となってしまいましたが、二日目
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こんにちは　ϛζϊ発見ୂです。
3月もऴわりになり、ਐڃ・ਐ学・ब৬などの४උで、部をআしたり、Ҿӽし४උをしたり、しくされてい
るのではないでしょうか。
さて、今回のϛζϊ発見ୂは、2月28日に行われた関西大学さんとϛζϊのڞ同ボランティア׆ಈ「ཎ大
আ」に参加してきたので、その様子をレポートしたいと思います。
 

このਗ਼׆ಈは、もともと関西大学のボランティアセンター学生
スタッフさん、༗ࢤの学生さんが中৺となり、200�年から࢝まり
ました。そして、2010年にࠃ土ަ௨লۙـ地方උہཎՏ
事務所より「ཎαポーター」にೝ定されたこと、本事業が5
年目をܴえたことをه念して2011年から「ཎ大আ」が࢝
まりました！

5回目の今回は関西大学さんの関550ऀ人とϛζϊ社һ50人、ଞ૯�00人で大আを࣮ࢪしました。
「Կでϛζϊがの大আと関があるの？」とお思いでしょうね。
関西大学さんとϛζϊは2011年にڭҭ・ڀݚ・文Խのৼڵ、人ࡐҭ、スポーπのৼڵ、社会貢献などの分
においてੵۃ的に連ܞをしていくڠ定をక݁しました。スポーπのみならͣ、このようなボランティア׆ಈ
も連ܞして࣮ࢪしているんですよ。
当日はޕ前10時からேྱ。
まͣは関西大学　学生センター所　݉　ボランティアセンターの「ཎのΰϛとڞに自の৺にੵもっ
たΰϛもきれいにしましょう。」とのѫࡰから࢝まり、学生スタッフの෭දさんより「今回のような社会׆ಈ
から気ͮきをಘて、人ؒ的をし、݁ Ռにܨげていきましょう。」とのすらしいがありました。

�00人の४උもい、いよいよਗ਼開࢝です。
A#CとϒロッΫごとに分かれ、ΰϛをरっていきます。
ΰϛのछྨはϖットボトル、カン、Ϗン、ڊ大ϒルーγートや、ು、ܞଳి、ٿのボール、ࡿ、などなど、想
૾をえる様々なものでした。

参加した学生スタッフの方に聞いたところ、このようなボランティア׆ಈに参加するようになって、もっと社会
の役にཱちたいとߟえ࢝め、社会人になってもこのような׆ಈにはੵۃ的に参加していきたいとޠっていまし
た。
ऴ了後、ボランティアセンター設ཱ10周年ه念タΦルとΫリアフΝイルが全һにڅࢧされました。
さあ、作業がऴ了し、ด会ࣜです。
関西大学体ҭ会本部より「自分自の৺をきれいにするཧができたでしょうか」とがあり、その後、ϛ
ζϊのφγϣφルνΣーンӦ業本部 ଠా部から「今後も連ܞして、社会貢献をしていきましょう」とのѫࡰ
がありました。
ऩ集݁Ռは一般ΰϛが32�0LH、カン、Ϗンが�50LH、ϖットボトルが900LHなど。�00人で一੪に׆ಈし
ޮ的にΰϛが集められましたが、このような׆ಈがなくてもやՏෑが៉ྷになる日がくるといいです
ね。最後に�00人全һでه念ࡱӨをし、׆ಈをऴ了しました。

 
関西大学 学生のみなさん、ϛζϊ社һのみ
なさん、おർれ様でした。きっと、ཎのਆ
様も「よきかなʙ」とتんでいますよ。

関西大学 学生さんと淀川大掃除！！

ઍとઍਘのਆӅしで、のਆ様がԹઘにԚれ	ΰϛ
をམとしに
དྷた時のγーンが思い出されますね。
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編 集 後 記

ボランティアセンター設立10周年を無事迎えられましたのは、多くの皆様のご支援を頂いた
おかげです。ありがとうございました。
私たちは、学生がボランティア活動を通じ、多くの学びや気づき、貴重な経験が得られるよ
う日々育成・支援を行っています。
育成とは、学生たちに、「課題を見つけ、自ら解決する」を体験させ、生きる力を伸ばすよ
う導くことです。
「正解のない問い」にどんな答えを出すのか。そのヒントをくれるのは、小さな子どもだっ
たり、お年寄りだったり、仲間かもしれません。
自分の役割を知り、工夫と努力で成果を出し、感謝と称賛が得られたとき、学生は最高の笑
顔に輝きます。
たとえ失敗と思っても、支え、力付けてくれる仲間がいれば、その失敗は次の成功につなが
るチャンスとなるでしょう。失敗を必要以上に怖がらないですむからです。
不満はアンケートで調べることができます。しかし、幸福は人それぞれです。
私は、ボランティア活動は、「幸福とは何か」を知る課外教育活動であると思っています。
今後とも、皆様のご理解とボランティアセンターの発展に、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

　ボランティア活動支援グループ　
グループ長　堀　　律　子　

　「ボランティアってタダ働きですよね？」そんな質問を受けることがあります。
そのようなイメージを持つ方は多かれ少なかれおられるでしょう。なぜなら、ボランティア
活動を行っても報酬は支給されないからです。この部分だけ切り取ると、確かに「タダ働き」
のように思えます。しかしながら、継続的にボランティア活動に取り組んでいる学生に話を聞
くと、「ボランティアは出会いの場だ」と言います。その真意は「自分自身と出会える場所」
という意味だそうです。
みなさんは、今までの人生でいくつの発見をしてきたでしょう。食べ物の好き嫌い、好きな
スポーツ、苦手な教科・・・。振り返れば発見の連続が連なったもの、それがあなたの後ろに
「人生」として続いているはずです。
ボランティア活動は社会からの要請に応えよう、協力しようと思う人々同士の活動です。そ
こには様々なバックグラウンドを持った多種多様な人々が集まります。ボランティア活動で
は、「偶然」繋がったメンバー同士で社会問題に向き合います。
その活動にはあなたの知らなかった世界が広がっているかもしれません。もしくは、知って
いた世界への価値観が、仲間の一言でガラッと変わってしまうこともあるでしょう。
ボランティア活動は、社会や他者、そして自分自身と出会える活動です。ボランティアに継
続参加する人にとってこの刺激は何事にも代え難いものなのかもしれません。
また、それに加えて活動中に様々な人から届く「ありがとう」の言葉こそ、私は最高の報酬
だと感じています。
「何が楽しくてボランティアをするんだろう？」そんな疑問を抱いている方。ボランティア
活動に参加することで「あなた自身」が、その答えを教えてくれることでしょう。
まずは、はじめの一歩を本学ボランティアセンターに踏み出して下さい。その一歩を心待ちに
しているボランティアセンター職員・学生スタッフが、次なる歩みをエスコートいたします。

ボランティア活動支援グループ　
　　村　上　翔　也　
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